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対象読者
このガイドは、次の1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対
象にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素
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説明テキストのタイプ

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、this fontで示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
xviii

はじめに

はじめに



安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。

これらの注意事項を保存しておいてください

警告

関連 Cisco UCS資料

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、以下のURLで入手可能な『Cisco
UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/UCS_roadmap.html

すべての C-Seriesマニュアルの完全なリストについては、次の URLで入手可能な「『Cisco

UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』」を参照してください。https://www.cisco.com/c/
en/us/td/docs/unified_computing/ucs/overview/guide/ucs_rack_roadmap.html

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョ
ンとサポートされる UCS Managerバージョンについては、「Release Bundle Contents for Cisco
UCS Software」を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、CiscoUCSDocs onTwitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、ucs-docfeedback@external.cisco.comまでコメントをお送りください。ご協力
をよろしくお願いいたします。
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.0(4a)の新機能および変更された動作について説明
します。

表 1 : Cisco UCS Manager、リリース 4.0(4a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

永続メモリモジュール（309
ページ）

Cisco UCS Managerリリース
4.0(4)では、USCM5サーバで
の Intel® Optane™データセン
ター永続メモリモジュールの

サポートが導入されました。

このサーバは、第 2世代 Intel®
Xeon®スケーラブルプロセッ
サに基づいています。

このリリースでは、CiscoUCS
Managerを使用して Intel®
Optane™ DC永続メモリモ
ジュールを設定する機能が提

供されています。

永続メモリモジュール

ローカルデバイスブート（

157ページ）
Cisco UCS Manager Ciscoブー
ト最適化M. 2 RAIDコント
ローラ (UCS-M2-HWRAID)を
サポートします。

Ciscoブート最適化M.2 RAID
コントローラ
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参照先説明機能

Scrub Policy Settings（310ペー
ジ）

CiscoUCSManagerブートドラ
イブおよび VDのスクラブ処
理のサポートを、Cシリーズ
M4およびM5ラックサーバに
拡張します。

Cシリーズラックサーバの
CiscoUCSManagerサポートに
おけるブートドライブおよび

VDのディスクスクラブ

Scrub Policy Settings（310ペー
ジ）

CiscoUCSManager永続メモリ
スクラブのサポートを拡張し

ます。サーバ上の永続メモリ

の設定とデータを保存または

削除することができます。

永続メモリスクラブ

KVMManagement Policy（293
ページ）

Cisco UCS Manager KVMポー
トとして 1024 ~ 49151のポー
ト番号を設定できます。

代替 KVMポート

ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.0(2a)の新機能および変更された動作について説明
します。

表 2 : Cisco UCS Manager、リリース 4.0(2a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

サーバ管理の概要（5ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、Cisco
UCS C480 M5 MLサーバの既
存の機能すべてに対するサ

ポートを拡張します。

Cisco UCS C480M5MLサーバ

サーバ管理の概要（5ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、Cisco
UCS VIC 1495の既存の機能す
べてに対するサポートを拡張

します。

Cisco UCS VIC 1495

サーバ管理の概要（5ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、Cisco
UCS VIC 1497の既存の機能す
べてに対するサポートを拡張

します。

Cisco UCS VIC 1497

ここでは、Cisco UCS Manager、リリース4.0(1a)の新機能および変更された動作について説明
します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
2

新機能および変更された機能に関する情報

新機能および変更された機能に関する情報



表 3 : Cisco UCS Manager、リリース 4.0(1a)の新機能と変更された動作

参照先説明機能

サーバ管理の概要（5ペー
ジ）

このリリースでは、40/100ギガ
ビットアップリンクポートを

使用してファブリック内の

10/25ギガビットポートをサ
ポートするCisco UCS 6454
Fabric Interconnectが導入されま
した。

Cisco UCS 6454 Fabric
Interconnect

サーバ管理の概要（5ペー
ジ）

Cisco UCS Managerは、Cisco
UCS VIC 1455の既存の機能す
べてに対するサポートを拡張

します。

Cisco UCS VIC 1455

ラックエンクロージャサーバ

管理（74ページ）
Cisco UCS Managerは、Cisco
UCS C125 M5サーバの既存の
機能すべてに対するサポート

を拡張します。

Cisco UCS C125 M5サーバ
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第 2 章

サーバ管理の概要

Cisco UCS Manager一般的なサーバ導入と複雑なサーバ導入を管理できます。たとえば、最初
のシャーシで取得される冗長なサーバアクセスレイヤとなる 1ペアのファブリックインター
コネクト（FI）を用いた一般的な導入を管理でき、それらを最大 20台のシャーシと 160台の
物理サーバまで拡張することができます。これは、環境のワークロードをサポートするため

に、ブレードサーバとラックマウントサーバの組み合わせとなる場合があります。さらにサー

バを追加して、引き続き、サーバのプロビジョニング、デバイス検出、インベントリ、設定、

診断、監視、障害検出、監査を実行できます。

特に明記されていない限り、リリース 4.0(2a)以降の Cisco UCS Managerでは次の Cisco UCS
ハードウェアの既存の機能すべてがサポートされます。

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

• Cisco UCS VIC 1495

• Cisco UCS VIC 1497

特に明記されていない限り、リリース 4.0(1a)以降の Cisco UCS Managerでは次の Cisco UCS
ハードウェアの既存の機能すべてがサポートされます。

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect

• Cisco UCS VIC 1455

• Cisco UCS VIC 1457

• Cisco UCS C125 M5サーバ

4.0(1a)リリース以降、 Cisco UCS Managerでは UCS M2サーバをサポートしていません。

デフォルトでは、Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect、Cisco UCS 6332ファブリックインターコ
ネクト、UCS Mini 6324ファブリックインターコネクト、UCS 6200シリーズファブリックイ
ンターコネクトには一元管理が含まれます。1つのコンソールから同じドメイン内にあるUCS
ブレードサーバとラックマウントサーバを管理できます。また、CiscoUCSManagerからUCS
Miniを管理することもできます。

最適なサーバパフォーマンスを確保するために、サーバに割り当てる電力量を設定できます。

また、サーバのブートポリシー、サーバの起動元となる場所、ブートデバイスの起動順序を
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設定できます。UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Mini用のサービスプロファイル
を作成して、サーバに割り当てることができます。サービスプロファイルを使用して、BIOS
設定、セキュリティ設定、vNICと vHBAの数、およびサーバに適用するその他の設定を割り
当てることができます。

• Cisco UCS Managerユーザマニュアル（6ページ）

Cisco UCS Managerユーザマニュアル
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しい
マニュアルが用意されています。

説明ガイド

Cisco UCSアーキテクチャのほか、Cisco
UCSManagerの初期設定や構成のベストプ
ラクティスなど、稼働前に必要な操作につ

いて説明しています。

Cisco UCS Manager Getting Started Guide

パスワード管理、ロールベースアクセスの

設定、リモート認証、通信サービス、CIMC
セッション管理、組織、バックアップと復

元、スケジューリングオプション、BIOS
トークン、および遅延展開について説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

CiscoUCSManagerによって使用および管理
される物理インフラストラクチャと仮想イ

ンフラストラクチャのコンポーネントにつ

いて説明します。

CiscoUCSManager InfrastructureManagement Guide

ファームウェアのダウンロードと管理、自

動インストールによるアップグレード、

サービスプロファイルによるアップグレー

ド、ファームウェアの自動同期によるエン

ドポイントでの直接アップグレード、機能

カタログの管理、展開シナリオ、およびト

ラブルシューティングについて説明してい

ます。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいランセンス、Cisco UCSドメインへ
のCisco UCSCentralの登録、パワーキャッ
ピング、サーバブート、サーバプロファイ

ル、サーバ関連のポリシーについて説明し

ています。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Server-Mgmt/4-0/b_Cisco_UCS_Manager_Server_Mgmt_Guide_4_0.html


説明ガイド

Cisco UCS Managerの SANや VSANなど、
ストレージ管理のあらゆる側面について説

明しています。

『Cisco UCSManager StorageManagement Guide』

Cisco UCSManagerの LANやVLAN接続な
ど、ネットワーク管理のあらゆる側面につ

いて説明しています。

『CiscoUCSManagerNetworkManagementGuide』

CiscoUCSManagerにおける、システム統計
を含むシステムおよびヘルスモニタリング

のあらゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

Cisco UCS Managerを使用して管理される
UCS Sシリーズサーバの管理のあらゆる側
面について説明しています。

Cisco UCS S3260サーバと Cisco UCS Managerと
の統合
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/System-Monitoring/4-0/b_UCSM_GUI_System_Monitoring_Guide_4-0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Dense-Storage-Server-Integ-Mgmt/4-0/b_UCSM_3260_Integration_Guide_4_0.html
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第 3 章

ライセンス

各 Cisco UCSファブリックインターコネクトにはいくつかのポートライセンスが付属してい
ます。これらはプレインストールされ、ハードウェアとともに出荷されます。ファブリックイ

ンターコネクトは、完全ライセンスまたは部分ライセンスで購入できます。また、納入後に追

加ライセンスを購入することもできます。

Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect次のライセンスを使用します。

表 4 : Cisco UCS 6454 Fabric Interconnectライセンス

ライセンスポート

ETH_PORT_ACTIVATION_PKG
ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG（から 6200
シリーズ FIから）：10/25 GBイーサーネット
ポートに使用されるライセンス

ポート 1～ 48

2 100G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：
40/100 GBイーサネットポートに使用される
ライセンス

ポートは 49～ 54

次の 4つの新しいライセンスは 6300シリーズ FI向けであり、6332および 6332-16UP FIでの
み有効です。

• 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG：40 GBイーサネットポート用ライセンス

• 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）
40 GBイーサネットポート用ライセンス

• 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG：ラックサーバに直接接続された（Cダイレクト）
6332-16UPの最初の 16個の 10 GBユニファイドポート用ライセンス

• 10G_PORT_ACTIVATION_PKG：6332-16UPの最初の 16個の 10 GBユニファイドポート
用ライセンス
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10G_PORT_ACTIVATION_PKGおよび
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKGライセンスは 6332-16UP FIで
のみ有効で、それらにだけインストールできます。

（注）

次のライセンスは、S3260システムがアプライアンス（アプライアンスポート）または Cisco
UCS Manager管理ノード（サーバポート）として FIに接続されている場合に使用されます。

表 5 : S3260システムライセンス要件

ライセンスFIモデル

ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6200

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6332

10G_PORT_ACTIVATION_PKG6332-16UP

40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG6454

Cisco UCS C125M5サーバではCisco UCS 6454 Fabric Interconnectおよび Fabric Interconnect 6300
シリーズのみをサポートします。

各ファブリックインターコネクトは、少なくとも次のカウントされたライセンスがプリインス

トールされた状態で出荷されます。

デフォルトの基本ライセンスファブリックインターコネクト

拡張モジュールの最初の12個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6248（ユニファイドポート）

拡張モジュールの最初の18個の有効なイーサ
ネットポートおよび任意のファイバチャネル

ポート用。

Cisco UCS 6296（ユニファイドポート）

4個の非ブレークアウトポート専用。ライセ
ンスを含まない 5番目のポートは、さらに 4
個の 10 GBポートに分割されます。

Cisco UCS 6324

4個の 40 GBポートと 8個の 10 GBポート用。

最初の16個のポートは10GBです。
残りは 40 GBです。

（注）

Cisco UCS 6332 16UP

8個の 40 GBポート用。Cisco UCS 6332
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デフォルトの基本ライセンスファブリックインターコネクト

10/25 GBポート (ポート 1 ~ 48) × 18

40/100 GBポート(ポート 49～ 54）× 2

Cisco UCS 6454

ポートライセンスの使用

ポートライセンスは物理ポートにバインドされません。ライセンスされているポートをディ

セーブルにすると、そのライセンスは次にイネーブルにされたポートで使用するために保持さ

れます。追加の固定ポートを使用するには、それらのポート用のライセンスを購入し、インス

トールする必要があります。タイプ（ファイバ、イーサネット）に関係なく、ポートがイネー

ブルの場合は、すべてのポートがライセンスを使用します。

6332および 6332-16UPプラットフォームで使用可能なブレークアウト対応ポートの場合は、
ポートがブレークアウトポートで、そのポートが引き続き 40 GBライセンスを 1つだけ使用
する場合でも、40 GBのライセンスがメインポートに適用されたままになります。

ポートの初期設定でそれをイネーブルにし、ライセンスを使用します。（注）

製品の世代間でライセンスを移動させることはできません。6200シリーズファブリックイン
ターコネクト用に購入したライセンスを使用して 6300シリーズまたは 6400ファブリックイン
ターコネクトのポートを有効にすることはできません。その逆も同様です。

重要

各 Cisco UCS 6324 Fabric Interconnectにはポートライセンスが付属します。このライセンスは
工場でインストールされ、ハードウェアと共に出荷されます。Cダイレクトポートライセン
スは猶予期間にプレインストールされ、ポートの初回の使用から開始され、Cisco UCSラック
サーバで使用できます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶予期

間の終了が最も近いポートに移動されます。

猶予期間

ライセンスがインストールされていないポートを使用しようとすると、Cisco UCSは 120日間
の猶予期間を開始します。猶予期間は、最初にライセンスなしでポートを使用した時点から測

定され、有効なライセンスファイルがインストールされると一時停止されます。猶予期間中に

使用された時間数はシステムに保存されます。

各物理ポートには固有の猶予期間があります。1つのポートで猶予期間を開始しても、すべて
のポートの猶予期間が開始するわけではありません。

（注）

ライセンスされているポートの設定を解除すると、そのライセンスは、猶予期間内で機能して

いるポートに移行されます。複数のポートが猶予期間内で動作している場合、ライセンスは猶

予期間の終了が最も近いポートに移動されます。
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ハイアベイラビリティコンフィギュレーション

フェールオーバー中の不整合を避けるため、クラスタ内の両方のファブリックインターコネク

トに同数のライセンスされたポートを用意することを推奨します。均衡が保たれていない状態

でフェールオーバーが発生すると、Cisco UCSは欠けているライセンスを有効化して、フェー
ルオーバーノードで使用される各ポートに対して猶予期間を開始します。

• C-Direct Rack Licensing Support, on page 12
•ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法（14ページ）
•ライセンスの取得（14ページ）
•ローカルファイルシステムからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウン
ロード（15ページ）

•リモートロケーションからファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ド（16ページ）

•ライセンスのインストール（17ページ）
•ファブリックインターコネクトにインストールされているライセンスの表示（18ペー
ジ）

•ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定（18ページ）
•ライセンスの失効日の決定（19ページ）
•ライセンスのアンインストール（19ページ）

C-Direct Rack Licensing Support
Release 4.0(1a) and Higher

Beginning with release 4.0(1a), Cisco UCS 6454 Fabric Interconnects use the
ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG feature pack for C-Direct port licenses for ports 1-48. There are no
default ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG licenses shipped with the Fabric Interconnect. You may
purchase them as required.

C-direct support is only applicable on ports that are connected to the rack servers. The
ETH_C_PORT_ACTIVATION_PKG is added to the existing license package with all the same properties
as the existing licensing feature. The Subordinate Quantity property is added to the
ETH_PORT_ACTIVATION_PKG to track ports connected to rack servers.

The License Tab in the Cisco UCSManager GUI displays the new license and the Subordinate Quantity
for the license. You can also use the show feature and show usage commands under scope license to
view the license feature, the vendor version type, and the grace period for each license.

Release 3.2(3n) and Earlier

Each Cisco UCS Fabric Interconnect is shipped with a default number of port licenses that are factory
licensed and shipped with the hardware. C-direct support is only applicable on ports that are connected to
the rack servers. The 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG and the 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION
_PKG are added to the existing license package with all the same properties as the existing licensing
feature. The Subordinate Quantity property is added to the 10G_PORT_ACTIVATION_PKG and
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG to track ports connected to rack servers.

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
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The License Tab in the Cisco UCSManager GUI displays the new license and the Subordinate Quantity
for the license. You can also use the show feature and show usage commands under scope license to
view the license feature, the vendor version type, and the grace period for each license.

Ports connected to rack servers can use existing 10G_PORT_ACTIVATION_PKG,
40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG if the license is available or if the license is not in use. Otherwise,
you must purchase a 10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG, the 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION
_PKG to avoid the license grace period.

There is no change in the 10 GB ports. The 10G_PORT_ACTIVATION_PKG and
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG license packages include all of the same properties as the existing
the ETH_PORT_ACTIVATION_PKG and the ETH_PORT_C_ACTIVATION_PKG license features.

Configuration and Restrictions

• The C-Direct rack licensing feature accounts for the rack server ports that are directly connected
to the FI, but not to a CIMC port. The default quantity for the
10G_C_PORT_ACTIVATION_PKG and the 40G_ETH_C_PORT_ACTIVATION _PKG is
always 0.

• When a 40 GB port, or a breakout port under a 40 GB breakout port is enabled without any
connections, this port is allotted a license under the 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG,
if available. If this port is connected to a Direct-Connect rack server after a time lag, it triggers
a complete re-allocation of licenses, then this port passes through one of the following license
allocation scenarios occurs:

When you enable a breakout port under a 40 GB breakout port, if that port is connected to a
Direct-Connect rack server, and the 40G_C_PORT_ACTIVATION_PKG license files are
installed on the FI, the following license allocation occurs:

• If no other ports under the breakout port are enabled, the parent 40 GB port is allotted a
license under the 40G_C_PORT_ACTIVATION_PKG, and the used quantity is incremented
for this instance.

• If other ports are enabled, and if at least one port is not connected to a Direct Connect rack
server, even if the port is not being used, the parent 40 GB port is allotted a license under
the 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG, and the used quantity is incremented for this
instance.

• When you enable a breakout port under a 40 GB breakout port and that port is connected to a
Direct-Connect rack server, and the 40G_C_PORT_ACTIVATION_PKG license files are not
installed on the FI, the following license allocation occurs:

• If no ports under the breakout port are enabled, the parent 40 GB port is allotted a license
under the 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG. The subordinate quantity is increased
if the licenses are available in the 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG. If the licenses
are not available, the used quantity under this feature is increased and the entire port goes
in to the grace period.

• If other ports are enabled and at least one port is not connected to a Direct Connect rack
server, even if the port is not being used, the parent 40 GB port is allotted a license under
the 40G_ETH_PORT_ACTIVATION_PKG, and the used quantity is incremented for this
instance.

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
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ファブリックインターコネクトのホスト IDの入手方法
ホスト IDはシリアル番号とも呼ばれます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects]の順に展開します。

ステップ 3 ホスト IDを取得するファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Properties]領域の [Serial Number (SN)]フィールドにホスト IDが表示されます。

次のタスク

シスコから必要なライセンスを入手します。

ライセンスの取得

このプロセスは、このマニュアルのリリース後に変更される場合があります。このマニュアル

の手順が1つ以上当てはまらない場合は、シスコの担当者にライセンスファイルの入手方法を
お問い合わせください。

（注）

始める前に

次を入手します。

•ファブリックインターコネクトのホスト IDまたはシリアル番号

•ファブリックインターコネクトまたは拡張モジュールの権利証明書またはその他の購入証
明書

手順

ステップ 1 権利証明書またはその他の購入証明書から、製品認証キー（PAK）を取得します。

ステップ 2 権利証明書またはその他の購入証明書でWebサイトの URLを確認します。

ステップ 3 ファブリックインターコネクトのWebサイト URLにアクセスし、シリアル番号と PAKを入
力します。
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シスコからライセンスファイルが電子メールで送信されます。ライセンスファイルは、要求

されたファブリックインターコネクトでの使用だけを許可するようにデジタル署名されていま

す。Cisco UCS Managerがライセンスファイルにアクセスすると、要求された機能も有効にな
ります。

次のタスク

ファブリックインターコネクトにライセンスをインストールします。

ローカルファイルシステムからファブリックインター

コネクトへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Local File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [Filename]フィールドに、ライセンスファイルのフルパスと名前を入力します。

パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

ライセンスファイルが配置されているフォルダへの正確なパスがわからない場合は、[Browse]
をクリックしてファイルに移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告さ
れた場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブート
フラッシュの空き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動

し、[Equipment]をクリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開
します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次のタスク

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

リモートロケーションからファブリックインターコネク

トへのライセンスのダウンロード

クラスタ構成の場合、マッチングペアの両方のファブリックインターコネクトにライセンス

をダウンロードしてインストールすることをお勧めします。個々のライセンスは、ダウンロー

ドを開始するために使用するファブリックインターコネクトのみにダウンロードされます。

（注）

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 ライセンスをダウンロードするファブリックインターコネクトのノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Download Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 [Download License]をクリックします。

ステップ 6 [Download License]ダイアログボックスで、[Location of the Image File]フィールドの [Remote File
System]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 プロトコルを指定し、必要な情報を入力します。
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パス名またはファイル名にスペースを含めることはできません。たとえば、

c:\Path\Folder_Name\License.licは有効なパスですが、c:\Path\Folder
Name\License.licは「Folder Name」内にスペースがあるため無効です。

IPv4や IPv6アドレスではなくホスト名を使用する場合、DNSサーバを設定する必要
があります。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていない、または
DNS管理がローカルに設定されている場合は、Cisco UCS Managerで DNSサーバを
設定します。Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されていて、DNS管理
が [グローバル（global）]に設定されている場合は、Cisco UCS CentralでDNSサーバ
を設定します。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIによってファブリックインターコネクトへのライセンスのダウンロー
ドが開始されます。

ステップ 9 （任意） [Download Tasks]タブで、ダウンロードのステータスをモニタします。

Cisco UCS Managerによって、ブートフラッシュの領域が不足していることが報告さ
れた場合は、[Packages]タブで古いバンドルを削除して、領域を解放します。ブート
フラッシュの空き領域を表示するには、そのファブリックインターコネクトに移動

し、[Equipment]をクリックし、[General]タブの [Local Storage Information]領域を展開
します。

（注）

ステップ 10 必要なライセンスがすべてファブリックインターコネクトにダウンロードされるまで、このタ

スクを繰り返します。

次のタスク

すべてのダウンロードタスクが完了した後、ライセンスをインストールします。

ライセンスのインストール

始める前に

シスコから必要なライセンスを入手します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [Downloaded License Files]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからインストールするライセンスを選択します。
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新しいポートライセンスをインストールする場合、ダウンタイムは不要で、トラフィッ

クへの影響はありません。

（注）

ステップ 5 [Install License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 [Install License]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Manager GUIによってライセンスがインストールされ、未ライセンスのポートまた
は機能がアクティブ化されます。

ファブリックインターコネクトにインストールされてい

るライセンスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Installed Licenses]タブをクリックし、ファブリックインターコネクトにイ
ンストールされているすべてのライセンスの詳細を表示します。

ステップ 4 表内のライセンスをクリックし、[Contents]タブにライセンスの詳細を表示します。

ファイル内の個々のライセンスの詳細を表示するには、ライセンスファイルを展開する必要が

あります。

ポートまたは機能に使用できる猶予期間の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 動作状態、適用された猶予期間など機能の詳細を表示するには、テーブル中でその機能をク
リックします。
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ライセンスの失効日の決定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブル内のライセンスをクリックして、ライセンスの詳細を下の [Contents]タブに表示しま
す。

ステップ 5 [Contents]タブでライセンスファイルを展開して、ファイル内のすべてのライセンスを表示し
ます。

ステップ 6 [Expiry]列でライセンスの失効日を参照します。

ライセンスのアンインストール

使用中の永続ライセンスはアンインストールできません。未使用の永久ライセンスだけをアン

インストールできます。使用中の永久ライセンスの削除を試みると、その要求は Cisco UCS
Managerによって拒否され、エラーメッセージが表示されます。

（注）

始める前に

Cisco UCS Manager設定をバックアップします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [License Management]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Installed Licenses]タブをクリックします。

ステップ 4 テーブルからアンインストールするライセンスを選択します。

ステップ 5 [Clear License]ボタンをクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerライセンスを非アクティブ化し、ライセンスのリストからそのライセンス
を削除し、ファブリックインターコネクトからライセンスを削除します。ポートは、ライセン
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スなしモードに移行します。クラスタ構成の場合、他のファブリックインターコネクトからも

ライセンスをアンインストールする必要があります。
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第 4 章

Cisco UCS Centralで Cisco UCSドメインを
登録する

• Registration of Cisco UCS Domains, on page 21
• Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central, on page 22
• Cisco UCS Centralによる Cisco UCSドメインの登録（23ページ）
• Cisco UCS Central間でのポリシー解決の設定（24ページ）
• Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティの設定（25ページ）
• Cisco UCS Centralから Cisco UCSドメインを登録解除する（26ページ）

Registration of Cisco UCS Domains
You can have Cisco UCS Central manage some or all of the Cisco UCSドメイン in your data center.

If you want Cisco UCSCentral to manage a Cisco UCSドメイン, you need to register that domain.When
you register, you must choose which types of policies and other configurations will be managed by Cisco
UCS Central and Cisco UCS Manager. Cisco UCS Central can manage the same types of policies and
configurations for all registered Cisco UCSドメイン. You can also choose to have different settings for
each registered Cisco UCSドメイン.

Perform the following before registering a Cisco UCSドメイン with Cisco UCS Central:

• Configure an NTP server and the correct time zone in both Cisco UCS Manager and Cisco UCS
Central to ensure that they are in sync. If the time and date in the Cisco UCSドメイン and Cisco
UCS Central are out of sync, the registration might fail.

• Obtain the hostname or IP address of Cisco UCS Central

• Obtain the shared secret that was configured when Cisco UCS Central was deployed.
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Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS
Central

For each Cisco UCSドメイン that you register with Cisco UCSCentral, you can choose which application
will manage certain policies and configuration settings. This policy resolution does not have to be the
same for every Cisco UCSドメイン that you register with the same Cisco UCS Central.

Unregistering a Cisco UCSドメイン with Cisco UCS Central will terminate all open sessions.Note

You have the following options for resolving these policies and configuration settings:

• Local—The policy or configuration is determined and managed by Cisco UCS Manager.

• Global—The policy or configuration is determined and managed by Cisco UCS Central.

The following table contains a list of the policies and configuration settings that you can choose to have
managed by either Cisco UCS Manager or Cisco UCS Central:

DescriptionName

Determineswhether the Capability Catalog and infrastructure firmware
policy are defined locally or come from Cisco UCS Central.

Infrastructure & Catalog
Firmware

Determines whether the date and time is defined locally or comes
from Cisco UCS Central.

Time Zone Management

Determines whether HTTP, CIM XML, Telnet, SNMP, web session
limits, and Management Interfaces Monitoring Policy settings are
defined locally or in Cisco UCS Central.

Communication Services

Determines whether the Global Fault Policy is defined locally or in
Cisco UCS Central.

Global Fault Policy

Determines whether authentication and native domains, LDAP,
RADIUS, TACACS+, trusted points, locales, and user roles are
defined locally or in Cisco UCS Central.

User Management

Determines whether DNS servers are defined locally or in Cisco UCS
Central.

DNS Management

Determines whether the Full State Backup Policy and All
Configuration Export Policy are defined locally or in Cisco UCS
Central.

Backup & Export Policies

Determines whether Call Home, Syslog, and TFTP Core Exporter
settings are defined locally or in Cisco UCS Central.

Monitoring

Determines whether managed endpoints are defined locally or in
Cisco UCS Central.

SEL Policy
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DescriptionName

Determines whether the power management is defined locally or in
Cisco UCS Central.

Power Management

Determines whether power supply units are defined locally or in Cisco
UCS Central.

Power Supply Unit

Determines whether port configuration is defined locally or in Cisco
UCS Central.

Port Configuration

Cisco UCS Centralによる Cisco UCSドメインの登録

始める前に

Configure an NTP server and the correct time zone in both Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central
to ensure that they are in sync. If the time and date in the Cisco UCSドメイン and Cisco UCS Central
are out of sync, the registration might fail.

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Register With UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 [Register with UCS Central]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

DescriptionName

The hostname or IP address of the virtual machine where Cisco
UCS Central is deployed.

IPv4や IPv6アドレスではなくホスト名を使用す
る場合、DNSサーバを設定する必要があります。
Cisco UCSドメインがCisco UCS Centralに登録さ
れていない、または DNS管理がローカルに設定
されている場合は、Cisco UCS Managerで DNS
サーバを設定します。CiscoUCSドメインがCisco
UCS Centralに登録されていて、DNS管理が [グ
ローバル（global）]に設定されている場合は、
Cisco UCS Centralで DNSサーバを設定します。

（注）

Hostname/IP Address field
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DescriptionName

The shared secret (or password) that was configured when Cisco
UCS Central was deployed.

Shared Secret field

b) [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをク
リックします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されま
す。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されま
す。

c) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Central間でのポリシー解決の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Policy Resolution Control]領域の各フィールドで、次のいずれかのオプションボタンをクリッ
クします。

• [Local]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Managerによって決定および管理されます。

• [Global]：ポリシーまたは設定は、Cisco UCS Centralによって決定および管理されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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Cisco UCS Managerでの Cisco UCS Central登録プロパティ
の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Status]領域で、必要に応じて次を実行します。

a) 使用する [Cleanup Mode]のラジオボタンをクリックします。

次のいずれかになります。

• Localize Global—When a Cisco UCSドメイン is unregistered, all global policies in the Cisco
UCSドメイン will be localized to Cisco UCS Manager. The policies remain in the Cisco UCS
ドメイン, policy ownership is now local to Cisco UCS Manager, and Cisco UCS Manager
admin users can make changes.

If you reregister the Cisco UCSドメインwith Cisco UCSCentral, there can be policy
conflicts due to the policies existing both in Cisco UCS Central and in Cisco UCS
Manager. Either delete the local policies, or set the local policies to global before you
try to create and associate a global service profile.

（注）

• Deep Remove Global—This option should only be used after careful consideration. When a
CiscoUCSドメイン is unregistered, all global policies in the CiscoUCSドメイン are removed.
If there are global service profiles, they will now refer to Cisco UCS Manager local default
policies, and one of the following occurs:

• If there are local default policies present, the server will reboot.

• If there are no local default policies, the service profile association fails with a configuration
error.

The deep remove global cleanup mode does not remove global VSANs and VLANs
when you unregister from Cisco UCS Central. Those must be removed manually if
desired.

（注）

b) （任意）[Suspend State]チェックボックスをオンにします。

If checked, the Cisco UCSドメイン is temporarily removed from Cisco UCS Central, and all global
policies revert to their local counterparts. All service profiles maintain their current identities. However,
global pools are no longer visible and cannot be accessible by new service profiles.

c) （任意）[Acknowledge State]チェックボックスをオンにします。
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If the event ID stream that represents time and consistency between Cisco UCS Manager and Cisco
UCS Central becomes skewed or inconsistent, Cisco UCSManager places itself in a Suspended State
and disconnects itself from Cisco UCS Central.

If you check this check box, you acknowledge that inconsistencies exist between Cisco UCSManager
and Cisco UCS Central and are still willing to reconnect the Cisco UCSドメイン with Cisco UCS
Central.

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS CentralからCisco UCSドメインを登録解除する
When you unregister a Cisco UCSドメイン from Cisco UCS Central, Cisco UCS Manager no longer
receives updates to global policies.

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Admin]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Communication Management]の順に展開します。

ステップ 3 [UCS Central]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域の、[UCS Central]をクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Unregister From UCS Central]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

Cisco UCS Centralを使用して Cisco UCSドメインを登録解除および登録した場合の影響の詳細
については、「Policy Resolution between Cisco UCS Manager and Cisco UCS Central」を参照して
ください。
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Power Capping in Cisco UCS
You can control the maximum power consumption on a server through power capping, as well as manage
the power allocation in the Cisco UCSManager for blade servers, UCS C220 and C240M4/M5, and C480
M5/C480 M5 ML rack servers, UCS Mini, and mixed UCS domains.

UCS Manager supports power capping on the following:

• UCS 6200 Series Fabric Interconnects

• UCS Mini 6324

• UCS 6300 Series Fabric Interconnects

You can use Policy Driven Chassis Group Power Cap, or Manual Blade Level Power Cap methods to
allocate power that applies to all of the servers in a chassis.

Cisco UCS Manager provides the following power management policies to help you allocate power to
your servers:

DescriptionPower Management Policies

Specifies the redundancy for power supplies in all
chassis in a Cisco UCSドメイン.

Power Policy

Specifies the priority to calculate the initial power
allocation for each blade in a chassis.

Power Control Policies

Specifies the Policy Driven Chassis Group Power
Cap or the Manual Blade Level Power Cap to apply
to all servers in a chassis.

Global Power Allocation

Specifies how the power cap values of the servers
are calculated. If it is enabled, the servers will be
profiled during discovery through benchmarking.
This policy applies when the Global Power
Allocation Policy is set to Policy Driven Chassis
Group Cap.

Global Power Profiling

電力ポリシーの設定

Power Policy for Cisco UCS Servers
The power policy is global and is inherited by all of the chassis' managed by the Cisco UCS Manager
instance. You can add the power policy to a service profile to specify the redundancy for power supplies
in all chassis' in the Cisco UCSドメイン. This policy is also known as the PSU policy.

For more information about power supply redundancy, see『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware

Installation Guide』.
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電源ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Power Policy]領域で、[Redundancy]フィールドの次のオプションボタンのいずれかをクリッ
クします。

• [Non Redundant]：Cisco UCS Managerは必要最小数の電源装置（PSU）をオンに設定し、
それらの PSU間のロードバランシングを行います。追加の PSUが設置されると、Cisco
UCS Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源
が切断されると、システムはCisco UCSManagerが新しい PSUをアクティブ化して負荷の
再調整ができるようになるまで、サービスの中断が発生することがあります。

通常、非冗長動作のために Cisco UCSシャーシに少なくとも 2台の PSUが必要です。小
規模構成（必要電力 2500 W未満）の場合にのみ、単一 PSUで電力を供給できます。

• [N+1]：非冗長性を満たす合計数の PSUに加えて、冗長性を与える 1台の追加 PSUがオン
になり、シャーシの電力負荷が均等に分担されます。追加の PSUが設置されると、Cisco
UCS Managerは追加された装置を「オフ」状態に設定します。いずれかの PSUへの電源
が切断されても、Cisco UCS Managerはサービスの中断なしでリカバリできます。

一般に、N+1動作のためには、1つの Cisco UCSシャーシに、少なくとも 3台の PSUが必
要です。

• [Grid]：2つの電源がオンにされます。そうでなければ、シャーシに N+1よりも高い冗長
性が要求されます。1つの電源に障害が発生し、そのため 1台または 2台の PSUに電源障
害が発生した場合、別の電源回路に接続され機能が存続している PSUがシャーシに電力
を供給し続けます。

電源の冗長性の詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』
を参照してください。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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Power Supply for Redundancy Method
Max Power @ 110 V (Watts)Max Power @ 220 V (Watts)PSU Redundancy

130025001+1 (N+1) OR 1 (N)

260050002+1 (N+1) OR 2 (N) or 2+2 (Grid)

390054723+1 (N+1) OR 3 (N)

520054724 (N)

ポリシー方式のシャーシグループの電力制限の設定

Policy Driven Chassis Group Power Capping
When you select the Policy Driven Chassis Group Power Cap in the Global Cap Policy, Cisco UCS can
maintain the over-subscription of servers without risking power failures. You can achieve over-subscription
through a two-tier process. For example, at the chassis level, Cisco UCS divides the amount of power
available among members of the power group, and at the blade level, the amount of power allotted to a
chassis is divided among blades based on priority.

Each time a service profile is associated or disassociated, Cisco UCS Manager recalculates the power
allotment for each blade server within the chassis. If necessary, power from lower-priority service profiles
is redistributed to higher-priority service profiles.

UCS power groups cap power in less than one second to safely protect data center circuit breakers. A
blade must stay at its cap for 20 seconds before the chassis power distribution is optimized. This is
intentionally carried out over a slower timescale to prevent reacting to transient spikes in demand.

The system reserves enough power to boot a server in each slot, even if that slot is empty. This reserved
power cannot be leveraged by servers requiring more power. Blades that fail to comply with the power
cap are penalized.

Note

Power Control Policy
Cisco UCS uses the priority set in the power control policy along with the blade type and configuration
to calculate the initial power allocation for each blade within a chassis. During normal operation, the active
blades within a chassis can borrow power from idle blades within the same chassis. If all blades are active
and reach the power cap, service profiles with higher priority power control policies take precedence over
service profiles with lower priority power control policies.

Priority is ranked on a scale of 1-10, where 1 indicates the highest priority and 10 indicates lowest priority.
The default priority is 5.
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Starting with Cisco UCS Manager 3.2(2), chassis dynamic power rebalance mechanism is enabled by
default. The mechanism continuously monitors the power usage of the blade servers and adjusts the power
allocation accordingly. Chassis dynamic power rebalance mechanism operates within the overall chassis
power budget set by Cisco UCS Manager, which is calculated from the available PSU power and Group
power.

For mission-critical application a special priority called no-cap is also available. Setting the priority to
no-cap does not guarantee that a blade server gets maximum power all the time, however, it prioritizes
the blade server over other servers during the chassis dynamic power rebalance budget allocations.

If all the blade servers are set with no-cap priority and all of them run high power consuming loads, then
there is a chance that some of the blade servers get capped under high power usage, based on the power
distribution done through dynamic balance.

Note

You must include the power control policy in a service profile and that service profile must be associated
with a server for it to take effect.

Note

電力制御ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Control Policies]を右クリックし、[Create Power Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Network Control Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

[Fan Speed Policy]ドロップダウン
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説明名前

Cisco UCS C125 M5サーバでは、接
続しているすべてのサーバに対して

（注）

同じ[Fan Speed Policy]が選択されて
いることを確認します。Cisco UCS
Managerは最後に関連付けるサーバ
の[Fan Speed Policy]を適用します。
すべてのサーバに対して同じ [Fan
Speed Policy]を選択することで、最
後に関連付けるサーバに関係なく希

望の [Fan Speed Policy]が選択され
ます。

ファン速度は、ラックサーバのみに対応しま

す。次のいずれかになります。

• [Low Power]：ファンはサーバを冷却し続
けるために必要な最低速度で稼働します。

• [Balanced]：ファンはサーバによって生じ
た熱に基づき、必要に応じてより高速で

稼働します。可能な場合、ファンは必要

な最低速度に戻ります。

• [Performance]：ファンは、より高度なサー
バパフォーマンスに必要な速度で維持さ

れます。これにはより多くの電力が使用

されますが、サーバが加熱し始めた場合

にファンがすでに高速で稼働しているこ

とを意味しています。

このフィールドの[Performance]
を選択する場合、[Power

（注）

Capping]フィールドでは[No
Cap]を選択していないことを確
認します。パワーキャッピング

のファン速度のポリシー、およ

びNoCapのパフォーマンスを選
択すると、サーバとサービスプ

ロファイルの関連付けが失敗し

ます。

• [HighPower]：ファンは電力消費量よりパ
フォーマンスを重視した、より高い速度

で維持されます。

• [Max Power]：ファンは常に最高速度で維
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説明名前

持されます。このオプションは最大の冷

却効果をもたらしますが、最大の電力を

使用します。

• [音響 (Acoustic)]:大きな音響が問題となる
環境でのノイズレベルを減らすために、

ファン速度を低下させます。他のモード

のように、電力消費を調整して、コンポー

ネントのスロットリングを防止するもの

でありません。[音響 (Acoustic)]オプショ
ンを使用すると、短時間のスロットリン

グが発生しますが、ノイズレベルも低く

なります。[音響 (Acoustic)]モードは、
C220 M5および C240 m5サーバでのみ使
用できます。

C240SD M5サーバでは、[音響
(Acoustic)]モードがデフォルト
モードです。他のすべてのプ

ラットフォームでは、[バランス
(Balanced)]モードがデフォルト
モードです。

（注）

• [Any]：サーバが最適なファンの速度を決
定します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
35

Cisco UCSでの電力制限と電源管理

電力制御ポリシーの作成



説明名前

電源グループ内の電力需要が電源装置を超え

た場合のサーバの挙動。次のいずれかになり

ます。

• [NoCap]：電源グループ内の他のサーバの
電力要求にかかわらず、サーバはフル

キャパシティで動作します。

このフィールドにNoCapを選択
するかどうかを Cisco UCS Cシ
リーズM5サーバでには、[ファ
ン速度 Policy ]フィールドのパ
フォーマンスを選択しないこと

を確認します。ファン速度ポリ

シーに [Performance]が選択さ
れ、パワーキャッピングに [No
Cap]が選択されている場合、
サーバとサービスプロファイル

の関連付けが失敗します。

（注）

• [Cap]：サーバは、サーバグループ内での
他のサーバとの相対的な優先順位に基づ

いて、最低限の電力容量を割り当てられ

ます。より多くの電力が使用可能になる

と、CiscoUCSは制限されたサーバが元の
割り当て量を超過することを許容します。

電源グループで使用可能な総電力にドロッ

プが発生したときのみ割り当てを減らし

ます。

[cap]を選択する場合、CiscoUCSManagerGUI
は [Priority]フィールドを表示します。

[Power Capping]フィールド

電力制限が有効になったときの、サーバの電

力グループ内での優先順位。

1～ 10の整数を入力し、1が優先順位最高に
なります。

[Priority]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

電力制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Power Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Power Groups in UCS Manager
A power group is a set of chassis that all draw power from the same power distribution unit (PDU). In
Cisco UCSManager, you can create power groups that include one or more chassis, then set a peak power
cap in AC watts for that power grouping.

Implementing power capping at the chassis level requires the following:

• IOM, CIMC, and BIOS version 1.4 or higher

• Two Power Supply Units (PSUs)

The peak power cap is a static value that represents the maximum power available to all blade servers
within a given power group. If you add or remove a blade from a power group, but do not manually modify
the peak power value, the power group adjusts the peak power cap to accommodate the basic power-on
requirements of all blades within that power group.

A minimum of 890 AC watts should be set for each chassis. This converts to 800 watts of DC power,
which is the minimum amount of power required to power an empty chassis. To associate a half-width
blade, the group cap needs to be set to 1475 AC watts. For a full-width blade, it needs to be set to 2060
AC watts.

After a chassis is added to a power group, all service profile associated with the blades in the chassis
become part of that power group. Similarly, if you add a new blade to a chassis, that blade inherently
becomes part of the chassis' power group.

Creating a power group is not the same as creating a server pool. However, you can populate a server pool
with members of the same power group by creating a power qualifier and adding it to server pool policy.

Note

When a chassis is removed or deleted, the chassis gets removed from the power group.
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UCS Manager supports explicit and implicit power groups.

• Explicit: You can create a power group, add chassis' and racks, and assign a budget for the group.

• Implicit: Ensures that the chassis is always protected by limiting the power consumption within safe
limits. By default, all chassis that are not part of an explicit power group are assigned to the default
group and the appropriate caps are placed. New chassis that connect to UCS Manager are added to
the default power group until you move them to a different power group.

The following table describes the error messages you might encounter while assigning power budget and
working with power groups.

Recommended ActionCauseError Message

Increase the power cap limit to the
Minimum Power Cap for
Allowing Operations (W) value
displayed on the Power Group
page for the specified power
group.

One of these messages displays if
you did not meet the minimum
limit when assigning the power
cap for a chassis, or the power
requirement increased because of
the addition of blades or change
of power policies.

Insufficient budget for
power group
POWERGROUP_NAME

and/or

Chassis N cannot be
capped as group cap is
low. Please consider
raising the cap.

and/or

Admin committed
insufficient for power
group GROUP_NAME, using
previous value N

and/or

Power cap application
failed for chassis N

Check the PSU input power and
redundancy policy to ensure that
enough power is available for the
chassis.

If a PSU failed, replace the PSU.

Displays when the power budget
requirement for the chassis is
more than the PSU power that is
available.

Chassis N cannot be
capped as the available
PSU power is not enough
for the chassis and the
blades. Please correct
the problem by checking
input power or replace
the PSU

Do not power on un-associated
servers.

Displays when the server is
consuming more power than
allocated and cannot be capped,
or the server is powered on when
no power is allocated.

Power cap application
failed for server N
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Recommended ActionCauseError Message

This is an information message.

If a server should not be capped,
in the service profile set the value
of the power control policyPower
Capping field to no-cap.

Displays when the server is
capped to reduce the power
consumption below the allocated
power.

P-State lowered as
consumption hit power
cap for server

This is an unsupported
configuration. All PSUs must be
connected to similar power
sources.

This fault is raised when a chassis
has a mix of high-line and
low-line PSU input sources
connected.

Chassis N has a mix of
high-line and low-line
PSU input power
sources.

電源グループの作成

始める前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Policy Driven Chassis Group Cap]に
設定されていることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Power Groups]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにしま
す。

ステップ 6 [Create Power Group]ウィザードの最初のページで、次のフィールドに値を入力します。

a) 電源グループの一意の名前および説明を入力します。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー
スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Power Group]ウィザードの [Add Chassis Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャー
シを追加するには、[>>]ボタンをクリックします。
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電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Power Group]ウィザードの [Add Rack Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [Rack Unit]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のラックユニットを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのラックを表示する [Selected Rack Unit]テーブルにラック
を追加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上のラックユニットを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Power Group]ウィザードの [Add FEX Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [FEX]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FEXを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべての FEXを表示する [Selected FEX]テーブルにシャーシを追
加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上の FEXを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create Power Group]ウィザードの [Add FI Members]ページで、次の手順を実行します。

a) [FI]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上の FIを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected FI]テーブルに FIを追加す
るには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上の FIを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Group Wizard]の [Power Group Attributes]ページで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

電源グループで使用可能な最大ピーク時電力（W）。

0～ 10000000の整数を入力します。

[Input Power(W)]フィールド

電源グループのすべてのメンバーに対する入力電力値の推

奨範囲。

[Recommended value for Input
Power]フィールド

b) [完了（Finish）]をクリックします。
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電源グループへのシャーシの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを追加する電源グループを右クリックし、[Add Chassis Members]を選択します。

ステップ 5 [Add Members Chassis]ダイアログボックスで、次のようにします。

a) [Chassis]テーブルで、電源グループに含める 1つ以上のシャーシを選択します。
b) 電源グループに含まれるすべてのシャーシを表示する [Selected Chassis]テーブルにシャー
シを追加するには、[>>]ボタンをクリックします。

電源グループから 1つ以上のシャーシを除外するには、[<<]ボタンを使用します。

c) [OK]をクリックします。

電源グループからのシャーシの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。

ステップ 4 シャーシを削除する電源グループを展開します。

ステップ 5 電源グループから削除するシャーシを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

電源グループの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Power Groups]タブをクリックします。
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ステップ 4 削除する電源グループを右クリックして、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードレベルの電力制限

Manual Blade Level Power Cap
When manual blade-level power cap is configured in the global cap policy, you can set a power cap for
each blade server in a Cisco UCSドメイン.

The following configuration options are available:

• Watts—You can specify the maximum amount of power that the server can consume at one time.
This maximum can be any amount between 0 watts and 1100 watts.

• Unbounded—No power usage limitations are imposed on the server. The server can use as much
power as it requires.

If the server encounters a spike in power usage that meets or exceeds the maximum configured for the
server, Cisco UCS Manager does not disconnect or shut down the server. Instead, Cisco UCS Manager
reduces the power that is made available to the server. This reduction can slow down the server, including
a reduction in CPU speed.

If you configure the manual blade-level power cap using Equipment > Policies > Global Policies >
Global Power Allocation Policy, the priority set in the Power Control Policy is no longer relevant.

Note

サーバのブレードレベル電力制限の設定

始める前に

グローバル電力割り当てポリシーが [Global Policies]タブで [Manual Blade Level Cap]に設定さ
れていることを確認してください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 電力使用量を設定するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Power Budget]領域で次の手順を実行します。

a) 見出しの右側の [Expand]アイコンをクリックしてフィールドを表示します。
b) 次のフィールドに入力します。

説明名前

このサーバが電力制限されているかどうか。次のいずれか

になります。

• [Unbounded]：どのような場合でもサーバは電力制限さ
れません。

• [Enabled]：Cisco UCSManager GUIは [Watts]フィール
ドを表示します。

電力制限は、要求を満たす十分な電力がシャーシ

にない場合にのみ有効になります。十分な電力が

ある場合、サーバは必要なだけ電力を使用できま

す。

（注）

[Admin Status]フィールド

要求を満たす十分な電力がシャーシにない場合に、サーバ

が使用できる最大ワット数です。

値の範囲は 0～ 10000000です。

[Watts]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ブレードレベル電力制限の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis]の順に展開します。

ステップ 3 サーバ電力使用量を表示するシャーシを選択します。

ステップ 4 次のいずれかを実行します。

•シャーシ内のすべてのサーバの電力使用量を表示するには、[Work]ペインの [Power]タブ
をクリックします。

•シャーシ内の1台のサーバの電力使用量を表示するには、シャーシを展開して目的のサー
バをクリックします。その後、[Work]ペインの [Power]タブをクリックします。

ステップ 5 必要に応じて [Motherboards]ノードを展開し、電力カウンタを表示します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
43

Cisco UCSでの電力制限と電源管理

ブレードレベル電力制限の表示



グローバル電力プロファイリングポリシーの設定

Global Power Profiling Policy
The Global Power Profiling Policy specifies how power allocation is applied to all of the servers in a
chassis. The policy applies when you set the Global Power Allocation Policy to Policy Driven Chassis
Group Cap. You can set the Global Power Profiling Policy to one of the following:

• Disabled—The minimum and maximum power cap values of the blades are calculated based on the
static power consumption values of each of the components.

• Enabled—The minimum and maximum power cap values of the blades are measured as part of the
server discovery. These values are similar to the actual power consumption of the blades.

After enabling the Global Power Profiling Policy, you must re-acknowledge the blades to obtain the
minimum and maximum power cap.

Note

グローバル電力プロファイルポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 グローバル電力プロファイルポリシーをイネーブルにするには、[Global Power Profile Policy]
領域で [Profile Power]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

グローバル電力割り当てポリシーの設定

Global Power Allocation Policy
The Global Power Allocation Policy allows you to specify the Policy Driven Chassis Group Power Cap
or Manual Blade-level Power Cap power allocation method applied to servers in a chassis.
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Cisco recommends using the default Policy Driven Chassis Group Power Cap power allocation method.

Any change to the Manual Blade level Power Cap configuration results in the loss of any groups or
configuration options set for the Policy Driven Chassis Group Power Cap.

Important

グローバル電力割り当てポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Global Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Global Power Allocation Policy]領域で、Cisco UCSドメインで使用される電力制限管理モード
を設定するために [Allocation Method]フィールドで次のラジオボタンのいずれかをクリック
します。

• [Manual Blade Level Cap]：電力割り当ては、すべてのシャーシの個々のブレードサーバに
設定されます。このオプションを選択した場合、電源グループは作成できません。

• [Policy Driven Chassis Group Cap]：電力割り当ては、関連付けられたサービスプロファイ
ルに含まれる電力制御ポリシーによって、シャーシレベルで設定されます。このオプショ

ンを選択すると、Cisco UCSドメインに 1つ以上のシャーシを含む電源グループを作成で
きます。

デフォルトでは、電力割り当ては電力制御ポリシーによって各シャーシで実行されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Power Management During Power-on Operations
Boot Staggering during Power on

Cisco UCSManager attempts to boot as many blades as possible based on the amount of available power.
If the power required to boot a blade is not available, Cisco UCS Manager staggers the boot in the Finite
StateMachine (FSM) CheckPowerAvailability stage, and raises the following fault on the blade: Insufficient
power available to power-on server x/y.

When the required power becomes available, the FSM proceeds with blade power on. After a blade powers
off, the allocated power budget is reclaimed.
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When the power budget that was allocated to the blade is reclaimed, the allocated power displays as 0
Watts.

Note

Limitation

If you power on a blade outside of the Cisco UCS Manager and if there is not enough power available for
allocation, the following fault is raised:

Power cap application failed for server x/y

Power Allocation during Service Profile Association

The power allocated to a blade during service profile association depends on the Power Control Policy
used, and the power that is available from the power group. After the power is allocated to a server during
a successful service profile association, the blade is guaranteed the minimum power cap. If the Power
Control Policy priority is set to no-cap, a blade is allocated a potential maximum power cap, which might
exceed the measured maximum power cap that displays.

If the priority of an associated blade is changed to no-cap, and is not able to allocate the maximum power
cap, you might see one of the following faults:

• PSU-insufficient—There is not enough available power for the PSU.

• Group-cap-insufficient—The group cap value is not sufficient for the blade.

Note

電源同期ポリシーの設定

Power Sync Policy
Cisco UCSManager includes a global (default) power sync policy to address power synchronization issues
between the associated service profiles and the servers. You can use the power sync policy to synchronize
the power state when the power state of the service profile differs from the actual power state of the server.
The policy allows you to control when to synchronize the power state on the associated service profiles
for the servers. The power sync policy does not affect other power-related policies.

The power synchronization policy applies to all the service profiles by default. You cannot delete the
default power sync policy, but you can edit the default policy. You can create your own power sync policies
and apply them to the service profiles. You can also create a power sync policy that is specific to a service
profile and it always takes precedence over the default policy.

Cisco UCSManager creates a fault on the associated service profile when the power sync policy referenced
in the service profile does not exist. Cisco UCS Manager automatically clears the fault once you create a
power sync policy for the specified service profile or change the reference to an existing policy in the
service profile.
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Power Synchronization Behavior
Cisco UCS Manager synchronizes the power state only when the actual power state of the server is OFF.
The current power synchronization behavior is based on the actual power state and the preferred power
state after shallow association occurs.

For example, the following events trigger shallow association:

• Fabric Interconnects(FI) and IOM disconnected.

• IOM reset

• FI power loss or reboot

• Chassis reacknowledgment

• Chassis power loss

• Service profile change

The following table describes the current power synchronization behavior:

Actual Power State After
Event

Actual Power State
Before Event

Preferred Power StateEvent

ONOFFONShallow Association

OFFOFFOFFShallow Association

ONONONShallow Association

ONONOFFShallow Association

電源同期ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Power Sync Policies]を右クリックし、[Create Power Sync Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Power Sync Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド
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説明名前

物理サーバに関連付けられたサービスプロファ

イルの目的の電源状態を同期できるオプショ

ン。次のいずれかになります。

• [Default Sync]：最初のサーバアソシエー
ション後に、設定変更または管理接続を

行うと、サーバの再アソシエーションを

トリガーします。このオプションは、物

理サーバの電源状態がオフで、任意の電

源状態がオンの場合、必要な電源状態を

物理サーバに同期します。これはデフォ

ルトの動作です。

• [Always Sync]：最初のサーバアソシエー
ションまたはサーバ再アソシエーション

が行われると、このオプションは物理サー

バの電源状態がオンで必要な電源状態が

オフの場合であっても、必要な電源状態

を物理電源状態に同期します。

• [Initial Only Sync]：このオプションは、
サービスプロファイルがサーバに初めて

関連付けられた時やサーバが再稼働する

時にのみ電源状態をサーバに同期します。

このオプションを設定すると、物理サー

バ側から電源状態をリセットしてもサー

ビスプロファイルの任意の電源状態には

影響しません。

[Sync-Option]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルード

します。

電源同期ポリシーの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
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ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [root]ノードからサービスプロファイルポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域から [Change Power Sync Policy]をクリックします。

表示される情報は、[Select the Power Sync Policy]ドロップダウンリストの選択内容により異な
ります。次のオプションを選択できます。

• [No Power Sync Policy]：このオプションを選択すると、Cisco UCS Manager GUIは他の情
報を一切表示しません。このオプションを選択すると、CiscoUCSManagerはデフォルトの
電源同期ポリシーを暗黙的に使用します。Cisco UCS Managerは、サービスプロファイル
組織でデフォルトの電源同期ポリシーを検索します。該当するポリシーが見つからない場

合、ルートにあるデフォルトの電源同期ポリシーを使用します。

• [Use an Existing Power Sync Policy]：グローバルポリシーを選択する場合、Cisco UCS
Manager GUIが [Power Sync Policy]ドロップダウンリストが表示され、既存のポリシーを
選択できます。

• [Create a Local Power Sync Policy]：このサービスプロファイルでのみアクセス可能な電源
同期ポリシーを作成するには、このオプションを選択します。また、[Power Sync Policy]
領域の [Create Power Sync Policy]リンクを使用して電源同期ポリシーを作成することもで
きます。

電源同期ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Power Sync Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Rack Server Power Management
Power capping is supported for following rack servers:
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• Cisco UCS C220 M4サーバ

• Cisco UCS C240 M4サーバ

• Cisco UCS C220 M5サーバ

• Cisco UCS C240 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5サーバ

• Cisco UCS C480 M5 MLサーバ

Power capping is not supported for Cisco UCS C125 M5サーバs.

UCS Mini Power Management
You can manage power of the blade servers in 6324 Fabric Interconnect (FI), which is used for remote
offices and branch sites, and for limited server deployments. UCS Manager supports Dual Line Power
Supply Unit and 110V when used with the 6324 Fabric Interconnect. You can manager how you want to
allocate power when using 110V power supplies, because they might not provide enough power for a fully
loaded chassis. Dual power supplies is standard for both AC and DC-48V on the UCS Mini 6324.
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ブレードサーバハードウェア管理
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Blade Server Management
You can manage and monitor all blade servers in a Cisco UCSドメイン through Cisco UCS Manager.
You can perform some blade server management tasks, such as changes to the power state, from the server
and service profile.

The remaining management tasks can only be performed on the server.

The power supply units go into power save mode when a chassis has two blades or less. When a third
blade is added to the chassis and is fully discovered, the power supply units return to regular mode.

If a blade server slot in a chassis is empty, Cisco UCS Manager provides information, errors, and faults
for that slot. You can also re-acknowledge the slot to resolve server mismatch errors and to have Cisco
UCS Manager rediscover the blade server in the slot.

Guidelines for Removing and Decommissioning Blade Servers
Consider the following guidelines when deciding whether to remove or decommission a blade server using
Cisco UCS Manager:

Decommissioning a Blade Server

If you want to temporarily decommission a physically present and connected blade server, you can
temporarily remove it from the configuration. A portion of the server's information is retained by Cisco
UCS Manager for future use, in case the blade server is recommissioned.

Removing a Blade Server

Removing is performed when you physically remove a blade server from the Cisco UCS Manager by
disconnecting it from the chassis. You cannot remove a blade server from Cisco UCS Manager if it is
physically present and connected to a chassis. After the physical removal of the blade server is completed,
the configuration for that blade server can be removed in Cisco UCS Manager.

During removal, active links to the blade server are disabled, all entries from databases are removed, and
the server is automatically removed from any server pools that it was assigned to during discovery.

Only servers added to a server pool automatically during discovery are removed automatically. Servers
that were manually added to a server pool must be removed manually.

Note

To add a removed blade server back to the configuration, it must be reconnected, then rediscovered. When
a server is reintroduced to Cisco UCS Manager, it is treated as a new server and is subject to the deep
discovery process. For this reason, it is possible for Cisco UCS Manager to assign the server a new ID
that might be different from the ID that it held before.

Recommendations for Avoiding Unexpected Server Power Changes
If a server is not associated with a service profile, you can use any available means to change the server
power state, including the physical Power or Reset buttons on the server.
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If a server is associated with, or assigned to, a service profile, you should only use the following methods
to change the server power state:

• In Cisco UCS Manager GUI, go to the General tab for the server or the service profile associated
with the server and select Boot Server or Shutdown Server from the Actions area.

• In Cisco UCS Manager CLI, scope to the server or the service profile associated with the server and
use the power up or power down commands.

Do not use any of the following options on an associated server that is currently powered off:

• Reset in the GUI

• cycle cycle-immediate or reset hard-reset-immediate in the CLI

• The physical Power or Reset buttons on the server

Important

If you reset, cycle, or use the physical power buttons on a server that is currently powered off, the server's
actual power state might become out of sync with the desired power state setting in the service profile. If
the communication between the server and Cisco UCS Manager is disrupted or if the service profile
configuration changes, Cisco UCS Manager might apply the desired power state from the service profile
to the server, causing an unexpected power change.

Power synchronization issues can lead to an unexpected server restart, as shown below:

Server Power State After
Communication Is Disrupted

Current Server Power StateDesired Power State in Service
Profile

Powered OnPowered OffUp

Powered On

Running servers are
not shut down
regardless of the
desired power state in
the service profile.

Note

Powered OnDown

ブレードサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。
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ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。

サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。

ブレードサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示さ
れます。

（注）

ブレードサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

サービスプロファイルに関連付けられたブレードサーバをシャットダウンすると、VIFダウ
ンアラート F0283および F0479が自動的に制限されます。

Note

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ブレードサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。
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電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

Note

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) (Optional)このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCSManagerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ブレードサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット
ブレードサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出荷時

へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブに影響しません。これは
データの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットするこ

ともできます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]ボックスを選択
しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュー

ムを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[Scrub FlexFlash]チェックボックスを選択
します。

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ブレードサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
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ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリック
します。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファ
ブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があ

ります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。

シャーシからのサーバの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware

Installation Guide』を参照してください。

What to do next

ブレードサーバを物理的に再設置する場合は、Cisco UCS Managerにそのサーバを再検出させ
るために、スロットの確認応答を再び行う必要があります。

詳細については、「シャーシ内のサーバスロットの再確認, on page 63」を参照してください。

ブレードサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このア
クションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
61

ブレードサーバハードウェア管理

シャーシからのサーバの削除



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約1分後、サーバCIMC
が自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ブレードサーバの解放

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

What to do next

ブレードサーバを物理的に再設置する場合は、Cisco UCS Managerにそのサーバを再検出させ
るために、スロットの確認応答を再び行う必要があります。

詳細については、「シャーシ内のサーバスロットの再確認, on page 63」を参照してください。
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存在しないブレードサーバエントリの削除
サーバを解放してサーバハードウェアを物理的に取り外したら、次の手順を実行します。この

手順では、[Decommissioned (デコミッション)]タブからブレードサーバの既存の古いエントリ
を削除します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 3 リストから削除する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオ
ンにしてから、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ブレードサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードを展開します。

ステップ 3 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 5 再稼動する各ブレードサーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにして
から、[Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

シャーシ内のサーバスロットの再確認
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにブレードサーバをデコミッションした場合、

Cisco UCS Managerにサーバを再検出させて再稼働させるために、次の手順を実行します。
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Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれ
かの手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックして、確認ダイアログボックスで [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerがスロットを再認識し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。
[Actions]領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、CiscoUCS

OK

Managerでスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できま
す。

存在しないブレードサーバの設定データベースからの削

除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからのサーバの削除, on page 61を参照してくださ
い。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。
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Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ブレードサーバのロケータ LEDの切り替え
Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。
• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。
• [Turn on Master Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、マスターノード
の LEDを点灯します。

• [Turn off Master Locator LED]：CiscoUCSM4ブレードサーバで、マスターノードのLED
を消灯します。

• [Turn on Slave Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの
LEDを点灯します。

• [Turn off Locator LED]：Cisco UCS B460 M4ブレードサーバで、スレーブノードの LED
を消灯します。

ブレードサーバのローカルディスクロケータ LEDのオ
ン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ブレードサーバの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまで、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超
える可能性があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力キャップを超えな

いようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してく
ださい。
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Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。

ブレードサーバの TPMのクリア
TPMがサポートされている Cisco UCS M4以降のブレードサーバおよびラックマウントサー
バでのみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

Caution

Before you begin

TPMが有効である必要があります。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ブレードサーバの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
67

ブレードサーバハードウェア管理

ブレードサーバの TPMのクリア



Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 (Optional)アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

ブレードサーバからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
68

ブレードサーバハードウェア管理

ブレードサーバからの NMIの発行



ブレードサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域
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説明名前

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域

Health LED Alarms
The blade health LED is located on the front of each Cisco UCSB-Series blade server. Cisco UCSManager
allows you to view the sensor faults that cause the blade health LED to change color from green to amber
or blinking amber.

The health LED alarms display the following information:

DescriptionName

The severity of the alarm. This can be one of the following:

• Critical—The blade health LED is blinking amber. This is
indicated with a red dot.

• Minor—The blade health LED is amber. This is indicated with
an orange dot.

Severity column

A brief description of the alarm.Description column
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DescriptionName

The ID of the sensor the triggered the alarm.Sensor ID column

The name of the sensor that triggered the alarm.Sensor Name column

ヘルス LEDアラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。

[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一
覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。

Smart SSD
Beginning with release 3.1(3), Cisco UCSManager supports monitoring SSD health. This feature is called
Smart SSD. It provides statistical information about the properties like wear status in days, percentage life
remaining, and so on. For every property, a minimum, a maximum and an average value is recorded and
displayed. The feature also allows you to provide threshold limit for the properties.

The Smart SSD feature is supported only for a selected range of SSDs. It is not supported for any HDDs.Note

The SATA range of supported SSDs are:

• Intel

• Samsung

• Micron

The SAS range of supported SSDs are:

• Toshiba

• Sandisk

• Samsung
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• Micron

• Power-On Hours and Power Cycle Count are not available on SAS SSDs.

• Smart SSD feature is supported only on M4 servers and later.

Note

SSDヘルスのモニタリング

手順

ステップ 1 [Equipment (機器)] > [Rack-Mounts (ラックマウント)] > [Servers (サーバ)] > [Server Number
(サーバ番号)] > [Inventory (インベントリ)] > [Storage (ストレージ)]に移動します。

ステップ 2 SSDヘルスを表示するコントローラコンポーネントをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Statistics]タブをクリックします。

ステップ 4 ヘルスプロパティを表示する SSDをクリックします。

次の値を確認します。

• [PercentageLifeLeft]：耐用期間を表示します。これにより、必要に応じてアクションを実
行できます。

• [PowerCycleCount]：サーバのリブートで SSDの電源が再投入された回数を示します。

• [PowerOnHours]：SSDの電源がオンになっている期間を示します。要件に基づいて SSD
を交換するか、またはオフにできます。

他のプロパティが変化した場合は、更新後の [PowerOnHours]が表示されます。（注）

• [WearStatusInDays]：特定の時点でのワークロード特性に基づいて、SSDの消耗状況に関す
るガイダンスが示されます。

これらの値は 1時間ごとに更新されます。

これらの値に対してしきい値制限を指定できます。これにより、値がそのしきい

値制限に達するかまたは超過するとエラーとなります。Smart SSD機能は温度を
追跡します。温度がしきい値制限 (90°C)を超え、これが原因でディスクが劣化状
態になり、劣化の理由が通知されると、エラーを示します。

（注）
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第 7 章

ラックマウントサーバハードウェア管理

• Rack-Mount Server Management, on page 74
•ラックエンクロージャサーバ管理（74ページ）
• Guidelines for Removing and Decommissioning Rack-Mount Servers, on page 75
• Recommendations for Avoiding Unexpected Server Power Changes, on page 75
•ラックマウントサーバのブート（76ページ）
•サービスプロファイルからのラックマウントサーバのブート （77ページ）
•ラックマウントサーバのブート順序の決定（77ページ）
•ラックマウントサーバのシャットダウン（78ページ）
•サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン （79ページ）
•ラックマウントサーバのリセット（79ページ）
•ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリセット（80ページ）
•ラックマウントサーバの再確認（81ページ）
•ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除（82ページ）
•ラックマウントサーバの解放（83ページ）
•ラックマウントサーバの再稼動（83ページ）
•ラックマウントサーバの番号付け直し（84ページ）
•存在しないラックマウントサーバの設定データベースからの削除（85ページ）
•ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え, on page 85
•ラックマウントサーバのローカルディスクロケータ LEDのオン/オフ切り替え（86ペー
ジ）

•ラックマウントサーバの CMOSのリセット（86ページ）
•ラックマウントサーバの CIMCのリセット（87ページ）
•ラックマウントサーバの TPMのクリア, on page 87
•ラックマウントサーバからの NMIの発行（88ページ）
•ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示（89ページ）
•ラックマウントサーバの POST結果の表示（90ページ）
• Power Transition Logの表示（91ページ）
• Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表示（91ページ）
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Rack-Mount Server Management
You can manage and monitor all rack-mount servers that are integrated with a Cisco UCSドメイン
through Cisco UCS Manager. All management and monitoring features are supported for rack-mount
servers except power capping. Some rack-mount server management tasks, such as changes to the power
state, can be performed from both the server and service profile. The remaining management tasks can
only be performed on the server.

Cisco UCS Manager provides information, errors, and faults for each rack-mount server that it has
discovered.

For information on how to integrate a supported Cisco UCS rack-mount server with Cisco UCSManager,
see the Cisco UCS C-series server integration guide or Cisco UCS S-series server integration guide for
your Cisco UCS Manager release.

Tip

ラックエンクロージャサーバ管理
このガイドで特に明記されていない限り、リリース4.0(1a)以降のCisco UCS ManagerではCisco
UCS C125 M5サーバの既存の機能すべてがサポートされます。

Cisco UCS C125 M5サーバは Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシに収容されて
います。各 Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシは、2〜 4個の Cisco UCS C125
M5サーバノードをサポートします。Cisco UCS C125 M5サーバノードを管理するため、Cisco
UCS Managerは以下をサポートします。

•ラック：

Cisco UCS ManagerGUIパス -[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Enclosures]

示CiscoUCSManagerにより管理されているすべてのCiscoUCSC4200シリーズラックサー
バシャーシのリストを表示します。

• [Rack Enclosure]rack_enclosure_number:

Cisco UCS Manager GUIパス：Equipment > Rack-Mounts > Enclosures > Rack Enclosure
rack_enclosure_number

各[Rack Enclosure]は、1個の Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシであり、
最大 4つのCisco UCS C125 M5サーバノード、4つのファンユニット、2つの PSUを含む
ことができます。サーバのスロット IDについては、Cisco UCS C125 M5サーバスロット
IDの表示（91ページ）を参照してください。

Cisco UCS C125 M5サーバは、[Rack Enclosure]rack_enclosure_numberから他のラックサーバ
と同じ方法で管理できます。
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Cisco UCS C125M5サーバではCisco UCS 6454 Fabric Interconnectおよび Fabric Interconnect 6300
シリーズのみをサポートします。

（注）

Guidelines for Removing and Decommissioning Rack-Mount
Servers

Consider the following guidelines when deciding whether to remove or decommission a rack-mount server
using Cisco UCS Manager:

Decommissioning a Rack-Mount server

Decommissioning is performed when a rack-mount server is physically present and connected but you
want to temporarily remove it from the configuration. Because it is expected that a decommissioned
rack-mount server will be eventually recommissioned, a portion of the server's information is retained by
Cisco UCS Manager for future use.

Removing a Rack-Mount server

Removing is performed when you physically remove the server from the system by disconnecting the
rack-mount server from the fabric extender. You cannot remove a rack-mount server from Cisco UCS
Manager if it is physically present and connected to the fabric extender. Once the rack-mount server is
disconnected, the configuration for that rack-mount server can be removed in Cisco UCS Manager.

During removal, management interfaces are disconnected, all entries from databases are removed, and the
server is automatically removed from any server pools that it was assigned to during discovery.

Only those servers added to a server pool automatically during discovery will be removed automatically.
Servers that have been manually added to a server pool have to be removed manually.

Note

If you need to add a removed rack-mount server back to the configuration, it must be reconnected and
then rediscovered. When a server is reintroduced to Cisco UCS Manager it is treated like a new server
and is subject to the deep discovery process. For this reason, it's possible that Cisco UCS Manager will
assign the server a new ID that may be different from the ID that it held before.

Recommendations for Avoiding Unexpected Server Power
Changes

If a server is not associated with a service profile, you can use any available means to change the server
power state, including the physical Power or Reset buttons on the server.

If a server is associated with, or assigned to, a service profile, you should only use the following methods
to change the server power state:
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• In Cisco UCS Manager GUI, go to the General tab for the server or the service profile associated
with the server and select Boot Server or Shutdown Server from the Actions area.

• In Cisco UCS Manager CLI, scope to the server or the service profile associated with the server and
use the power up or power down commands.

Do not use any of the following options on an associated server that is currently powered off:

• Reset in the GUI

• cycle cycle-immediate or reset hard-reset-immediate in the CLI

• The physical Power or Reset buttons on the server

Important

If you reset, cycle, or use the physical power buttons on a server that is currently powered off, the server's
actual power state might become out of sync with the desired power state setting in the service profile. If
the communication between the server and Cisco UCS Manager is disrupted or if the service profile
configuration changes, Cisco UCS Manager might apply the desired power state from the service profile
to the server, causing an unexpected power change.

Power synchronization issues can lead to an unexpected server restart, as shown below:

Server Power State After
Communication Is Disrupted

Current Server Power StateDesired Power State in Service
Profile

Powered OnPowered OffUp

Powered On

Running servers are
not shut down
regardless of the
desired power state in
the service profile.

Note

Powered OnDown

ラックマウントサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）
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ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。

サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示さ
れます。

（注）

ラックマウントサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。
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ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。
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電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意）このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCS Managerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリ

セット
ラックマウントサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、

出荷時へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブなどのストレージに
影響しません。これはデータの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の

状態にリセットすることもできます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要
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サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Reset to Factory Default]をクリックし、[OK]をクリック
します。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]チェックボック
スを選択しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期

ボリュームを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[Scrub FlexFlash]チェックボックスを選択
します。

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ラックマウントサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブ
リックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があり

ます。サーバが認識されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータス
が表示されます。

ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアク
ションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] > [Server Number]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。
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Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約1分後に、サー
バ CIMCが自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックマウントサーバの解放

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ラックエンクロージャから最後のCiscoUCSC125M5サーバを使用停止にする場合、
Cisco UCS Managerは [navigation]ペインからすべての Rack Enclosure
rack_enclosure_numberエントリを削除します。

（注）

ラックマウントサーバの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]で、[Rack-Mounts]ノードを選択します。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
83

ラックマウントサーバハードウェア管理

ラックマウントサーバの解放



ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

ラックマウントサーバの番号付け直し

始める前に

サーバ間で IDを交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSMが完了するの
を待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 [Servers]ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

•番号を付け直すラックマウントサーバ

•使用する番号を持つラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放
します。続行前に、解放 FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する
必要があります。これには数分かかる場合があります。

ステップ 4 番号を付け直すラックマウントサーバを選択します。

ステップ 5 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 7 番号を付け直す各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を
入力します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え
Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

Note

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]
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• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバのローカルディスクロケータLED
のオン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ラックマウントサーバの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。

ラックマウントサーバの TPMのクリア
TPMがサポートされている Cisco UCS M4以降のブレードサーバおよびラックマウントサー
バでのみ、TPMをクリアできます。
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TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データ
を損失する可能性もあります。

Caution

Before you begin

TPMが有効である必要があります。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

Note

ステップ 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。
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ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックしま
す。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。

ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド
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説明名前

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域

ラックマウントサーバの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）
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ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 （任意）アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Power Transition Logの表示
Power Transition Logを確認できます。このログには、最後の 5つのサーバの電力遷移が表示
されます。表示される情報には、[Power Change Source]や [Timestamp]などがあります。

一意の電力遷移イベントだけが表示されます。UCSMにより開始された電力遷移の場合、電力
遷移を引き起こした FSMが表示されます。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers]を選択します。

ステップ 2 Power Transition Logを表示するサーバを選択します。

[General]タブに [Power Transition Log]が表示されます。

Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure][rack_enclosure_number]の順に
展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[Slots]タブをクリックします。
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Cisco UCS S3260 Server Node Management
You can manage and monitor all Cisco UCS S3260 server nodes in a Cisco UCSドメイン through Cisco
UCSManager. You can perform some server management tasks, such as changes to the power state, from
the server and service profile.

The remaining management tasks can only be performed on the server.

If a server slot in a chassis is empty, Cisco UCS Manager provides information, errors, and faults for that
slot. You can also re-acknowledge the slot to resolve server mismatch errors and rediscover the server in
the slot.

Cisco UCS S3260サーバノードのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャット
ダウンする必要があります。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブートするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表
示されます。

サービスプロファイルからの Cisco UCS S3260サーバの
ブート

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織、または適切なサービスプロファイルが含まれている
組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは
[up]ステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260サーバノードのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを
表示できます。

ヒント

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [BootOrderDetails]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

ステップ 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[ConfiguredBootOrder]タブをクリッ
クします。

ステップ 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[ActualBoot
Order]タブをクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
95

S3X60サーバノード Hardware Management

Cisco UCS S3260サーバノードのブート順序の決定



[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャットダウンするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オ
フ状態が表示されます。

サービスプロファイルからのCisco UCS S3260サーバノー
ドのシャットダウン

この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバを

シャットダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウ
ンシーケンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [ShutdownServer]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作して
いません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 関連付けられているサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 シャットダウンするサーバと関連付けられたサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]
ステータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。
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Cisco UCS S3260サーバノードのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信され
ます。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。

オペレーティングシステムがグレースフルシャットダウンをサポートしていない場合は、サー

バの電源を切ってから入れ直します。サーバをリセットする前に、Cisco UCS Managerにすべ
ての管理操作を完了させるオプションでは、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保

証はありません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[Reset]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期

しなくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電

源切断状態から安全にリブートするには、[Cancel]をクリックし、[Boot Server]アクションを
選択します。

Note

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 リセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

ステップ 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) (Optional)このサーバの保留中の管理操作を Cisco UCSManagerによってすべて完了させる
場合は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]
タブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

Cisco UCS S3260サーバノードの出荷時のデフォルト設定
へのリセット

Cisco UCS S3260サーバノードを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォル
トでは、出荷時へのリセット操作は、ストレージドライブに影響しません。これはデータの損
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失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態にリセットすることもできま

す。

次のガイドラインは、スクラブポリシーを使用する場合に Cisco UCS S3260サーバノードに
適用されます。

• Cisco UCS S3260サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを削除する
ことはできません。

• Cisco UCS S3260サーバノードでは、FlexFlashドライブはサポートされていません。

• Cisco UCS S3260サーバノードで行える操作は、スクラブポリシーを使用した BIOSのリ
セットのみです。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Reset to Factory Default]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

ステップ 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。

Cisco UCS S3260サーバノードでは、スクラブポリシーを使用してストレージを
削除することはできません。

（注）

•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択でき
ます。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODを
サポートしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一

R0ボリュームで初期化されます。
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ストレージプロファイルを使用するには、[Create InitialVolumes]ボックスを選択
しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボリュー

ムを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

Cisco UCS S3260サーバノードの再認識
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出する必要がある場合は、次の手順

を実行します。たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け

出せなくなっている場合に、この手順を使用します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Re-acknowledge]をクリックし、次に [OK]をクリック
します。

Cisco UCS Managerはサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファ
ブリックインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があ

ります。サーバが確認されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに OKステータス
が表示されます。

シャーシからの Cisco UCS S3260サーバノードの削除
Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 シャーシから削除するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ステップ 7 シャーシの物理的な配置場所で、スロットからサーバハードウェアを取り外します。

サーバハードウェアの取り外し方法については、お使いのシャーシの『Cisco UCS Hardware

Installation Guide』を参照してください。

What to do next

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、スロットを再認識して、Cisco UCS Managerにこの
サーバを再検出させる必要があります。

Cisco UCS S3260サーバノードからのインバンド設定の削
除

この手順では、ブレードサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このア
クションがグレー表示されている場合、インバンド設定は完了していません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプー
ル名で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除した約1分後、サーバCIMC
が自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）
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Cisco UCS S3260サーバノードの稼働停止
Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 稼働を停止するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Decommission]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

What to do next

サーバを物理的に取り付けなおす場合は、Cisco UCS Managerにスロットを再認識させ、その
サーバを再検出させる必要があります。

Cisco UCS S3260サーバノードの再稼動

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Chassis]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各サーバの行で、[Recommission]カラムのチェックボックスをオンにしてから、
[Save Changes]をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。
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サーバスロットの再認識 S3260シャーシ
物理ハードウェアをシャーシから取り外さずにサーバの稼働を中止した場合、CiscoUCSManager
にサーバを再検出させ、再認識させるには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 スロットを再確認するサーバを選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Managerに [Resolve Slot Issue]ダイアログボックスが表示された場合は、次のいずれ
かの手順を実行します。

説明オプション

このリンクをクリックして、確認ダイアログボックスで [Yes]をク
リックします。CiscoUCSManagerがスロットを再認識し、スロット
内のサーバを検出します。

[Situation]領域の [here]
リンク

[General]タブに移動するには、このボタンをクリックします。
[Actions]領域の [Reacknowledge Slot]リンクを使用すると、CiscoUCS

OK

Managerでスロットを再確認し、スロット内のサーバを検出できま
す。

存在しない Cisco UCS S3260サーバノードの設定データ
ベースからの削除

サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。

サーバが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

サーバを物理的に削除するには、シャーシからのCiscoUCSS3260サーバノードの削除, on page
99を参照してください。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。
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ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除しま
す。サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

Cisco UCS S3260サーバノードのロケータ LEDのオン/オフ
切り替え

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを点灯します。
• [Turn on Locator LED]：選択したサーバの LEDを消灯します。

Cisco UCS S3260サーバノードのローカルディスクロケー
タ LEDのオン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクがゾーン分割されていることを確認します。ゾーン分割されていないディスクで
は、ロケータ LEDのオンおよびオフはできません。

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの
場合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

ステップ 5 ディスクをクリックします。
ディスクの詳細が表示されます。

ステップ 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]
の場合は、[On]に切り替わります。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードの CIMCのリセット
ファームウェアの場合、サーバのトラブルシューティング時に、CIMCのリセットが必要にな
ることがあります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMC
のリセット後、CIMCは、そのサーバで実行中のバージョンのファームウェアを使ってリブー
トします。

CIMCをリセットすると、CIMCがリブートするまで、Cisco UCSの電力モニタリング機能が
短時間使用不能になります。通常は 20秒しかかかりませんが、その間にピーク電力制限を超
える可能性があります。低い電力制限が設定された環境で、設定された電力キャップを超えな

いようにするには、CIMCのリブートまたはアクティブ化を交互に実施することを検討してく
ださい。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]
をクリックします。
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Cisco UCS S3260サーバノードの CMOSのリセット
場合によっては、サーバのトラブルシューティング時に、CMOSのリセットが必要になること
があります。CMOSのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

ステップ 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[ResetCMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS S3260サーバノードからの NMIの発行
システムが応答しないままになっており、Cisco UCSManagerで、CIMCからBIOSまたはオペ
レーティングシステムに NMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合は、次の手
順を実行します。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティング

システム応じて、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 NMIを発行するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Diagnostic Interrupt]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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Cisco UCS S3260サーバノードの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示
できます。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POST Results]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表
示されます。

ステップ 6 (Optional)アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Cisco UCS S3260サーバノードのヘルスイベントの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のと

おりです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド
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説明名前

コンポーネントに対してトリガーされるすべ

てのステータスイベントの最高重大度。次の

いずれかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかにな

ります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に

記載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[Health Details]領域で選択
するヘルスイベントの [Name]、[Description]
、[Severity]および [Value]の詳細が表示され
ます。

[Details]領域
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Health LED Alarms
The server health LED is located on the front of each server. Cisco UCS Manager allows you to view the
sensor faults that cause the blade health LED to change color from green to amber or blinking amber.

The health LED alarms display the following information:

DescriptionName

The severity of the alarm. This can be one of the
following:

• Critical - The server health LED blinks amber.
This is indicated with a red dot.

• Minor - The server health LED is amber. This
is indicated with an orange dot.

Severity column

A brief description of the alarm.Description column

The ID of the sensor that triggered the alarm.Sensor ID column

The name of the sensor that triggered the alarm.Sensor Name column

ヘルス LEDアラームの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ヘルス LEDアラームを表示する対象のサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[View Health LED Alarms]をクリックします。

[View Health LED Alarms]ダイアログボックスに、選択したサーバのヘルス LEDアラームが一
覧表示されます。

ステップ 6 [OK]をクリックして、[View Health LED Alarms]ダイアログボックスを閉じます。
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C H A P T E R 9
サーバプール

•サーバプールの設定, on page 109
• UUID接尾辞プールの設定, on page 112
• IPプールの設定, on page 114

サーバプールの設定

サーバプール

サーバプールは複数のサーバで構成されています。これらのサーバは通常、同じ特性を持って

います。これらの特性は、シャーシ内の位置であったり、サーバタイプ、メモリ容量、ローカ

ルストレージ、CPUのタイプ、ローカルドライブ設定などの属性だったりします。サーバを
手動でサーバプールに割り当てることも、サーバプールポリシーとサーバプールポリシー資

格情報を使用して割り当てを自動化することもできます。

システムが組織を通じて、マルチテナント機能を実装している場合、特定の組織で使用される

サーバプールを 1つ以上、指定できます。たとえば、CPUを 2個搭載したサーバをすべて含
むプールをマーケティング組織に割り当て、メモリのサイズが 64GBのサーバをすべて、財務
組織に割り当てることができます。

サーバプールには、システム内のどのシャーシにあるサーバでも入れることができます。1つ
のサーバは複数のサーバプールに属することができます。

サーバプールの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pools]ノードを右クリックし、[Create Server Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool]ウィザードの [Set Name and Description]ページで、次のフィールドに値を入
力します。

説明名前

サーバプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

サーバプールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Server Pool]ウィザードの [Add Servers]ページで、次の手順を実行します。

a) [Available Servers]テーブルで、1つ以上のサーバを選択します。
b) [>>]ボタンをクリックして、サーバプールにサーバを追加します。
c) 適切なサーバをすべてプールに追加したら、[Finish]をクリックします。

サーバプールの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバプールへのサーバの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを追加するプールを右クリックして、[Add Servers to Server Pool]を選
択します。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Servers]テーブルで、サーバプールに追加するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [>>]ボタンをクリックして、それらのサーバを [Pooled Servers]テーブルに移動し、サー
バプールに追加します。

c) [OK]をクリックします。

サーバプールからのサーバの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 1つまたは複数のサーバを削除するプールを右クリックし、[Add Servers to Server Pool]を選択
します。

ステップ 4 [Add Servers to Server Pool]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Pooled Servers]テーブルで、サーバプールから削除するサーバを選択します。

Shift キーまたは Ctrl キーを使用して、複数のエントリを選択できます。

b) [<<]ボタンをクリックして、選択したサーバを[Servers]テーブルに移動し、サーバプール
から削除します。

c) [OK]をクリックします。
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UUID接尾辞プールの設定

UUID接尾辞プール
UUID接尾辞プールは、サーバへの割り当てに使用できるSMBIOSUUIDの集まりです。UUID
の接頭辞を構成する先頭の桁の数字は固定です。残りの桁で構成されるUUID接尾辞は変数で
す。UUID接尾辞プールは、特定のプールを使用するサービスプロファイルに関連づけられた
各サーバについて、これらの変数が一意であることを保証して競合を回避します。

サービスプロファイルで UUID接尾辞プールを使用する場合は、サービスプロファイルに関
連付けられたサーバの UUIDを手動で設定する必要はありません。

UUID接尾辞プールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [UUID Suffix Pools]を右クリックし、[Create UUID Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [名前と説明の定
義（Define Name and Description）]ページで、次のフィールドを入力します。

説明名前

UUIDプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Derived]：システムによって接尾辞が作成されます。

• [other]：任意の接尾辞を指定します。このオプションを
選択すると、任意の接尾辞を XXXXXXXX-XXXX-XXXXの
形式で入力できるテキストフィールドが Cisco UCS
Manager GUIに表示されます。

[Prefix]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [UUIDサフィックスプールの作成（Create UUID Suffix Pool）]ウィザードの [UUIDブロック
の追加（Add UUID Blocks）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 8 [UUIDサフィックスのブロックの作成（Create a Block of UUID Suffixes）]ダイアログボックス
で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初の UUID。[From]フィールド

ブロック内の UUIDの数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

UUID接尾辞プールはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインク
ルードします。

UUID接尾辞プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合
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•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Pools] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [UUID Suffix Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IPプールの設定

IPプール
IPプールは、用途が初期設定されていない IPアドレスの集合です。IPv4または IPv6アドレス
のプールを作成するCisco UCS Manager以下を実行します。

•サーバプロファイルに関連付けられているサーバのデフォルトの管理 IPプール ext-mgmt
をを置換します。Cisco UCS Managerは、サーバの Cisco Integrated Management Controller
（CIMC）で終端する外部アクセスのために、管理 IPプールに IPアドレスの各ブロック
を予約しています。サービスプロファイルが関連付けられていない場合は、CIMC用の
ext-mgmt IPプールを使用して IPアドレスを取得する必要があります。

• CIMC用の管理インバンドまたはアウトオブバンド IPアドレスの置き換え。

Cisco UCS Managerでは iSCSIブート IPv6プールを作成できません。（注）

IPv4アドレスのプールを作成する Cisco UCS Manager以下を実行します。

•デフォルトの iSCSIブート IPプール iscsi-initiator-poolを置換します。Cisco UCS Manager
は、指定した IPプールの IPアドレスの各ブロックを保存します。

•管理 IPアドレスと iSCSIブート IPアドレス両方の置き換え。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

（注）
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IPプールの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create IP Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールドに入力し
ます。

説明名前

IPアドレスプールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ユーザ定義による IPアドレスプールの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv4 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド
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説明名前

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet Mask]フィールド

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 8

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Create IP Pool]ウィザードの [Add IPv6 Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 11 [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]フィールド

プール内の IPアドレスの数。[Size]フィールド

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
ネットワークアドレスプレフィクス。

Prefix

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられた
デフォルトゲートウェイ。

[Default Gateway]フィールド

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
プライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]フィールド

この IPv6アドレスのブロックがアクセスする
セカンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]フィールド

ステップ 12 [OK]をクリックします。

ステップ 13 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

IPプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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IPプールへのブロックの追加
IPプールに IPv4または IPv6のアドレスのブロックを追加できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 目的の IPプールを右クリックし、次のうちの 1つを選択します。

• [Create Block of IPv4 Addresses]
• [Create Block of IPv6 Addresses]

ステップ 5 適切なダイアログボックスのフィールドに入力します。

a) [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネット
マスク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルト
ゲートウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプ
ライマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセ
カンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

b) [Create a Block of IPv6 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられている IPv6アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv6アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv6アドレス。[To]カラム

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたネットワーク
アドレスプレフィクス。

[Prefix]カラム
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説明名前

ブロック内の IPv6アドレスに関連付けられたデフォルト
ゲートウェイ。

[Default Gateway]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするプライマリ
DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

この IPv6アドレスのブロックがアクセスするセカンダリ
DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。

IPプールからのブロックの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Root]を展開します。

ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 IPアドレスのブロックを削除するプールを展開します。

ステップ 5 削除する IPアドレスブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

IPプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Pools] > [Organization_Name]を展開します。
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ステップ 3 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

デフォルトプールである [ext-mgmt]および [iscsi-initiator-pool]は削除できません。Note

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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C H A P T E R 10
サーバのブート

• Boot Policy, on page 121
• UEFIブートモード（122ページ）
• UEFI Secure Boot, on page 123
• CIMC Secure Boot, on page 125
•ブートポリシーの作成, on page 126
• SAN Boot, on page 128
• iSCSIブート（129ページ）
• LAN Boot, on page 156
•ローカルデバイスブート（157ページ）
•ブートポリシーの削除, on page 164
• UEFI Boot Parameters, on page 165

Boot Policy
The Cisco UCS Manager enables you to create a boot policy for blade servers and rack servers.

The Cisco UCSManager boot policy overrides the boot order in the BIOS setup menu and determines the
following:

• Selection of the boot device

• Location from which the server boots

• Order in which boot devices are invoked

For example, you can have associated servers boot from a local device, such as a local disk or CD-ROM
(VMedia), or you can select a SAN boot or a LAN (PXE) boot.

You can either create a named boot policy to associate with one or more service profiles, or create a boot
policy for a specific service profile. A boot policy must be included in a service profile, and that service
profile must be associated with a server for it to take effect. If you do not include a boot policy in a service
profile, Cisco UCS Manager applies the default boot policy.
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Changes to a boot policy might be propagated to all servers created with an updating service profile
template that includes that boot policy. Re-association of the service profile with the server to rewrite the
boot order information in the BIOS is automatically triggered.

You can also specify the following for the boot policy:

• Local LUN name. The name specified is the logical name in the storage profile, not the deployed
name. Specify only a primary name. Specifying a secondary name results in a configuration error.

• Specific JBOD disk number for booting from JBOD disks.

• Any LUN for backward compatibility; however, we do not recommend this. Other devices must not
have bootable images to ensure a successful boot.

Note

UEFIブートモード
Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）は、オペレーティングシステムとプラットフォー
ムファームウェア間のソフトウェアインターフェイスを定義する仕様です。CiscoUCSManager
では、BIOSファームウェアインターフェイスの代わりにUEFIが使用されます。これにより、
BIOSはレガシーサポートを提供する一方で UEFIで動作できるようになります。

ブートポリシーを作成する際は、レガシーブートモードまたは UEFIブートモードのいずれ
かを選択できます。レガシーブートモードは、Cisco UCS C125 M5サーバ以外のすべての
Cisco UCSサーバでサポートされます。UEFIブートモードはM3以降のサーバでのみサポー
トされ、このモードで UEFIセキュアブートモードを有効にできます。Cisco UCS C125 M5
サーバは UEFIブートモードのみサポートしています。

UEFI PXEブートは、Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)以降と統合された Cisco UCSラック
サーバ上のすべての Cisco VICアダプタでサポートされています。Cisco UCS Managerリリー
ス 2.2(1)以降では、すべての Ciscoブレードサーバで UEFI PXEブートがサポートされます。

次の制限は、UEFIブートモードに適用されます。

• UEFIブートモードは、次の組み合わせではサポートされません。

• Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSブレードサーバおよびラックサーバ上の
Gen-3 Emulexアダプタと QLogicアダプタ。

• Cisco UCS Managerと統合された Cisco UCSラックサーバ上の Broadcomアダプタに
対する iSCSIブート。

• 2つの iSCSI LUNで UEFIブートモードを使用する場合は、Cisco UCS Managerに IQN接
尾辞プールからの名前の選択を許可するのではなく、基礎となる両方の iSCSI eNICに適
用されるサービスプロファイルに共通の iSCSIイニシエータ名を手動で指定する必要があ
ります。共通の名前を指定しない場合、Cisco UCS Managerは 2番目の iSCSI LUNを検出
できません。

•同じサーバで UEFIとレガシーブートモードを混在させることはできません。
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•ブートポリシーに設定されているブートデバイスに UEFI対応オペレーティングシステ
ムがインストールされている場合にのみ、サーバは UEFIモードで正常に起動します。互
換性のある OSが存在しない場合、ブートデバイスは [Boot Order Details]領域の [Actual
Boot Order]タブに表示されません。

•ごくまれですが、UEFIブートマネージャエントリが BIOS NVRAMに正しく保存されな
かったため、UEFIブートが成功しない場合があります。UEFIシェルを使用すると、UEFI
ブートマネージャエントリを手動で入力することができます。この状況は、以下の場合

に発生する可能性があります。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを
解除され、[Equipment]タブまたは前面パネルを使用してブレードの電源を手動でオ
ンにする場合。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバがサービスプロファイルから関連付けを
解除され、直接の VICファームウェアアップグレードが試行される場合。

• UEFIブートモードが有効なブレードサーバまたはラックサーバが SAN LUNから
ブートされ、サービスプロファイルが移行される場合。

Cisco UCS Managerで UEFIブートパラメータを作成できます。詳細については「UEFI
Boot Parameters（165ページ）」を参照してください。

UEFI Secure Boot
Cisco UCS Manager supports UEFI secure boot on Cisco UCS B-Series M3 and higher Blade servers,
Cisco UCS C-Series M3 and higher Rack servers, and Cisco UCS S-Series M4 Rack servers, and Cisco
UCS C125 M5サーバs. Linux secure boot is supported on SLES 15, SLES 13 SP4, Red Hat Linux 7.6
operating systems starting with Release 4.0(4a). When UEFI secure boot is enabled, all executables, such
as boot loaders and adapter drivers, are authenticated by the BIOS before they can be loaded. To be
authenticated, the images must be signed by either the Cisco Certificate Authority (CA) or a Microsoft
CA.

The following limitations apply to UEFI secure boot:

• UEFI boot mode must be enabled in the boot policy.

• UEFI boot mode is available only for drives.

• The Cisco UCS Manager software and the BIOS firmware must be at Release 2.2 or greater.

UEFI boot mode is supported on Cisco UCS C-Series and S-Series rack
servers beginning with Release 2.2(3a).

Note

• User-generated encryption keys are not supported.

• UEFI secure boot can only be controlled by Cisco UCS Manager.
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• If you want to downgrade to an earlier version of Cisco UCS Manager, and you have a server in
secure boot mode, you must disassociate, then re-associate the server before downgrading. Otherwise,
server discovery is not successful.

• In Cisco UCS Manager Release 4.0, UEFI secure boot is supported on the following Operating
Systems:

• In Cisco UCS Manager Release 4.0(1), UEFI secure boot is supported only on Windows 2016
and Windows 2012 R2.

• In Cisco UCS Manager Release 4.0(2), UEFI secure boot is supported only on Windows 2016
and Windows 2019.

• In Cisco UCS Manager Release 4.0(4), UEFI secure boot is supported on the following:

Table 6: Linux Operating Systems

fNICeNIC/nENICLinux OS

1.6.0.503.2.210.18.738.12RHEL 7.5

2.0.0.373.2.210.18.738.12RHEL 7.6

1.6.0.503.2.210.18.738.12CentOS 7.5

1.6.0.503.2.210.18.738.12CentOS 7.6

2.0.0.323.2.210.18.738.12SLES 12.4

2.0.0.39-71.03.2.210.18.738.12SLES 15

Inbox worksInbox worksESXi

• For ESXi, inbox drivers are signed and work as such. Async drivers
are not signed and do not work.

• Oracle OS does not support IPv6.

• XEN OS does not support IPv6.

Note

Table 7: Windows Operating Systems

nfNICneNICWindows OS

3.2.0.35.3.25.4Windows 2016

3.2.0.35.3.25.4Windows 2019
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CIMC Secure Boot
With CIMC secure boot, only Cisco signed firmware images can be installed and run on the servers. When
the CIMC is updated, the image is certified before the firmware is flashed. If certification fails, the firmware
is not flashed. This prevents unauthorized access to the CIMC firmware.

Guidelines and Limitations for CIMC Secure Boot

• CIMC secure boot is supported on Cisco UCS M3 rack servers.

CIMC secure boot is enabled by default on the Cisco UCS C220 M4/M5,
C240 M4/M5, and C480 M5/C480 M5 ML rack servers, and is
automatically enabled on the Cisco UCS C460 M4 rack server after
upgrading to CIMC firmware release 2.2(3) or higher.

Note

• After CIMC secure boot is enabled, you cannot disable it.

• After CIMC secure boot is enabled on a server, you cannot downgrade to a CIMC firmware image
prior to 2.1(3).

CIMCセキュアブートのステータスの判別

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [CIMC]領域の [Secure Boot Operational State]フィールドをメモします。

次のいずれかになります。

• [Unsupported]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていません。

• [Disabled]：CIMCセキュアブートはサーバでサポートされていますが、ディセーブルに
なっています。

• [Enabling]：CIMCセキュアブートはイネーブルで、操作は進行中です。

• [Enabled]：CIMCセキュアブートはサーバでイネーブルになっています。
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ラックサーバの CIMCセキュアブートの有効化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment > Rack-Mounts] > [Servers] > [Server Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Enable Secure Boot]をクリックします。

CIMCセキュアブートは、Cisco UCS M3ラックサーバでのみサポートされています。CIMC
セキュアブートがサポートされていないか、またはすでにイネーブルの場合は、このアクショ

ンはグレー表示されます。

ステップ 6 [Enable Secure Boot]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

イネーブルにした後に、CIMCセキュアブートをディセーブルにすることはできませ
ん。

（注）

ブートポリシーの作成
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
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この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 (Optional)ブート順序に変更を加えた後、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスを
確認して、このブートポリシーを使用するすべてのサーバを再起動します。

シスコ以外のVICアダプタがあるサーバに適用されるブートポリシーの場合、[Reboot on Boot
Order Change]チェックボックスがオフでも、SANデバイスが追加、削除または順序の変更が
なされると、ブートポリシーの変更の保存時にサーバは常にリブートします。

ステップ 7 (Optional)必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 [Boot Mode]フィールドで [Legacy]または [UEFI]オプションボタンをオンにします。

Cisco UCS C125 M5サーバは UEFIブートモードのみをサポートします。Note

ステップ 9 [UEFI]を選択した場合、UEFIブートセキュリティを有効にするには [ブートセキュリティ
（Boot Security）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 10 次の 1つ以上のオプションをブートポリシーに設定し、ブート順序を設定します。

• [Local Devices boot]：サーバのローカルディスクなどのローカルデバイスから、仮想メ
ディアまたはリモート仮想ディスクを起動するには、ブートポリシー用ローカルディス

クブートの設定, on page 159に進みます。

• [SAN boot]：SANのオペレーティングシステムイメージから起動するには、ブートポリ
シー用 SANブートポリシー設定, on page 128に進みます。

プライマリおよびセカンダリ SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した
場合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。

• [LAN boot]：集中型プロビジョニングサーバから起動するには、ブートポリシー用 LAN
ブートポリシー設定, on page 157に進みます。

• [iSCSIブート（iSCSI boot）]：iSCSI LUNから起動するには、iSCSIブートポリシーの作
成, on page 140に進みます。

What to do next

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられると、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域でブート順序を確認できます。

SAN Boot
You can configure a boot policy to boot one or more servers from an operating system image on the SAN.
The boot policy can include a primary and a secondary SAN boot. If the primary boot fails, the server
attempts to boot from the secondary.

Cisco recommends using a SAN boot, because it offers the most service profile mobility within the system.
If you boot from the SAN when you move a service profile from one server to another, the new server
boots from the same operating system image. Therefore, the new server appears as the same server to the
network.

To use a SAN boot, ensure that the following is configured:

• The Cisco UCSドメイン must be able to communicate with the SAN storage device that hosts the
operating system image.

• A boot target LUN (Logical Unit Number) on the device where the operating system image is located.

SAN boot is not supported on Gen-3 Emulex adapters on Cisco UCS blade and rack servers.Note

ブートポリシー用 SANブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ローカルディスクと SAN LUNの両方がブート順序のストレージタイプに設定されていて、
オペレーティングシステムまたは論理ボリュームマネージャ（LVM）の設定が誤っている場
合、サーバが SAN LUNではなくローカルディスクからブートする場合があります。

たとえば、Red Hat Linuxがインストールされているサーバで、LVMにデフォルトの LVMが
設定されていて、ブート順序に SAN LUNとローカルディスクが設定されている場合、Linux
は同じ名前の LVが 2つあるという通知を生成し、SCSI IDの値が最も小さい LV（ローカル
ディスクの可能性があります）からブートします。

Tip

この手順は、ブートポリシーの作成, on page 126から直接続いています。
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Before you begin

SAN LUNからサーバをブートするブートポリシーを作成し、安定した SANブート操作が必
要な場合は、サーバサービスプロファイルのブートポリシーからすべてのローカルディスク

と他の SAN LUNを最初に削除することをお勧めします。

これは、UCS Miniシリーズには適用されません。

Note

Procedure

ステップ 1 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add SAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックします。

[Primary] または [Secondary]の SANブートを指定できます。プライマリブートが失敗した場
合、サーバはセカンダリからのブートを試行します。[Any]オプションは、SANストレージデ
バイスに直接接続し、UCSManagerをバイパスしているサポート対象外のアダプタに使用しま
す。UCSMが管理するサポート対象の一連のアダプタの場合の SANブートには [Any]を使用
しないでください。サポート対象外のアダプタについては、ベンダーの指示に従ってブート用

のアダプタを設定します。

ステップ 4 この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は、[Add SAN Boot Target]リンクを
クリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、ブート
ターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

ステップ 5 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

What to do next

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

iSCSIブート
iSCSIブートを利用すると、サーバはネットワークにリモートに配置されている iSCSIターゲッ
トマシンからオペレーティングシステムを起動できます。

iSCSIブートは次の Cisco UCSハードウェアでサポートされます。
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• Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711ネットワークアダプタを搭載し、Broadcomか
ら提供されるデフォルトのMACアドレスを使用する Cisco UCSブレードサーバ

• Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC-1340仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC 1455

• Cisco UCS VIC 1457

• Cisco UCS M61KR-B Broadcom BCM57712のネットワークアダプタを持つ Cisco UCSラッ
クサーバ。

• Cisco UCS P81E Virtual Interface Card

• Cisco UCSラックサーバ上の Cisco UCS VIC 1225仮想インターフェイスカード

iSCSIブートを設定する前に満たさなければならない前提条件があります。これらの前提条件
のリストについては、iSCSI Boot Guidelines and Prerequisites（131ページ）を参照してくださ
い。

iSCSIブートを実装するための手順の概要については、iSCSIブートの設定（134ページ）を参
照してください。

iSCSI Boot Process
Cisco UCS Manager uses the iSCSI vNIC and iSCSI boot information created for the service profile in
the association process to program the adapter, located on the server. After the adapter is programmed,
the server reboots with the latest service profile values. After the power on self-test (POST), the adapter
attempts to initialize using these service profile values. If the adapter can use the values and log in to its
specified target, the adapter initializes and posts an iSCSI Boot Firmware Table (iBFT) to the host memory
and a valid bootable LUN to the system BIOS. The iBFT that is posted to the host memory contains the
initiator and target configuration that is programmed on the primary iSCSI VNIC.

Previously, the host could see only one of the boot paths configured, depending on which path completed
the LUN discovery first, and would boot from that path. Now, when there are two iSCSI boot vNICs
configured, the host sees both of the boot paths. So for multipath configurations, a single IQN must be
configured on both the boot vNICs. If there are different IQNs configured on the boot vNICs on a host,
the host boots with the IQN that is configured on the boot vNIC with the lower PCI order.

Note

The next step, which is the installation of the operating system (OS), requires an OS that is iBFT capable.
During installation of the OS, the OS installer scans the host memory for the iBFT table and uses the
information in the iBFT to discover the boot device and create an iSCSI path to the target LUN. Some
OSs requires a NIC driver to complete this path. If this step is successful, the OS installer finds the iSCSI
target LUN on which to install the OS.
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The iBFT works at the OS installation software level and might not work with HBA mode (also known
as TCP offload). Whether iBFTworks with HBAmode depends on the OS capabilities during installation.
Also, for a server that includes a Cisco UCSM51KR-B BroadcomBCM57711 adapter, the iBFT normally
works at a maximum transmission unit (MTU) size of 1500, regardless of the MTU jumbo configuration.
If the OS supports HBA mode, you might need to set HBA mode, dual-fabric support, and jumbo MTU
size after the iSCSI installation process.

Note

iSCSI Boot Guidelines and Prerequisites
These guidelines and prerequisites must be met before configuring iSCSI boot:

• After the iSCSI boot policies are created, a user with ls-compute privileges can include them in a
service profile or service profile template. However, a user with only ls-compute privileges cannot
create iSCSI boot policies.

• To set up iSCSI boot from aWindows 2008 server where the second vNIC (failover vNIC) must boot
from an iSCSI LUN, consult Microsoft Knowledge Base Article 976042. Microsoft has a known
issue where Windows might fail to boot from an iSCSI drive or cause a bugcheck error if the
networking hardware is changed. To work around this issue, follow the resolution recommended by
Microsoft.

• The storage array must be licensed for iSCSI boot and the array side LUN masking must be properly
configured.

• Two IP addresses must be determined, one for each iSCSI initiator. If possible, the IP addresses
should be on the same subnet as the storage array. The IP addresses are assigned statically or
dynamically using the Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP).

• You cannot configure boot parameters in the Global boot policy. Instead, after configuring boot
parameters, include the boot policy in the appropriate service profile.

• The operating system (OS) must be iSCSI Boot Firmware Table (iBFT) compatible.

• For RHEL 7.x, the kernel parameter "rd.iscsi.ibft=1" is required before the installation. If the
parameter is not entered, the iSCSI boot may fail.

• For SLES 12.x, the following guidelines must be followed:

• Hit "e" on the install disk before loading the kernel, edit the linuxefi ( if using EFI) or kernel
(if using legacy), and add the kernel parameter “rd.iscsi.ibft=1 rd.iscsi.firmware=1
rd.neednet=1”. If the parameter is not entered, the iSCSI boot may fail.

• On an existing system that uses iSCSI, ensure that the /etc/iscsi/iscsid.conf has
node.startup=automatic (not manual). Add this parameter to the /etc/default/grub/ and then
run grub2-mkconfig -o /boot/grub2/grub.cfg to rebuild grub config.

• For Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711 network adapters:

• Servers that use iSCSI boot must contain the Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711
network adapter. For information on installing or replacing an adapter card, see the『Cisco

UCS B250 Extended Memory Blade Server Installation and Service Note』. The service note
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is accessible from the『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』 at
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc.

• Set the MAC addresses on the iSCSI device.

• If you are using the DHCP Vendor ID (Option 43), configure the MAC address of an iSCSI
device in /etc/dhcpd.conf.

• HBA mode (also known as TCP offload) and the boot to target setting are supported. However,
only Windows OS supports HBA mode during installation.

• Before installing the OS, disable the boot to target setting in the iSCSI adapter policy, then after
installing the OS, re-enable the boot to target setting.

Each time you change an adapter policy setting, the adapter reboots to
apply the new setting.

Note

• When installing the OS on the iSCSI target, the iSCSI target must be ordered before the device
where the OS image resides. For example, if you are installing the OS on the iSCSI target from
a CD, the boot order should be the iSCSI target and then the CD.

• After the server is iSCSI booted, do not modify the Initiator Name, Target name, LUN, iSCSI
device IP, or Netmask/gateway using the Broadcom tool.

• Do not interrupt the POST (power on self-test) process or the Cisco UCS M51KR-B Broadcom
BCM57711 network adapter will fail to initialize.

• For Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカード and Cisco UCS VIC-1240仮想インター
フェイスカード:

For Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカード:

• Do not set MAC addresses on the iSCSI device.

• HBA mode and the boot to target setting are not supported.

• When installing the OS on the iSCSI target, the iSCSI target must be ordered after the device
where the OS image resides. For example, if you are installing the OS on the iSCSI target from
a CD, the boot order should be the CD and then the iSCSI target.

• If you are using the DHCP Vendor ID (Option 43), the MAC address of the overlay vNIC must
be configured in /etc/dhcpd.conf.

• After the server is iSCSI booted, do not modify the IP details of the overlay vNIC.

• The VMware ESX/ESXi operating system does not support storing a core dump file to an iSCSI boot
target LUN. Dump files must be written to a local disk.

Initiator IQN Configuration
Cisco UCS uses the following rules to determine the initiator IQN for an adapter iSCSI vNIC at the time
a service profile is associated with a physical server:
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• An initiator IQN at the service profile level and at the iSCSI vNIC level cannot be used together in
a service profile.

• If an initiator IQN is specified at the service profile level, all of the adaptor iSCSI vNICs are configured
to use the same initiator IQN, except in the case of DHCP Option 43, where the initiator IQN is set
to empty on the adapter iSCSI vNIC.

• When an initiator IQN is set at the iSCSI vNIC level, the initiator IQN at the service profile level is
removed, if one is present.

• If there are two iSCSI vNIC in a service profile and only one of them has the initiator IQN set, the
second one is configured with the default IQN pool. You can change this configuration later. The
only exception is if DHCPOption 43 is configured. In this case, the initiator IQN on the second iSCSI
vNIC is removed during service profile association.

If you change an iSCSI vNIC to use the DHCP Option 43 by setting the
vendor ID, it does not remove the initiator IQN configured at the service
profile level. The initiator IQN at the service profile level can still be used
by another iSCSI vNIC which does not use the DHCP Option 43.

Note

WindowsでのMPIOのイネーブル化
ストレージアレイで接続を最適化するには、MPIOをイネーブルにします。

ネットワークハードウェアを変更すると、Windowsが iSCSIドライブからの起動に失敗する場
合があります。詳細については、『Microsoft support Article ID: 976042』を参照してください。

（注）

始める前に

Microsoft Multipath I/O（MPIO）をイネーブル化するサーバには、Cisco VICドライバが必要で
す。

ブート LUNに設定されたパスが複数ある場合、LUNがインストールされるときにイネーブル
にするパスは 1つのみです。

手順

ステップ 1 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、プライマリ iSCSI vNICを設定します。

詳細については、サービスプロファイル用 iSCSI vNICの作成（141ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 2 プライマリ iSCSI vNICを使用して、iSCSIターゲット LUNにWindowsオペレーティングシス
テムをインストールします。
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ステップ 3 Windowsのインストールが完了したら、ホスト上でMPIOをイネーブルにします。

ステップ 4 サーバに関連付けられたサービスプロファイルで、ブートポリシーにセカンダリ iSCSI vNIC
を追加します。

詳細については、「iSCSIブートポリシーの作成（140ページ）」を参照してください。

iSCSIブートの設定
LUNターゲットから iSCSIブートするようCisco UCSでアダプタまたはブレードを設定する場
合、次のすべてのステップを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

詳細については、iSCSIブートポリシー
の作成（140ページ）を参照してくだ
さい。

（任意） iSCSIブートのアダプタポリ
シーを設定します。

ステップ 1

詳細については、iSCSI認証プロファ
イルの作成（138ページ）を参照して
ください。

（任意）イニシエータとターゲットの

認証プロファイルを設定します。

ステップ 2

詳細については、iSCSIイニシエータ
IPプールの作成（139ページ）を参照
してください。

（任意） IPアドレスプールの IPアド
レスを使用するよう iSCSIイニシエー
タを設定するには、iSCSIイニシエー
タプールに IPアドレスのブロックを
追加します。

ステップ 3

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーの作成の詳細に

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成します。

ステップ 4

ついては、iSCSIブートポリシーの作
成（140ページ）を参照してください。

または、特定のサービスポリシーに対

してのみローカルブートポリシーを作

成できます。ただし、複数のサービス

プロファイルと共有できるブートポリ

シーを作成することを推奨します。

ステップ 7において、サービスプロ
ファイルで iSCSIブートおよび vNIC

すべてのサービスプロファイルで使用

できるブートポリシーを作成した場合

ステップ 5

パラメータを設定するときに、サービは、それをサービスプロファイルに割

スプロファイルにブートポリシーを割

り当てることができます。

り当てます。それ以外の場合は、次の

ステップに進みます。

詳細については、サービスプロファイ

ル用 iSCSI vNICの作成（141ページ）
を参照してください。

サービスプロファイルで iSCSI vNIC
を作成します。

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

詳細については、[Expert]ウィザードを
使用したサービスプロファイルの作成

expertモードでサービスプロファイル
において、またはサービスプロファイ

ステップ 7

（171ページ）またはサービスプロファルテンプレートにおいて、iSCSIブー
イルテンプレートの作成（190ページ）
を参照してください。

トパラメータ（iSCSI修飾子名
（IQN）、イニシエータ、ターゲット
インターフェイスなど）および iSCSI
vNICパラメータを設定します。

詳細については、「Verifying iSCSI
Boot」を参照してください。

iSCSIブート動作を確認します。ステップ 8

適切なパラメータを入力しないと、

iSCSIブート操作に失敗することがあ
ります。

OSをインストールする前に、OSが
iSCSIブートファームウェアテーブル
(iBFT)と互換性があることを確認しま
す。

ステップ 9

• RHEL 7.xの場合は、OSをインス
トールする前にカーネルパラメー

タ「rd.iscsi.ibft=1」が必須となりま
す。

• SLES12.xについては、カーネルを
ロードする前に、インストール

ディスクで「e」を押し、linuxefi
(EFIを使用している場合)または
カーネル(レガシーを使用している
場合)を編集して、カーネルパラ
メータ「rd.iscsi.ibft=1
rd.iscsi.firmware=1 rd.neednet=1」を
追加します。

詳細については、次のいずれかのド

キュメントを参照してください。

サーバに OSをインストールします。ステップ 10

•『Cisco UCS Bシリーズブレード

サーバ VMwareインストレーショ

ンガイド』

•『Cisco UCS Bシリーズブレード

サーバ Linuxインストレーション

ガイド』

•『Cisco UCS Bシリーズブレード

サーバ Windowsインストレーショ

ンガイド』

サーバをブートします。ステップ 11
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iSCSIアダプタポリシーの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]を右クリックし、[Create iSCSI Adapter Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create iSCSI Adapter Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

DescriptionName

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

The number of seconds to wait until Cisco UCS assumes that the
initial login has failed and the iSCSI adapter is unavailable.

Enter an integer between 0 and 255. If you enter 0, Cisco UCS uses
the value set in the adapter firmware (default: 15 seconds).

Connection Timeout field

The number of times to retry the connection in case of a failure during
iSCSI LUN discovery.

Enter an integer between 0 and 60. If you enter 0, Cisco UCS uses
the value set in the adapter firmware (default: 15 seconds).

LUN Busy Retry Count field

The number of seconds to wait before the initiator assumes that the
DHCP server is unavailable.

Enter an integer between 60 and 300 (default: 60 seconds).

DHCP Timeout field

Check this box if you want to use a TCP Timestamp.With this setting,
transmitted packets are given a time stamp of when the packet was
sent so that the packet's round-trip time can be calculated, when
needed.

This option only applies to servers with the Cisco UCS
NIC M51KR-B adapter.

Note

Enable TCP Timestamp check
box

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
136

サーバのブート

iSCSIアダプタポリシーの作成



DescriptionName

Check this box to enable HBA mode (also known as TCP offload).

This option should only be enabled for servers with the
Cisco UCS NIC M51KR-B adapter running the Windows
operating system.

Important

HBA Mode check box

Check this box to boot from the iSCSI target.

This option only applies to servers with the Cisco UCS
NIC M51KR-B adapter. It should be disabled until you
have installed an operating system on the server.

Note

Boot to Target check box

This can be one of the following:

• Local—This policy is available only to service profiles and
service profile templates in this Cisco UCSドメイン.

• Pending Global—Control of this policy is being transferred to
Cisco UCS Central. Once the transfer is complete, this policy
will be available to all Cisco UCSドメイン registered with
Cisco UCS Central.

• Global—This policy is managed by Cisco UCS Central. Any
changes to this policy must be made through Cisco UCS Central.

Owner field

ステップ 6 [OK]をクリックします。

What to do next

アダプタポリシーはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

iSCSIアダプタポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Adapter Policies]ノードを展開します。

ステップ 5 アダプタポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
137

サーバのブート

iSCSIアダプタポリシーの削除



ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSI認証プロファイルの作成
iSCSIブートの場合、イニシエータおよびターゲットの iSCSI認証プロファイルを作成する必
要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]を右クリックし、[iSCSI Authentication Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Authentication Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証プロファイルの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

このプロファイルに関連付けられたユーザ ID。

1～ 128文字の文字、スペース、特殊文字を入力します。

[ユーザ ID（User ID）]フィー
ルド

このプロファイルに関連付けられたパスワード。

12～ 16文字（特殊文字を含む）を入力します。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィールド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

認証プロファイルはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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iSCSI認証プロファイルの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [iSCSI Authentication Profiles]ノードを展開します。

ステップ 5 削除する IPプールを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

iSCSIイニシエータ IPプールの作成
iSCSIブートに使用する IPアドレスのグループを作成できます。Cisco UCS Managerは指定し
た IPv4 アドレスのブロックを予約します。

サーバまたはサービスプロファイルのスタティック IPアドレスとして割り当てられている IP
アドレスが、IPプールに含まれていてはなりません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IP Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 [IP Pool iscsi-initiator-pool]を右クリックし、[Create Block of IPv4 Addresses]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IPv4 Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブロックに割り当てられた IPv4アドレスの範囲。[Name]カラム

ブロック内の最初の IPv4アドレス。[From]カラム

ブロック内の最後の IPv4アドレス。[To]カラム
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説明名前

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたサブネットマス
ク。

[Subnet]カラム

ブロック内の IPv4アドレスと関連付けられたデフォルトゲー
トウェイ。

[Default Gateway]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるプラ
イマリ DNSサーバ。

[Primary DNS]カラム

IPv4アドレスのこのブロックがアクセスする必要のあるセカ
ンダリ DNSサーバ。

[Secondary DNS]カラム

ステップ 7 [OK]をクリックします。

次のタスク

1つ以上のサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートを設定し、iSCSI
イニシエータ IPプールから iSCSIイニシエータ IPアドレスを取得します。

iSCSIブートポリシーの作成
ブートポリシーあたり最大 2つの iSCSI vNICを追加できます。一方の vNICはプライマリ
iSCSIブートソースとして動作し、もう一方はセカンダリ iSCSIブートソースとして動作しま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Boot Policies]を右クリックし、[Create Boot Policy]を選択します。

[Create Boot Policy]ウィザードが表示されます。

ステップ 5 ポリシーの一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。
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ステップ 6 （任意）ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するサーバをリブートするには、
[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Manager GUIで、ブートポリシーの [順序を変更したときにリブートする（Reboot
on Boot Order Change]チェックボックスがオンになっていて、CD-ROMまたはフロッピーが
ブート順序の最後のデバイスの場合、デバイスを削除または追加してもブート順序には直接影

響せず、サーバは再起動しません。

これは、標準のブート順序を使用しているサーバにのみ適用されます。（注）

ステップ 7 （任意）必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 8 iSCSIブートをブートポリシーに追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。
b) [Add iSCSI Boot]リンクをクリックします。
c) [Add iSCSI Boot]ダイアログボックスで、iSCSI vNICの名前を入力し、[OK]をクリックし
ます。

d) 別の iSCSI vNICを作成するには、ステップ b、cを繰り返します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

サービスプロファイル用 iSCSI vNICの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。

ステップ 6 [Create iSCSI vNIC]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

iSCSI vNICの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた LAN vNIC（存在する場
合）。

[Overlay vNIC]ドロップダウ
ンリスト

この iSCSI vNICに関連付けられた iSCSIアダプタポリシー
（存在する場合）。

[iSCSI Adapter Policy]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSIアダプタを作
成するには、このリンクをクリックします。

[Create iSCSI Adapter Policy]
リンク

この iSCSI vNICに関連付けられたMACアドレス（存在する
場合）。MACアドレスが設定されていない場合、Cisco UCS
Manager GUIは [Derived]と表示します。

[MAC Address]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられたMACプール（存在する場
合）。

[MAC Pool]フィールド

この iSCSI vNICに関連付けられた仮想 LAN。デフォルトの
VLANは [default]です。

Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードお
よびCiscoUCSVIC-1240仮想インターフェイスカー
ドの場合、指定するVLANはオーバーレイ vNICの
ネイティブ VLANと同じである必要があります。

Cisco UCS M51KR-B Broadcom BCM57711アダプタ
の場合、指定した VLANは、オーバーレイ vNICに
割り当てられたどの VLANでも設定できます。

（注）

[VLAN]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [iSCSI MAC Address]領域の [MAC Address Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれ
かを選択します。

• MACアドレスの割り当てを解除したままにして、[Select (None used by default)]を選択し
ます。このサービスプロファイルに関連付けられるサーバが Cisco UCS M81KR仮想イン
ターフェイスカードアダプタまたはCisco UCSVIC-1240仮想インターフェイスカードを
含む場合、このオプションを選択します。

このサービスプロファイルに関連付けられたサーバに Cisco UCS NIC M51KR-B
アダプタが含まれる場合、MACアドレスを指定する必要があります。

重要
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•特定のMACアドレスを使用する場合は、[00:25:B5:XX:XX:XX]を選択し、アドレスを
[MAC Address]フィールドに入力します。このアドレスが使用可能であることを確認する
には、対応するリンクをクリックします。

•プール内のMACアドレスを使用する場合は、リストからプール名を選択します。各プー
ル名の後には、数字のペアが括弧で囲まれています。最初の数字はそのプール内の使用可

能なMACアドレスの数であり、2番めの数字はそのプール内のMACアドレスの合計数
です。

この Cisco UCSドメインが Cisco UCS Centralに登録されている場合は、プールカテゴリ
が 2つ存在することがあります。[Domain Pools]は Cisco UCSドメインでローカルに定義
され、[Global Pools]は Cisco UCS Centralで定義されます。

ステップ 8 （任意）すべてのサービスプロファイルで使用できるMACプールを作成する場合は、[Create
MAC Pool]をクリックし、[Create MAC Pool]ウィザードでフィールドに値を入力します。

詳細については、『』『Cisco UCS Manager Network Management Guide, Release 3.2』の「Creating
a MAC Pool」セクションを参照してください。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 （任意）イニシエータ名を設定または変更する場合は、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブか
ら [イニシエータ名のリセット（Reset Initiator Name）]または [イニシエータ名の変更（Change
Initiator Name）]をクリックし、[イニシエータ名の変更（Change Initiator Name）]ダイアログ
ボックスのフィールドを入力するかクリックします。詳細については、「サービスプロファイ

ルレベルでのイニシエータ IQNの設定（144ページ）」を参照してください。

サービスプロファイルからの iSCSI vNICの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

ステップ 4 iSCSI vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [iSCSI vNICs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する iSCSI vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQNの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [作業（Work）]ペインで、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブをクリックします。

ステップ 6 [Reset Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルレベルでのイニシエータ IQNの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 編成の対象となるノードを展開します。

ステップ 4 変更する iSCSI vNICが含まれるサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [作業（Work）]ペインで、[iSCSI vNIC（iSCSI vNICs）]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Initiator Name]をクリックします。

ステップ 7 [Change Initiator Name]ダイアログボックスで、次のフィールドの値を変更します。

説明名前

ドロップダウンリストから、使用する IQNイ
ニシエータ名を選択します。

[Initiator Name Assignment]ドロップダウンリ
スト

手動によるイニシエータ名の割り当てを選択

した場合は、イニシエータ名を入力します。

[Initiator Name]フィールド

これをクリックして、新しい IQN接尾辞プー
ルを作成します。

[Create IQN Suffix Pool]リンク

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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iSCSIブートパラメータの設定
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを作成するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 [iSCSI vNICs]領域で、サーバのブート元の iSCSI vNICをダブルクリックしてそれらを [Boot
Order]テーブルに追加します。

ステップ 8 [iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリックします。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを設定する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。
次の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[Initiator Name]フィールドに名前を入力しま
す。イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用でき
ます。

• [プール（Pools）]：IQN接尾辞プールを選択します。こ
のプールから名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイ
ニシエータ名を設定すると、サービスプロファイル

レベルではなく、iSCSI vNICレベルでイニシエータ
IQNが設定されます。複数のパスが設定されている
場合、[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロ
ファイルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する
必要があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできま

す。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニ

シエータ IQNの変更（144ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[IQNサフィックスプールの作
成（Create IQN Suffix Pool）]
リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

]Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで、次のいずれかを選択します。

説明オプション

システムがDHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

[Select (DHCP used by
default)]

ステップ 13に進みます。

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づ
いて iSCSIブート vNICに割り当てられます。

Static

ステップ 12に進みます。
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに
割り当てられます。

Pool

ステップ 13に進みます。

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストから [Static]を選択した場合は、次のフィー
ルドに値を入力します。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IPAddress Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[デフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリDNS（PrimaryDNS）]
フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲット

インターフェイスが作成されます。

[iSCSI Static Target
Interface]

ステップ 14に進みます。

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成され

ます。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのど
ちらを使用するか指定する必要があります。

[iSCSI Auto Target
Interface]

ステップ 16に進みます。

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合、[Static Target Interface]テーブルで [Add]をクリッ
クします。

ステップ 15 [Create iSCSI Static Target]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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DescriptionName

A regular expression that defines the iSCSI Qualified Name (IQN)
or Extended Unique Identifier (EUI) name of the iSCSI target.

You can enter any alphanumeric characters as well as the following
special characters:

• . (period)

• : (colon)

• - (dash)

This namemust be properly formatted using standard IQN
or EUI guidelines.

重要

The following examples show properly formatted iSCSI target names:

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

iSCSI Target Name field

The system-assigned priority for the iSCSI target.Priority field

The port associated with the iSCSI target.

Enter an integer between 1 and 65535. The default is 3260.

Port field

The name of the associated iSCSI authentication profile.Authentication Profile
drop-down list

Click this link to create a new iSCSI authentication profile that will
be available to all iSCSI vNICs.

Create iSCSI Authentication
Profile link

The IPv4 address assigned to the iSCSI target.IPv4 Address field

The LUN identifier in the iSCSI target.LUN Id field

ステップ 16 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドにイニシエータ名ま
たはDHCPベンダー IDを入力します。イニシエータがすでに設定済みである必要があります。
ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 17 [OK]をクリックします。
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iSCSIブートパラメータの変更
iSCSI vNICのブート順序、ブートポリシー、iSCSI認証プロファイル、イニシエータインター
フェイス、ターゲットインターフェイスなど、iSCSIブートパラメータを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。
システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 iSCSIブートパラメータを変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Specific Boot Policy]領域で、下矢印をクリックして [iSCSI vNICs]領域を展開します。

ステップ 7 ブート順序の iSCSI vNICを追加または削除する、またはブート順序を変更するには、次のい
ずれかを実行します。

• iSCSI vNICを追加するには、[iSCSI vNICs]領域で、iSCSI vNICをダブルクリックして [Boot
Order]テーブルに追加します。

•ブート順序から iSCSI vNICを削除するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択
して [Delete]をクリックします。

• iSCSI vNICのブート順序を変更するには、[Boot Order]テーブルで、iSCSI vNICを選択し
て [Move Up]または [Move Down]をクリックします。

ステップ 8 ブートパラメータを変更するには、[iSCSI vNICs]領域で、[Set Boot Parameters]リンクをクリッ
クします。

2つの iSCSI vNICがある場合は、ブートパラメータを変更する方を選択します。

ステップ 9 [Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスで、次のいずれかのフィールドの値を変更しま
す。

説明名前

ブートパラメータを設定している iSCSI vNICの名前。[Name]フィールド

関連する iSCSI認証プロファイルの名前。[Authentication Profile]ドロッ
プダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい iSCSI認証プロファ
イルを作成するには、このリンクをクリックします。

[Create Authentication Profile]リ
ンク

ステップ 10 [Initiator Name]領域で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

iSCSIブートイニシエータ名の割り当て方法を選択します。
次の方法の中から 1つを選択してください。

• [Manual]：[Initiator Name]フィールドに名前を入力しま
す。イニシエータ名には、最大で 223文字まで使用でき
ます。

• [プール（Pools）]：IQN接尾辞プールを選択します。こ
のプールから名前が割り当てられます。

[Set iSCSI Boot Parameters]ダイアログボックスでイ
ニシエータ名を設定すると、サービスプロファイル

レベルではなく、iSCSI vNICレベルでイニシエータ
IQNが設定されます。複数のパスが設定されている
場合、[iSCSI vNICs]タブから、またはサービスプロ
ファイルの作成時に、イニシエータ IQNを設定する
必要があります。

（注）

必要に応じて、イニシエータ名を変更またはリセットできま

す。詳細については、サービスプロファイルレベルでのイニ

シエータ IQNの変更（144ページ）を参照してください。

[Initiator Name Assignment]ド
ロップダウンリスト

すべての iSCSI vNICで使用可能な新しい IQN接尾辞プールを
作成するには、このリンクをクリックします。

[IQNサフィックスプールの作
成（Create IQN Suffix Pool）]
リンク

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

]Initiator Name]フィールド

ステップ 11 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストの選択を、次のいずれかに変更します。

説明オプション

システムがDHCPを使用してインターフェイスを自動的に選択しま
す。

[Select (DHCP used by
default)]

ステップ 13に進みます。

スタティック IPv4アドレスが、この領域に入力された情報に基づ
いて iSCSIブート vNICに割り当てられます。

Static

ステップ 12に進みます。
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説明オプション

IPv4アドレスが管理 IPアドレスプールから iSCSIブート vNICに
割り当てられます。

Pool

ステップ 13に進みます。

ステップ 12 [Initiator IP Address Policy]ドロップダウンリストで [Static]を選択した場合、次のフィールド
を入力するか変更してください。

説明名前

iSCSIブート vNICに割り当てられた IPv4アドレス。

このアドレスを指定する場合は、[Initiator IPAddress Policy]
ドロップダウンリストで [Static]を選択する必要がありま
す。

[IPv4 Address]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPv4アドレスに関連付けられたデフォルトゲートウェイ。[デフォルトゲートウェイ（Default
Gateway）]フィールド

プライマリ DNSサーバのアドレス。[プライマリDNS（PrimaryDNS）]
フィールド

セカンダリ DNSサーバのアドレス。[セカンダリDNS（Secondary
DNS）]フィールド

ステップ 13 iSCSIターゲットインターフェイスでは、次のいずれかのオプションボタンを選択します。

説明オプション

システムにより、設定する必要があるスタティックターゲット

インターフェイスが作成されます。

[iSCSI Static Target
Interface]

ステップ 14に進みます。

システムにより、自動ターゲットインターフェイスが作成され

ます。自動ターゲットがイニシエータとDHCPベンダー IDのど
ちらを使用するか指定する必要があります。

[iSCSI Auto Target
Interface]

ステップ 15に進みます。

ステップ 14 [iSCSI Static Target Interface]を選択した場合は、[Static Target Interface]テーブルで次のいずれ
かを実行します。

• iSCSIスタティックターゲットインターフェイスを追加するには、[Add]をクリックしま
す。iSCSIターゲットインターフェイスを変更するには、変更する iSCSIターゲットイン
ターフェイスを選択して [Modify]をクリックします。次に、[Create iSCSI Static Target]ダ
イアログボックスで、次のフィールドを入力または変更します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
151

サーバのブート

iSCSIブートパラメータの変更



DescriptionName

A regular expression that defines the iSCSI Qualified Name (IQN)
or Extended Unique Identifier (EUI) name of the iSCSI target.

You can enter any alphanumeric characters as well as the following
special characters:

• . (period)

• : (colon)

• - (dash)

This name must be properly formatted using standard
IQN or EUI guidelines.

重要

The following examples show properly formatted iSCSI target
names:

• iqn.2001-04.com.example

• iqn.2001-04.com.example:storage:diskarrays-sn-a8675309

• iqn.2001-04.com.example:storage.tape1.sys1.xyz

• iqn.2001-04.com.example:storage.disk2.sys1.xyz

• eui.02004567A425678D

iSCSI Target Name field

The system-assigned priority for the iSCSI target.Priority field

The port associated with the iSCSI target.

Enter an integer between 1 and 65535. The default is 3260.

Port field

The name of the associated iSCSI authentication profile.Authentication Profile
drop-down list

Click this link to create a new iSCSI authentication profile that
will be available to all iSCSI vNICs.

Create iSCSI Authentication
Profile link

The IPv4 address assigned to the iSCSI target.IPv4 Address field

The LUN identifier in the iSCSI target.LUN Id field

• iSCSIターゲットインターフェイスを削除するには、削除する iSCSIターゲットインター
フェイスを選択して [Delete]をクリックします。

2つの iSCSIスタティックターゲットがあり、優先順位 1位のターゲットを削除する
と、優先順位 2位のターゲットが優先順位 1位のターゲットになります。ただし、こ
のターゲットは、Cisco UCS Managerでは、引き続き優先順位 2位のターゲットとし
て表示されます。

（注）
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ステップ 15 [iSCSI Auto Target Interface]を選択した場合、[DHCP Vendor Id]フィールドのエントリをイニシ
エータ名または DHCPベンダー IDに変更します。イニシエータがすでに設定済みである必要
があります。ベンダー IDには、最大 32文字の英数字を指定できます。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

IQN Pools
An IQN pool is a collection of iSCSI Qualified Names (IQNs) for use as initiator identifiers by iSCSI
vNICs in a Cisco UCSドメイン.

IQN pool members are of the form prefix:suffix:number, where you can specify the prefix, suffix, and a
block (range) of numbers.

An IQN pool can contain more than one IQN block, with different number ranges and different suffixes,
but sharing the same prefix.

IQNプールの作成

ほとんどの場合、最大 IQNサイズ（プレフィックス +サフィックス +追加文字）は 223文字
です。CiscoUCSNICM51KR-Bアダプタを使用する場合、IQNサイズを 128文字に制限する必
要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]を右クリックし、[Create IQN Suffix Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次のフィールド
に値を入力します。

説明フィールド

iSCSI修飾名（IQN）プールの名前。

この名前には、1～32文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]
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説明フィールド

プールのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]

このプール用に作成された任意の IQNブロックのプレフィク
ス。

1～ 150文字を入力します。任意の文字や数字、および次の
特殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、iqn1.alpha.comを使用できます。

Prefix

次のいずれかになります。

• [Default]：Cisco UCS Managerはプールからランダム ID
を選択します。

• [Sequential]：CiscoUCSManagerはプールから最も小さい
使用可能な IDを選択します。

[Assignment Order]フィール
ド

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create IQN Suffix Pool]ウィザードの [Add IQN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [Finish]をクリックして、ウィザードを終了します。

次のタスク

IQNサフィックスプールはサービスプロファイルとテンプレートに含めます。
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IQNプールへのブロックの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 目的の IQNプールを右クリックし、[Create a Block of IQN Suffixes]を選択します。

ステップ 6 [Create a Block of IQN Suffixes]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前

iSCSI修飾名（IQN）のこのブロックの接尾辞。

1～ 64文字を入力します。任意の文字や数字、および次の特
殊文字を使用できます：.（ピリオド）、:（コロン）、-（ハ
イフン）。たとえば、alphadc-1を使用できます。

[Suffix]フィールド

ブロック内の最初の接尾辞番号。[From]フィールド

ブロック内の接尾辞の数。[Size]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

IQNプールからのブロックの削除
プールからアドレスブロックを削除すると、 Cisco UCS Managerはそのブロックの中の vNIC
またはvHBAに割り当てられたアドレスを再割り当てしません。削除されたブロックのすべて
の割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBA
に残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。
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ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 IQN接尾辞のブロックを削除する IQNプールを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[IQN Blocks]タブをクリックします。

ステップ 7 削除するブロックを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 8 [はい (Yes)]をクリックして削除を確認します。

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

IQNプールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCS Managerは、に割り当てられたアドレスを再割り当てしま
せん。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次のいずれかが起きるまで、割

り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools]の順に展開します。

ステップ 3 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IQN Pools]ノードを展開します。

ステップ 5 削除するプールを右クリックして、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

LAN Boot
You can configure a boot policy to boot one or more servers from a centralized provisioning server on the
LAN. A LAN (or PXE) boot is frequently used to install operating systems on a server from that LAN
server.
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You can add more than one type of boot device to a LAN boot policy. For example, you could add a local
disk or virtual media boot as a secondary boot device.

ブートポリシー用 LANブートポリシー設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとしてローカルディスクや仮想メディアのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（126ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。

ステップ 2 [Add LAN Boot]リンクをクリックします。

ステップ 3 [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]フィー
ルドに入力して、[OK]をクリックします。

ステップ 4 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ローカルデバイスブート
Cisco UCS Manager異なるローカルデバイスから起動することができます。

強化されたブート順序を使用しているCisco UCSM3以降のブレードサーバとラックサーバの
場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できます。

（注）
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ローカルディスクブート

サーバにローカルドライブがある場合、ブートポリシーを設定して、トップレベルのローカ

ルディスクデバイスまたは第 2レベルのデバイスのいずれかからサーバを起動できます。

• [Local LUN]：ローカルディスクまたはローカル LUNからの起動を有効にします。

• [Local JBOD]：ブート可能な JBODからの起動を有効にします。

• [SD card]：SDカードからの起動を有効にします。

• [Internal USB]：内部 USBからの起動を有効にします。

• [External USB]：外部 USBからの起動を有効にします。

• [Embedded Local LUN]：すべての Cisco UCS C240 M4およびM5サーバ上の内蔵ローカル
LUNからの起動を有効にします。

• [Embedded Local Disk]：すべての Cisco UCS C240 M4およびM5サーバ上の内蔵ローカル
ディスクからの起動を有効にします。

CiscoUCSC125M5サーバでは、別のPCIeストレージコントロー
ラがない場合、このオプションを使用しないでください。代わり

に、[Add Local Disk]オプションを使用します。

（注）

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。

（注）

仮想メディアブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできる仮想メディアデバイスから 1つ以上
のサーバを起動できます。仮想メディアデバイスは、物理CD/DVDディスク（読み取り専用）
またはフロッピーディスク（読み取り書き込み）のサーバへの挿入を疑似的に実行します。こ

のタイプのサーバブートは、通常、サーバに手動でオペレーティングシステムをインストー

ルするために使用されます。

第 2レベルのデバイスは、強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレー
ドサーバとラックサーバに対してのみ使用できます。

（注）

リモート仮想ドライブのブート

ブートポリシーを設定して、サーバからアクセスできるリモート仮想ドライブから1つ以上の
サーバを起動できます。
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NVMeのブート

リリース 3.2(1)以降、Cisco UCS Managerには NVMeデバイスをM5ブレードサーバやラック
サーバのブートポリシーに追加するオプションが備わっています。BIOSは、存在する NVMe
デバイスを列挙し、UEFI対応 OSがインストールされている最初の NVMeデバイスで起動し
ます。

Ciscoブート最適化M.2 RAIDコントローラ

4.0(4a)以降、Cisco UCS ManagerはMarvell 88SE92xx PCIeから SATA 6Gb/sコントローラ
(UCS-M2-HWRAID)を搭載した Ciscoブート最適化M.2コントローラをサポートしています。
BIOSは、このコントローラにインストールされているM.2 SATAドライブを列挙し、その後
前面パネルの SATAドライブが UEFI対応 OSがインストールされている最初の SATAデバイ
スから起動します。

ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（126ページ）から直接続いています。

手順

ステップ 1 [ローカルデバイス (Local Devices)]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ローカルディスクの追加（Add Local Disk）]または

• [Add Local LUN]

• [Add Local JBOD (ローカル JBODの追加)]

• [Add SD Card]

• [Add Internal USB]

• [Add External USB]

• [Add Embedded Local LUN (内蔵ローカルLUNの追加)]

• [Add Embedded Local Disk (内蔵ローカルディスクの追加)]

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
159

サーバのブート

ブートポリシー用ローカルディスクブートの設定



Cisco Boot最適化M. 2 RAIDコントローラ (HWRAID)が設定されている場合
は、[Add Embedded Local Disk (組み込みローカルディスクを追加)]ダイア
ログボックスで、[いずれか (Any)]を選択してディスクを追加します。[プラ
イマリ (Primary)]または [セカンダリ (Secondary)]を選択しないでください。

重要

強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できま
す。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用仮想メディアブートの設定

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。ローカルディスクブー

トをセカンダリブートデバイスとして追加できます。

仮想メディアでは、USBをイネーブルにする必要があります。USBの機能に影響するBIOS設
定を変更した場合は、仮想メディアにも影響します。したがって、最適なパフォーマンスを実

現するためには、次の USB BIOSをデフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。

• [Make Device Non Bootable]：[disabled]に設定します。

• [USB Idle Power Optimizing Setting]：[high-performance]に設定します。

（注）

この手順は、ブートポリシーの作成（126ページ）から直接続いています。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [Add CD/DVD]または

• [Add Local CD/DVD]

• [Add Remote CD/DVD]（ラックサーバの KVM CD/DVD用）

M5ブレードサーバを使用した設定で、ISOを KVMコンソールにマッピングしてい
る場合は、ブート順序には [Remote CD/DVD]のみを使用してください。

• [Add Floppy]または

• [Add Local Floppy]

• [Add Remote Floppy]

• [Add Remote Virtual Drive]

強化されたブート順序を使用している Cisco UCS M3以降のブレードサーバとラック
サーバの場合、トップレベルと第 2レベルのどちらのブートデバイスも選択できま
す。

（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

ブートポリシー用 NVMeブートの設定
サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートに制限されたローカルブー

トポリシーを作成することもできます。しかし、複数のサービスプロファイルまたはサービ

スプロファイルテンプレートに含むことのできるグローバルなブートポリシーの作成を推奨

します。

ブートポリシーには複数のタイプのブートデバイスを追加できます。たとえば、セカンダリ

ブートデバイスとして SDカードのブートを追加できます。

この手順は、ブートポリシーの作成（126ページ）から直接続いています。
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手順

ステップ 1 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。

ステップ 2 [Add NVMe]をクリックし、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

NVMeブートポリシーは、[Uefi]ブートモードでのみ使用できます。（注）

ステップ 3 次のどちらかを実行します。

• [Boot Order]テーブルに別のブートデバイスを追加します。

• [OK]をクリックして終了します。

次のタスク

ブートポリシーをサービスプロファイルとテンプレートに含めます。

このブートポリシーを含むサービスプロファイルがサーバに関連付けられた後で、サーバの

[General]タブの [Boot Order Details]領域で実際のブート順序を確認できます。

vMediaサービスプロファイルへのブートポリシーの追加
この手順では、[Create Service Profile (expert)]ウィザードの [Server Boot Order]ページで、vMedia
のブートポリシーのオプションを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。
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説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

ステップ 8に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造
元によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービス
プロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一
致するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUIDの
合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルが

アクセスできるプールを作成する場合は、ステップ 4に進みます。それ
以外の場合はステップ 8に進みます。

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

ステップ 8 （任意）このサービスプロファイルで使用する新しい UUIDサフィックスプールを作成する
場合は、[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィー
ルドに値を入力します。

詳細については、UUID接尾辞プールの作成（112ページ）を参照してください。

ステップ 9 （任意）テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [Create Service Profile (expert)]に移動し、[Server Boot Order]をクリックします。
[Boot Policy]ペインが表示されます。
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ステップ 12 [Boot Policy]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り

当てます。

Select Boot Policy to use

ステップ 13に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

[Create a Specific Boot
Policy]

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。

このオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの
詳細が表示されます。

Boot Policies
Policy_Name

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot
Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシー
を選択し、ステップ 13に進みます。

ステップ 13 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しいブートポリシー

を作成したら、[Boot Policy]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 14 [Next]をクリックします。

次のタスク

サービスプロファイルを Cisco UCSサーバに関連付けます。

ブートポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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UEFI Boot Parameters
UEFI boot mode for servers is dependent on information that is stored on the platform hardware. The boot
entry, which contains information about the UEFI OS boot loader, is stored in the BIOS flash of the server.
In Cisco UCS Manager releases earlier than Release 2.2(4), when a service profile is migrated from one
server to another server, the boot loader information is not available on the destination server. Hence, the
BIOS cannot load the boot loader information for the server to boot in UEFI boot mode.

Cisco UCSMRelease 2.2(4) introduces UEFI boot parameters to provide the BIOSwith information about
the location of the UEFI OS boot loader on the destination server from where the BIOS loads it. Now, the
server can use the boot loader information and boot in UEFI boot mode.

UEFIブートパラメータに関する注意事項と制約事項
•ブートモードが UEFIの場合のみ、UEFIブートパラメータを設定できます。

• CiscoUCSManagerをリリース2.2(4)以降にアップグレードする場合は、サービスプロファ
イルの移行中にUEFIブートが失敗しても自動的に処理されません。UEFI対応OSで正常
にブートするには、ターゲットデバイスでUEFIブートパラメータを明示的に作成してお
く必要があります。

• UEFIブートパラメータは、セカンドレベルのブート順序をサポートする、M3以降のす
べてのサーバでサポートされています。

•次のデバイスタイプの UEFIブートパラメータを指定できます。

• SAN LUN

• ISCSI LUN

•ローカル LUN

• UEFIブートパラメータは各オペレーティングシステム固有のパラメータです。次のオペ
レーティングシステムの UEFIブートパラメータを指定できます。

• VMware ESX

• SUSE Linux

• Microsoft Windows

• Red Hat Enterprise Linux 7

UEFIブートパラメータの設定

始める前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを設定するブートポリシーを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 LUNの UEFIブートパラメータを設定するには、[Boot Order]領域の LUNを選択し、[Set Uefi
Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータを設定
できます。

重要

ステップ 6 [Set Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィールドです。[Boot Loader Name]

例：grub.efi

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必須フィー

ルドです。ブートローダの名前をこのフィールドに入力しない

でください。パスだけを指定する必要があります。

[Boot Loader Path]

例：\EFI\RedHat

ブートローダの詳細です。これは、F6ブートメニューに表示さ
れる可読形式の名前です。

[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

UEFIブートパラメータの変更

始める前に

ブートポリシーの [Boot Mode]が [Uefi]であることを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [Boot Policies]を展開し、UEFIブートパラメータを変更するブートポリシーを選択します。
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ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 UEFIブートパラメータを使用して、LUNの UEFIブートパラメータを変更するには、[Boot
Order]領域で LUNを選択し、[Modify Uefi Boot Parameters]をクリックします。

ローカル LUN、SAN LUN、および iSCSI LUNに対してのみ UEFIブートパラメータ
を設定できます。

重要

ステップ 6 [Modify Uefi Boot Parameters]ダイアログボックスで、次の情報を入力します。

説明フィールド

ブートローダの名前を指定します。これは必須フィール

ドです。

[Boot Loader Name]

ブートローダがある場所のパスを指定します。これは必

須フィールドです。

[Boot Loader Path]

ブートローダの詳細です。[Boot Loader Description]

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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C H A P T E R 11
サービスプロファイル

• Service Profiles in UCS Manager, on page 169
• Service Profiles that Override Server Identity, on page 170
• Service Profiles that Inherit Server Identity, on page 170
• Guidelines and Recommendations for Service Profiles, on page 171
•サービスプロファイルの作成方法, on page 171
•インバンドサービスプロファイル, on page 176
•サービスプロファイルタスク, on page 176
•サービスプロファイルのアソシエーション, on page 187
•サービスプロファイルテンプレート, on page 189
•サービスプロファイルテンプレートタスク, on page 194
•サービスプロファイルのアソシエーション, on page 199

Service Profiles in UCS Manager
A service profile defines a single server and its storage and networking characteristics. You can create a
service profile for Cisco UCS Manager and UCS Mini. When a service profile is deployed to a server,
UCS Manager automatically configures the server, adapters, fabric extenders, and fabric interconnects to
match the configuration specified in the service profile.

A service profile includes four types of information:

• Server definition: Defines the resources (e.g. a specific server or a blade inserted to a specific chassis)
that are required to apply to the profile.

• Identity information: Includes the UUID, MAC address for each virtual NIC (vNIC), and WWN
specifications for each HBA.

• Firmware revision specifications: Used when a certain tested firmware revision is required to be
installed or for some other reason a specific firmware is used.

• Connectivity definition: Configures network adapters, fabric extenders, and parent interconnects,
however this information is abstract as it does not include the details of how each network component
is configured.

The UCS system provides two types of service profiles: Service profiles that inherit server identity and
service profiles that override server identity.
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Service Profiles that Override Server Identity
This type of service profile provides the maximum amount of flexibility and control. This profile allows
you to override the identity values that are on the server at the time of association and use the resource
pools and policies set up in Cisco UCS Manager to automate some administration tasks.

You can disassociate this service profile from one server, then associate it with another server. This
re-association can be done either manually or through an automated server pool policy. The burned-in
settings, such as UUID and MAC address on the new server are overwritten with the configuration in the
service profile. As a result, the change in the server is transparent to your network. You do not need to
reconfigure any component or application on your network to begin using the new server.

This profile allows you to take advantage of and manage system resources through resource pools and
policies, such as the following:

• Virtualized identity information, including pools of MAC addresses, WWN addresses, and UUIDs

• Ethernet and Fibre Channel adapter profile policies

• Firmware package policies

• Operating system boot order policies

Unless the service profile contains power management policies, a server pool qualification policy, or
another policy that requires a specific hardware configuration, you can use the profile for any type of
server in the Cisco UCSドメイン.

You can associate these service profiles with either a rack-mount server or a blade server. The ability to
migrate the service profile depends upon whether you choose to restrict migration of the service profile.

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

Note

Service Profiles that Inherit Server Identity
This hardware-based service profile is the simplest to use and create. This profile uses the default values
in the server and mimics the management of a rack-mounted server. It is tied to a specific server and cannot
be moved or migrated to another server.

You do not need to create pools or configuration policies to use this service profile.

This service profile inherits and applies the identity and configuration information that is present at the
time of association, such as the following:

• MAC addresses for the two NICs

• For a converged network adapter or a virtual interface card, the WWN addresses for the two HBAs

• BIOS versions
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• Server UUID

The server identity and configuration information inherited through this service profile might not have
the values burned into the server hardware at the manufacturer if those values were changed before this
profile is associated with the server.

Important

Guidelines and Recommendations for Service Profiles
In addition to any guidelines or recommendations that are specific to policies and pools included in service
profiles and service profile templates, such as the local disk configuration policy, adhere to the following
guidelines and recommendations that impact the ability to associate a service profile with a server:

Limit to the Number of vNICs that Can Be Configured on a Rack-Mount Server

You can configure up to 56 vNICs per supported adapter, such as the Cisco UCS P81E Virtual Interface
Card (N2XX-ACPCI01), on any rack-mount server that is integrated with Cisco UCS Manager.

No Power Capping Support for Rack-Mount Servers

Power capping is not supported for rack servers. If you include a power control policy in a service profile
that is associated with a rack-mount server, the policy is not implemented.

QoS Policy Guidelines for vNICs

You can only assign a QoS policy to a vNIC if the priority setting for that policy is not set to fc, which
represents the Fibre Channel system class. You can configure the priority for the QoS policy with any
other system class.

QoS Policy Guidelines for vHBAs

You can only assign a QoS policy to a vHBA if the priority setting for that policy is set to fc, which
represents the Fibre Channel system class.

The Host Control setting for a QoS policy applies to vNICs only. It has no effect on a vHBA.

サービスプロファイルの作成方法

[Expert]ウィザードを使用したサービスプロファイルの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[UUID assignment]を指定
して、[Next]をクリックします。

任意で、このサービスプロファイルの説明を設定できます。UUIDが使用できない場合、この
パネルから UUIDサフィックスプールを作成することもできます。

サービスプロファイルをすばやく作成するには、名前を指定した後に [Finish]をク
リックします。Cisco UCSManagerは、指定された名前とすべてのシステムデフォル
ト値を使用して新しいサービスプロファイルを作成します。

Note

ステップ 6 （オプション）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]
のセクションに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

LAN接続ポリシーに対応する vNICを作成する場合、ダイナミック vNIC、usNICお
よび VMQはサポートされません。イーサネットアダプタポリシーを設定する場合
は、RoCE、VXLAN、NvGREはサポートされません。

Note

ステップ 7 （オプション）[Storage]パネルで、[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、[WWNN]、
[VSAN]などの、SAN構成情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ストレージポリシーに従って vHBAを設定する場合は、FC vNICはサポートされま
せん。

Note

ステップ 8 (オプション)[ゾーニング (Zoning)]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [次へ (Next)]
をクリックします。

このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （オプション）[vNIC/vHBA Placement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をク
リックします。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。

ステップ 10 （オプション）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定
して [Next]をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[MaintenancePolicy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックし
ます。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定

できます。
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ステップ 12 （オプション）[Server Assignment]パネルで、[Server Assignment]をドロップダウンリストか
ら選択して指定し、サーバ割り当てに適用する電源状態を指定して [Next]をクリックします。

このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （オプション）[Operational Policies]パネルで、[BIOSConfiguration]、[External IPMIManagement
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリック
します。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセット
アップするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

Note

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サーバ IDを継承するサービスプロファイルの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Naming]領域で、次のフィールドに値を入力しま
す。

a) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力しま
す。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

b) [Description]フィールドに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

ステップ 6 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vNICs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vNICを選択します。

ステップ 7 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [vHBAs]領域で、プライマリおよびセカンダリの
vHBAを選択します。

ステップ 8 [Create Service Profile]ダイアログボックスの [Boot Order]領域で、プライマリおよびセカンダ
リのブートデバイスを選択します。
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ステップ 9 （任意） [Server Association (optional)]領域の [Select]カラムで、サーバのオプションボタンを
クリックして、このサービスとこのサーバを関連付けます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

ブレードサーバのハードウェアベースのサービスプロファイルの作

成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイル
を作成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) CiscoUCSManagerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[CreateDefault vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default
vHBAs]チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロ
ファイルを作成してから、それをサーバに関連付けます。
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ラックマウントサーバのハードウェアベースのサービスプロファイ

ルの作成

ハードウェアベースのサービスプロファイルを別のサーバに移動することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 ハードウェアベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Create Service Profile in Organization]ドロップダウンリストから、サービスプロファイル
を作成する組織を選択します。

b) ラジオボタンをクリックします。
c) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

d) CiscoUCSManagerでサービスプロファイルの vNICを作成する場合、[CreateDefault vNICs]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco UCS Managerでサービスプロファイルの vHBAを作成する場合、[Create Default
vHBAs]チェックボックスをオンにします。

f) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerがサーバの IDおよび設定情報を継承して自動的に適用し、サービスプロ
ファイルを作成してから、それをサーバに関連付けます。
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インバンドサービスプロファイル

サービスプロファイルからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。
このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Service_Profile_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サービスプロファイルのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルタスク

サービスプロファイルの名前の変更

サービスプロファイルの名前を変更すると、次のことが起こります。

•サービスプロファイルの以前の名前を参照するイベントログと監査ログは、その名前の
まま保持されます。

•名前変更の操作を記録する、新しい監査データが作成されます。

•サービスプロファイルの以前の名前で生じたすべての障害データは、新しいサービスプ
ロファイル名に転送されます。

保留中の変更があるサービスプロファイルの名前は変更できません。（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
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ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 名前を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 名前を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Rename Service Profile]をクリックします。

ステップ 7 [Rename Service Profile]ダイアログボックスで、[New Name]フィールドフィールドにサービ
スプロファイルの新しい名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのクローン化

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 クローンするサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Clone]を選択します。

ステップ 5 [Create Clone From Service Profile]ダイアログボックスで次の作業を行います。

a) 新しいプロファイルに使用する名前を [Clone Name]フィールドに入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要が

あります。

b) [OK]をクリックします。

ステップ 6 作成したサービスプロファイルに移動し、すべてのオプションが正しいことを確認します。
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サービスプロファイルの UUIDの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDを変更したいサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバの UUIDを変更する必要のあるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトのUUID接尾辞プールから
UUIDを割り当てます。

[Select (pool default used by default)]

ステップ 9に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられ

た UUIDを使用します。
[Hardware Default]

このオプションを選択した場合、UUID
はサービスプロファイルがサーバと

関連付けられるまで割り当てられませ

ん。この時点で、UUIDは製造元に
よってサーバに割り当てられたUUID
値に設定されます。サービスプロファ

イルを後で別のサーバに移動すると、

UUIDは新しいサーバに一致するよう
に変更されます。

ステップ 9に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用しま
す。

XXXXXXXX-XXXX-XXXX-XXXX-XXXXXXXXXXXX

ステップ 8に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリス

トから選択するUUID接尾辞プールか
ら UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用

可能なUUIDの数およびUUIDの合計
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説明オプション

数を示す、括弧に囲まれた2つの数字
が表示されます。

ステップ 9に進みます。

ステップ 8 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのブート順序の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ブート順序を変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 ブート順序を変更するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで [Boot Order]タブをクリックします。

ステップ 6 [Modify Boot Policy]をクリックして既存のブートポリシーを変更します。

ステップ 7 [Modify Boot Policy]ダイアログボックスで、[Boot Policy]ドロップダウンリストから次のいず
れかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルにデフォルトのブートポリシーを割り

当てます。

Select Boot Policy to use

ステップ 14に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできるロー

カルブートポリシーを作成できます。

[Create a Specific Boot
Policy]

ステップ 8に進みます。

サービスプロファイルに既存のブートポリシーを割り当てます。

このオプションを選択した場合、Cisco UCS Managerでポリシーの
詳細が表示されます。

Boot Policies
Policy_Name
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説明オプション

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create Boot
Policy]をクリックし、ステップ2に進みます。それ以外の場合はス
テップ 14に進みます。

ステップ 8 ブートポリシーの作成を選択した場合は、[Create Boot Policy]ダイアログボックスにポリシー
の一意の名前と説明を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 9 （任意）ブート順序の変更後にこのブートポリシーを使用するすべてのサーバをリブートす

るには、[Reboot on Boot Order Change]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCS Manager GUIで、ブートポリシーの [順序を変更したときにリブートする（Reboot
on Boot Order Change]チェックボックスがオンになっていて、CD-ROMまたはフロッピーが
ブート順序の最後のデバイスの場合、デバイスを削除または追加してもブート順序には直接影

響せず、サーバは再起動しません。

ステップ 10 （任意）必要に応じて、[Enforce vNIC/vHBA/iSCSI Name]チェックボックスをオンにしま
す。

•オンにした場合、Cisco UCS Managerは設定エラーと、[Boot Order]テーブルにリストさ
れた 1つ以上の vNIC、vHBA、iSCSI vNICがサーバプロファイル内のサーバ設定に一致
するかどうかのレポートとを表示します。

•オフにした場合は、Cisco UCSManagerがサービスプロファイルから（ブートオプション
に応じて）vNICまたは vHBAを使用します。

ステップ 11 ローカルディスク、仮想 CD-ROM、または仮想フロッピーをブート順序に追加するには、次
の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [Local Devices]領域を展開します。
b) 次のリンクのいずれかをクリックして、デバイスを [Boot Order]テーブルに追加します。

• [ローカルディスクの追加（Add Local Disk）]または

• [Add Local LUN]

• [Add Local JBOD (ローカル JBODの追加)]

• [Add SD Card]

• [Add Internal USB]

• [Add External USB]

• [Add Embedded Local LUN (内蔵ローカルLUNの追加)]

• [Add Embedded Local Disk (内蔵ローカルディスクの追加)]
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• [Add CD/DVD]または

• [Add Local CD/DVD]

• [Add Local Remote CD/DVD]

M5ブレードサーバを使用した設定で、ISOを KVMコンソールにマッピングし
ている場合は、ブート順序には [Remote CD/DVD]のみを使用してください。

c) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終
了します。

ステップ 12 LANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vNICs]領域を展開します。
b) [Add LAN Boot]リンクをクリックします。

c) [Add LAN Boot]ダイアログボックスで、LANブートに使用する vNICの名前を [vNIC]
フィールドに入力して、[OK]をクリックします。

d) 別のデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終了しま
す。

ステップ 13 SANブートをブート順序に追加するには、次の手順を実行します。

a) 下矢印をクリックして [vHBAs]領域を展開します。
b) [Add SAN Boot]リンクをクリックします。
c) [Add San Boot]ダイアログボックスで、vHBAとタイプを指定して、[OK]をクリックしま
す。

d) この vHBAがブート可能な SANイメージを参照する場合は [Add SAN Boot Target]リンク
をクリックし、[Add SAN Boot Target]ダイアログボックスで、ブートターゲット LUN、
ブートターゲットWWPN、およびタイプを指定して、[OK]をクリックします。

e) 別のブートデバイスを [Boot Order]テーブルに追加するか、[OK]をクリックして作業を終
了します。

ステップ 14 [OK]をクリックします。

サービスプロファイル用の vNICの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vNICs]ノードを右クリックし、[Create vNICs]を選択します。
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ステップ 6 既存の vNICテンプレートを使用するには、[vNICの作成（Create vNIC）]ダイアログボックス
で名前を入力し、[MACアドレスの割り当て（MAC Address Assignment）]を選択して [vNIC
テンプレートの使用（Use vNIC Template）]チェックボックスをオンにします。

この領域ではMACプールを作成することもできます。

ステップ 7 ファブリック IDを選択し、使用するVLANを選択してから、CDN名とMTUを選択し、ピン
グループを選択します。

この領域から VLANおよび LANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]、[QoS Policy]、および [Network Control
Policy]を選択します。

この領域では、イーサネットアダプタポリシー、QoSポリシー、ネットワーク制御ポリシー
も作成できます。

ステップ 10 [Connection Policy]領域で、[Dynamic vNIC]、[usNIC]または [VMQ] ラジオボタンを選択して、
対応するポリシーを選択します。

この領域では、ダイナミック vNIC、usNIC、または VMQの接続ポリシーも作成できます。

ステップ 11 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからの vNICの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vNICを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 vNICノードを展開します。

ステップ 6 削除する vNICを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サービスプロファイル用の vHBAの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを作成するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを作成するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを右クリックし、[Create vHBAs]を選択します。

ステップ 6 [Create vHBAs]ダイアログボックスで、名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 7 [Fabric ID]、[Select VSAN]、[Pin Group]、[Persistent Binding]、[Max Data]の順に選択します。

この領域から VSANまたは SANピングループを作成することもできます。

ステップ 8 [Operational Parameters]領域で、[Stats Threshold Policy]を選択します。

ステップ 9 [Adapter Performance Profile]領域で、[Adapter Policy]と [QoS Policy]を選択します。

この領域からファイバチャネルアダプタポリシーまたはQoSポリシーを作成することもでき
ます。

ステップ 10 [OK]をクリックします。

vHBAに対するWWPNの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 WWPNを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 WWPNを変更する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Change World Wide Name]をクリックします。

ステップ 8 [Change World Wide Port Name]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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vHBAの永続的なバインディングのクリア

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを変更するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 永続的なバインディングをクリアする vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で、[Clear Persistent Binding]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルからの vHBAの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを削除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 vHBAを削除するサービスプロファイルを展開します。

ステップ 5 [vHBAs]ノードを展開します。

ステップ 6 削除する vHBAを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルへの vHBAイニシエータグループの追加

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 2 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを含む組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 3 vHBAイニシエータグループを追加するサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[Storage] > [vHBA Initiator Groups]をクリックします。

ステップ 5 テーブルの右にあるアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 6 [Create vHBA Initiator Group]ダイアログボックスで、名前と説明を設定するには、次のフィー
ルドに入力します。

説明名前

vHBAイニシエータグループの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

グループの説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックス
ラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等
号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）
は使用できません。

[Description]フィールド

ステップ 7 [Select vHBA Initiators]テーブルで、vHBAイニシエータグループに含める各 vHBAの [Select]
列のチェックボックスをオンにします。

ステップ 8 イニシエータグループにストレージ接続ポリシーを追加するには、次のオプションの1つを選
択します。

• [Storage Connection Policy]ドロップダウンリストから既存のストレージ接続ポリシーを選
択します。ステップ 10に進みます。

• CiscoUCSドメイン内の他の vHBAのイニシエータグループで使用可能な新しいストレー
ジ接続ポリシーを作成する場合は、リンクをクリックします。詳細については、「Creating
a Fibre Channel Storage Connection Policy」を参照してください。ストレージ接続ポリシー
を作成した後、ステップ 10に進みます。

•この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成す
るには、オプションを選択します。ステップ 9に進みます。

ステップ 9 この vHBAのイニシエータグループにのみ利用可能なストレージ接続ポリシーを作成するに
は、[Specific Storage Connection Policy]領域で、次のフィールドを入力します。
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [None]:Cisco UCS Managerファイバチャネルゾーニング
は設定されていません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS Managerは、
vHBAとストレージポートのペアごとに、ゾーンを 1つ
自動的に作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含ま
れます。ゾーンの数がサポートされている最大値を超え

ると予想される場合を除いて、このタイプのゾーン分割

を設定することを推奨します。

• [Single Initiator Multiple Targets]：CiscoUCSManagerは、
vHBAごとにゾーンを 1つ自動的に作成します。ゾーン
の数がサポートされている最大値に到達またはそれを超

えると予想される場合は、このタイプのゾーン分割を設

定することを推奨します。

[Zoning Type]フィールド

このポリシーに関連付けられたファイバチャネルターゲット

エンドポイントこのテーブルには、次のカラムとボタンがあ

ります。

• [WWPN]カラム：エンドポイントに関連付けられたワー
ルドワイドポート名。

• [Path]カラム：エンドポイントへのパス。

• [VSAN]カラム：エンドポイントに関連付けられた
VSAN。

• [Add]ボタン：新しいFCターゲットエンドポイントを作
成します。

• [Delete]ボタン：選択したエンドポイントを削除します。

• [Properties]ボタン：選択したエンドポイントのすべての
プロパティを表示します。

[FC Target Endpoints]テーブ
ル

ステップ 10 [OK]をクリックします。
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ステップ 11 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] > [Organization_Name] を展開します.

ステップ 3 削除するサービスプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]を選択
します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。 Cisco UCS
Managerは、このプールから取得したサーバをサービスプロファイル
に割り当てます。

サーバプール
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説明オプション

ステップ 7に進みます。

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプ

ロファイルに割り当てるサーバを選択します。

[サーバ（Server）]

ステップ 7に進みます。

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシお

よびスロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、

[Custom Server]

またはそれ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイル

は、サーバが使用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[RestrictMigration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、CiscoUCSManagerにより、サーバのオペレー
ティングシステムのシャットダウンが試みられます。適度な時間が経過してもオペレーティン

グシステムがシャットダウンされない場合は、Cisco UCS Managerにより、サーバが強制的に
シャットダウンされます。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[Disassociate Service
Profile]を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイ
ルの関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 (Optional)サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーショ
ンの解除が完了したことを確認します。

サービスプロファイルテンプレート

初期テンプレートと既存のテンプレート

サービスプロファイルテンプレートを使用して、vNICや vHBAの個数などの同じ基本パラ
メータ、および同じプールから取得された ID情報を使ってすばやく複数のサービスプロファ
イルを作成できます。

既存のサービスプロファイルに類似した値を持つ 1つのサービスプロファイルだけが必要な
場合は、Cisco UCS Manager GUIでサービスプロファイルを複製できます。

Tip

たとえば、データベースソフトウェアをホストするサーバの設定に、類似した値を持つ数個の

サービスプロファイルが必要である場合、手動、または既存のサービスプロファイルから、

サービスプロファイルテンプレートを作成できます。その後、このテンプレートを使用して、

サービスプロファイルを作成します。

Cisco UCSは、次のタイプのサービスプロファイルテンプレートをサポートしています。

初期テンプレート

初期テンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロパティをす

べて継承します。初期のサービスプロファイルテンプレートから作成されたサービスプ

ロファイルはテンプレートにバインドされます。ただし、初期のテンプレートに対して行

われた変更は、バインドされたサービスプロファイルに自動的に伝播されません。バイン

ドされたサービスプロファイルに変更を伝播したい場合は、そのサービスプロファイル

をアンバインドしてから、再び初期テンプレートにバインドします。

アップデートテンプレート

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルはテンプレートのプロ

パティをすべて継承し、そのテンプレートへの接続をそのまま保持します。アップデート

テンプレートを変更すると、このテンプレートから作成されたサービスプロファイルが自

動的にアップデートされます。
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初期テンプレートと標準のサービスプロファイルから作成されたサービスプロファイルは、

[リセット (Reset)]がクリックされると、順次プール内で使用可能な最小の IDを取得します。

アップデートテンプレートから作成されたサービスプロファイルは、[リセット (Reset)]がク
リックされると、順次プール内のより小さい IDが未使用の場合でも、同じ IDを保持します。

Note

サービスプロファイルテンプレートの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルテンプレートを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile Template]を選択します。

ステップ 5 [Identify Service Profile Template]パネルで、サービスプロファイルの [Name]、[Type]、[UUID
Assignment]を指定し、[Next]をクリックします。

このサービスプロファイルテンプレートの説明（任意）を入力できます。

サービスプロファイルテンプレートをすばやく作成するには、名前を指定した後に

[Finish]をクリックします。CiscoUCSManagerは、指定された名前とすべてのシステ
ムデフォルト値を使用して、新しいサービスプロファイルテンプレートを作成しま

す。

（注）

ステップ 6 （任意）[Networking]パネルで、[Dynamic vNIC Connection Policy]と [LAN Connectivity]セク
ションに必要な情報を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからダイナミック vNIC接続ポリシーおよび LAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 7 （任意）[Storage]パネルで、SAN設定情報（[Local Storage Policy]、[SAN Connectivity]、
[WWNN]、[vHBAs]など）を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからローカルディスク設定ポリシーおよび SAN接続ポリシーを作成できます。

ステップ 8 （任意）[Zoning]パネルで、必要なゾーン分割情報を指定して [Next]をクリックします。

このパネルから vHBAイニシエータグループを作成できます。

ステップ 9 （オプション）[vNIC/vHBA Placement]パネルで、配置方法と PCI順序を指定して [Next]をク
リックします。

このパネルから配置ポリシーを作成できます。
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ステップ 10 （オプション）[Server Boot Order]パネルで、ドロップダウンリストから [Boot Policy]を指定
して [Next]をクリックします。

このパネルからブートポリシーを作成できます。

ステップ 11 （任意）[MaintenancePolicy]パネルで、メンテナンスポリシーを指定して [Next]をクリックし
ます。

このパネルから、新しいメンテナンスポリシーを作成してメンテナンススケジュールを指定

できます。

ステップ 12 （任意）[Server Assignment]パネルで、ドロップダウンリストの [Pool Assignment]と、割り当
てに適用する電源状態を指定して、[Next]をクリックします。

このパネルからサーバプールまたはホストファームウェアパッケージを作成できます。

ステップ 13 （オプション）[Operational Policies]パネルで、[BIOSConfiguration]、[External IPMIManagement
Configuration]、[Management IP Address]、[Monitoring Configuration(Thresholds)]、[Power Control
Policy Configuration]、[Scrub Policy]などのシステムの動作情報を指定して [Finish]をクリック
します。

アウトバンド IPv4アドレス、またはインバンド IPv4または IPv6アドレスをセット
アップするには、それぞれのタブをクリックして、必須フィールドに入力します。

（注）

これらの各設定に必要なポリシーが見つからない場合は、このパネルで作成できます。

サービスプロファイルテンプレートから1つ以上のサービスプロファ
イルの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルのベースとして使用するサービスプロファイルテンプレートを含む組
織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 プロファイルの作成元となるサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、[Create
Service Profiles From Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Service Profiles From Template]ダイアログボックスで、必要なフィールドに値を入力し
ます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作

成

始める前に

Cisco UCSManagerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが
存在する必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となる
テンプレートを選択します。

ドロップダウンリストには、選択したブレードサーバと互換性のあるサービス

プロファイルテンプレートだけが表示されます。

（注）

d) [OK]をクリックします。

ラックマウントサーバのテンプレートベースのサービスプロファイ

ルの作成

始める前に

Cisco UCSManagerには、適切な値の設定された正規のサービスプロファイルテンプレートが
存在する必要があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
192

サービスプロファイル

ブレードサーバのテンプレートベースのサービスプロファイルの作成



手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers]の順に展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack
Enclosure rack_enclosure_number] > [Servers]の順に展開します。

（注）

ステップ 3 テンプレートベースのサービスプロファイルを作成するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Create Service Profile]をクリックします。

ステップ 6 [Create Service Profile for Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) ラジオボタンをクリックします。
b) [Name]フィールドに、サービスプロファイルの一意の名前を入力します。

この名前には、2～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とス
ペースは使用できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよ

びサービスプロファイルテンプレートで一意であることが必要です。

c) ドロップダウンリストで、このサーバに関連付けるサービスプロファイルの作成元となる
テンプレートを選択します。

d) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルからのサービスプロファイルテンプレートの

作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 テンプレートのベースとして使用するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開し
ます。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 テンプレートの作成元となるサービスプロファイルを右クリックし、[Create a Service Profile
Template]を選択します。

ステップ 5 [Create Template From Service Profile]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力しま
す。
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルのアセットタグの設定

手順

ステップ 1 [Servers] > [Service Profiles]を選択します。

ステップ 2 アセットタグを作成するノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備わっていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Asset Tag]フィールドに、サーバを識別する名前を入力します。

この名前には 2～ 32文字の英数字を使用できます。次を除く任意の特殊文字またはスペース
を使用できます。`（アクセント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重
引用符）、=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できませ
ん。

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 6 変更を反映するため、サーバを手動でリブートします。

サービスプロファイルテンプレートタスク

サービスプロファイルテンプレートへのサービスプロファイルのバ

インディング

サービスプロファイルをサービスプロファイルテンプレートにバインドすることができます。

サービスプロファイルをテンプレートにバインドした場合、Cisco UCS Managerにより、サー
ビスプロファイルテンプレートに定義された値を使って、サービスプロファイルが設定され

ます。既存のサービスプロファイル設定がサービスプロファイルテンプレートに一致しない

場合、Cisco UCS Managerにより、サービスプロファイルが再設定されます。バインドされた
サービスプロファイルの設定は、関連付けられたテンプレートを使用してのみ変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 バインドするサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドするサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Bind to a Template]をクリックします。

ステップ 7 [Bind to a Service Profile Template]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Service Profile Template]ドロップダウンリストから、サービスプロファイルにバインドす
るテンプレートを選択します。

b) [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのサービスプロファイルの

バインド解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 バインドを解除するサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 バインドを解除するサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Unbind from the Template]をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートの UUIDの変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDを変更するサービスプロファイルテンプレートを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 UUID割り当てを変更するサービスプロファイルテンプレートを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change UUID]をクリックします。

ステップ 7 [UUID Assignment]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製
造元によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サー
ビスプロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサー
バに一致するように変更されます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プー
ルから UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUID
の合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルに割り当てられた UUIDの、サービスプロファ
イルテンプレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられている UUIDサフィックスプー
ルを変更しても、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられている

UUIDは Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しく
サービスプロファイルに割り当てられたプールからUUIDを割り当て、関連付けられたサーバ
に反映させるには、UUIDをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連
付けられたサーバに割り当てられている UUIDは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、UUID接尾辞プールから割り当てられた UUIDがインクルードされている。

• UUID接尾辞プール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が
空でない場合です。

• UUIDの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 UUIDをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを展
開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 関連付けられたサーバのUUIDを別のUUID接尾辞プールにリセットする必要があるサービス
プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset UUID]をクリックします。

この処理が表示されない場合、そのサービスプロファイルのUUID設定はUUIDのリセット要
件を満たしていません。

ステップ 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

vNICに割り当てられたMACアドレスの、サービスプロファイルテン
プレートのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているMACプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているMACアドレ
スはCiscoUCSManagerによって変更されません。CiscoUCSManagerを使用して、新しくサー
ビスプロファイルに割り当てられたプールからMACアドレスを割り当て、関連付けられた
サーバに反映させるには、MACアドレスをリセットする必要があります。サービスプロファ
イルおよび関連付けられたサーバに割り当てられているMACアドレスは、次の状況でのみリ
セットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、MACプールからMACアドレスが割り当てられている。

• MACプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空でな
い場合です。

• MACアドレスの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 MACアドレスをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応する
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]を展開します。

ステップ 5 リセットするMACアドレスに対応する vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Actions]領域で [Reset MAC Address]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

vHBAに割り当てられたWWPNの、サービスプロファイルテンプレー
トのプールからのリセット

更新中のサービスプロファイルテンプレートに割り当てられているWWPNプールを変更して
も、そのテンプレートで作成されたサービスプロファイルに割り当てられているWWPNは
Cisco UCSManagerによって変更されません。Cisco UCSManagerを使用して、新しくサービス
プロファイルに割り当てられたプールからWWPNを割り当て、関連付けられたサーバに反映
させるには、WWPNをリセットする必要があります。サービスプロファイルおよび関連付け
られたサーバに割り当てられているWWPNは、次の状況でのみリセットできます。

•サービスプロファイルが更新中のサービスプロファイルテンプレートから作成されてい
て、WWPNプールからWWPNが割り当てられている。

• WWPNプール名がサービスプロファイルで指定されている。たとえば、プール名が空で
ない場合です。

• WWPNの値が 0でない（サーバハードウェアに由来しない）。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 WWPNをリセットするサービスプロファイルがインクルードされた組織に対応するノードを
展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 リセットするWWPNに対応する vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
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ステップ 7 [Actions]領域で [Reset WWPN]をクリックします。

ステップ 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートからのインバンド設定の削除

この手順では、サービスプロファイルテンプレートからインバンド管理 IPアドレスの設定を
削除します。このアクションがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていま

せん。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [Service_Profile_Template_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

ステップ 5 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートのインバンド管理 IPアドレスの設定が削除されます。

サービスプロファイルのアソシエーション

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルとブレードサーバまたはサーバプールを関連付けなかった場

合、またはサービスプロファイルを関連付けるブレードサーバまたはサーバプールを変更す

る場合には、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 新しいサーバまたはサーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 サーバに関連付けるサービスプロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile]を選択
します。

ステップ 5 [Associate Service Profile]ダイアログボックスで、次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ドロップダウンリストからサーバプールを選択します。 Cisco UCS
Managerは、このプールから取得したサーバをサービスプロファイル
に割り当てます。

サーバプール

ステップ 7に進みます。

ナビゲーションツリーで適切な使用可能サーバに移動し、サービスプ

ロファイルに割り当てるサーバを選択します。

[サーバ（Server）]

ステップ 7に進みます。

サービスプロファイルに割り当てられるサーバが含まれるシャーシお

よびスロットを指定します。サーバがスロット内に存在しない場合、

[Custom Server]

またはそれ以外の理由で使用できない場合、サービスプロファイル

は、サーバが使用できるようになったらサーバに関連付けられます。

ステップ 6に進みます。

ステップ 6 [Custom Server]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [Chassis Id]フィールドに、選択したサーバが配置されるシャーシの番号を入力します。
b) [Server Id]フィールドで、選択したサーバが配置されているスロットの番号を入力します。

ステップ 7 サーバに関連付けられた後にサービスプロファイルの移行を制限する場合は、[RestrictMigration]
チェックボックスをオンにします。

移行を制限しない場合、既存のサービスプロファイルを移行する前に、Cisco UCS Managerに
よる新規サーバの互換性チェックは実行されません。両方のハードウェアが似ていない場合、

関連付けが失敗することがあります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルテンプレートとサーバプールの関連付け

作成時にサービスプロファイルテンプレートとサーバプールを関連付けなかった場合、また

はこのテンプレートから作成されたサービスプロファイルに関連付けるサーバプールを変更

する場合には、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。
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ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルが含まれている組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールに関連付けるサービスプロファイルテンプレートを右クリックして、[Associate
with Server Pool]を選択します。

[Associate with Server Pool]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 5 [Pool Assignment]ドロップダウンリストの [Server Pool]セクションから、サーバプールを選択
します。

[Assign Later]を選択すると、サービスプロファイルテンプレートはサーバプールに関連付け
られません。

ステップ 6 （任意） [Select Qualification]ドロップダウンリストから、このテンプレートで作成したサー
ビスプロファイルに関連付けられているサーバに適用するサーバプールポリシー資格情報を

選択します。

ステップ 7 [OK]をクリックします。

サービスプロファイルとサーバまたはサーバプールの関連付け解除

サービスプロファイルの関連付けを解除すると、CiscoUCSManagerにより、サーバのオペレー
ティングシステムのシャットダウンが試みられます。適度な時間が経過してもオペレーティン

グシステムがシャットダウンされない場合は、Cisco UCS Managerにより、サーバが強制的に
シャットダウンされます。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サーバまたはサーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織の
ノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバとの関連付けを解除するサービスプロファイルを右クリックし、[Disassociate Service
Profile]を選択します。

ステップ 5 [Disassociate Service Profile]ダイアログボックスで、[Yes]をクリックしてサービスプロファイ
ルの関連付けを解除することを確認します。

ステップ 6 (Optional)サーバのステータスおよび有限状態マシン（FSM）をモニタして、アソシエーショ
ンの解除が完了したことを確認します。
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サーバプールからのサービスプロファイルテンプレートの関連付け

解除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Templates]の順に展開します。

ステップ 3 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルが含まれる組織のノードを展開
します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 サーバプールとの関連付けを解除するサービスプロファイルテンプレートを右クリックし、
[Disassociate Template]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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C H A P T E R 12
サーバ関連ポリシー

• BIOS設定, on page 203
•トラステッドプラットフォームモジュール, on page 284
•一貫したデバイスの命名（287ページ）
• CIMC Security Policies, on page 291
• Graphics Card Policies, on page 294
•ローカルディスクポリシー, on page 295
•永続メモリモジュール（309ページ）
•スクラブポリシー, on page 310
• DIMMエラー管理, on page 314
• Serial over LANポリシー設定, on page 316
•サーバ自動構成ポリシー, on page 318
•サーバディスカバリポリシー設定, on page 320
•サーバ継承ポリシー設定, on page 323
•サーバプールポリシー設定, on page 325
•サーバプールポリシー資格情報設定, on page 326
• vNIC/vHBA配置ポリシー設定, on page 333
• CIMCマウント vMedia（346ページ）

BIOS設定

Server BIOS Settings
Cisco UCS provides two methods for making global modifications to the BIOS settings on servers in an
Cisco UCSドメイン. You can create one or more BIOS policies that include a specific grouping of BIOS
settings that match the needs of a server or set of servers, or you can use the default BIOS settings for a
specific server platform.

Both the BIOS policy and the default BIOS settings for a server platform enable you to fine tune the BIOS
settings for a server managed by Cisco UCS Manager.
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Depending upon the needs of the data center, you can configure BIOS policies for some service profiles
and use the BIOS defaults in other service profiles in the same Cisco UCSドメイン, or you can use only
one of them. You can also use Cisco UCS Manager to view the actual BIOS settings on a server and
determine whether they are meeting current needs.

Cisco UCSManager pushes BIOS configuration changes through a BIOS policy or default BIOS settings
to the Cisco Integrated Management Controller (CIMC) buffer. These changes remain in the buffer and
do not take effect until the server is rebooted.

We recommend that you verify the support for BIOS settings in the server that you want to configure.
Some settings, such as Mirroring Mode for RAS Memory, are not supported by all Cisco UCS servers.

Note

Main BIOS Settings
The following table lists the main server BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or
the default BIOS settings:

DescriptionName

Properties

When the server is rebooted after you change one or more
BIOS settings.

If you enable this setting, the server is rebooted according to
the maintenance policy in the server's service profile. For
example, if the maintenance policy requires user
acknowledgment, the server is not rebooted and the BIOS
changes are not applied until a user acknowledges the pending
activity.

If you do not enable this setting, the BIOS changes are not
applied until the next time the server is rebooted, whether as
a result of another server configuration change or a manual
reboot.

Reboot on BIOS Settings Change

BIOS Setting

What the BIOS displays during Power On Self-Test (POST).
This can be one of the following:

• Disabled—The BIOS displays all messages and Option
ROM information during boot.

• Enabled—The BIOS displays the logo screen, but does
not display any messages or Option ROM information
during boot.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Quiet Boot
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DescriptionName

What happens when the server encounters a critical error
during POST. This can be one of the following:

• Disabled—The BIOS continues to attempt to boot the
server.

• Enabled—The BIOS pauses the attempt to boot the
server and opens the Error Manager when a critical error
occurs during POST.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

POST error pause

How the server behaves when power is restored after an
unexpected power loss. This can be one of the following:

• Stay Off—The server remains off until manually
powered on.

• Last State—The server is powered on and the system
attempts to restore its last state.

• Reset—The server is powered on and automatically reset.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Resume on AC power loss

Whether the power and reset buttons on the front panel are
ignored by the server. This can be one of the following:

• Disabled—The power and reset buttons on the front
panel are active and can be used to affect the server.

• Enabled—The power and reset buttons are locked out.
The server can only be reset or powered on or off from
the CIMC GUI.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Front panel lockout

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
205

サーバ関連ポリシー

Main BIOS Settings



DescriptionName

Consistent Device Naming allows Ethernet interfaces to be
named in a consistent manner. This makes Ethernet interface
names more uniform, easy to identify, and persistent when
adapter or other configuration changes are made.

Whether consistent device naming is enabled or not. This can
be one of the following:

• Disabled—Consistent device naming is disabled for the
BIOS policy.

• Enabled—Consistent device naming is enabled for the
BIOS policy. This enables Ethernet interfaces to be
named consistently.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CDN Control

プロセッサの BIOS設定

次の表は、BIOSポリシーまたはデフォルトの BIOS設定を介して行うことができるプロセッ
サの BIOS設定を示しています。

説明名前

プロセッサでインテルターボブーストテクノロジーを

使用するかどうか。このテクノロジーでは、仕様より

も低い電力、温度、または電圧でプロセッサが動作し

ていると、自動的にそのプロセッサの周波数が上がり

ます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの周波数は自動的
には上がりません。

• [enabled][Enabled]：必要に応じてプロセッサでTurbo
Boost Technologyが利用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Intel Turbo Boost Tech]
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説明名前

プロセッサで拡張版 Intel SpeedStepテクノロジーを使
用するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサ

の電圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。

このテクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発

生量が減少する可能性があります。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサの電圧または周波
数を動的に調整しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサでEnhanced Intel
SpeedStep Technologyが使用され、サポートされて
いるすべてのスリープ状態でさらに電力を節約す

ることが可能になります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel SpeedStep Tech]

プロセッサでインテルハイパースレッディングテクノ

ロジーを使用するかどうか。このテクノロジーでは、

マルチスレッドソフトウェアアプリケーションのス

レッドを各プロセッサ内で並列に実行できます。次の

いずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでのハイパースレッ
ディングを禁止します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの
並列実行を許可します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel HyperThreading Tech]
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説明名前

Intel Speed Selectテクノロジーを使用して CPUのパ
フォーマンスを向上させ、論理プロセッサコア、頻度、

および TDPスレッド設定の数に基づいて、3つの動作
プロファイルのいずれかで実行するCPUを調整し、基
本プラットフォームのデフォルト設定でパフォーマン

スを向上させます。これらのプロファイルは、高、中、

および低のコア設定に対応しており、次のいずれかに

なります。

•基本：プロセッサでは高度コア設定を使用します。

•オプション 1：プロセッサでは中度コア設定を使
用します。

•オプション2：プロセッサでは低コア設定を使用し
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

低コアプロファイルを使用すると、CPUを最大周波数
で動作させることができます。Intel速度の選択（275
ページ）設定例を参照してください。

Intel速度の選択

パッケージ内のCPUごとの論理プロセッサコアの状態
を設定します。この設定を無効にした場合は、Intel
Hyper Threading Technologyも無効になります。次のい
ずれかになります。

• [all]：すべての論理プロセッサコアの多重処理を
有効にします。

• 1～ n：サーバで実行可能な CPUあたりの論理プ
ロセッサコアの数を指定します。マルチプロセッ

シングを無効にして、サーバで動作するCPUごと
の論理プロセッサコアを 1つだけにするには、[1]
を選択します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[コア多重処理（Core Multi
Processing）]
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説明名前

サーバのメモリ領域を分類し、アプリケーションコー

ドを実行可能な場所を指定します。この分類の結果、

悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しようと

した場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および

特定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃

を防止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがメモリ領域を分
類しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがメモリ領域を分類
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable Bit]

プロセッサで Intel Virtualization Technologyを使用する
かどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプ

リケーションをそれぞれ独立したパーティション内で

実行できます。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、複数のオペレー
ティングシステムをそれぞれ独立したパーティショ

ン内で実行できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

このオプションを変更した場合は、設定を有

効にするためにサーバの電源を再投入する必

要があります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]
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説明名前

Whether the processor allows the Intel hardware prefetcher
to fetch streams of data and instruction from memory into the
unified second-level cache when necessary. This can be one
of the following:

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CPU Performancemust be set toCustom in order
to specify this value. For any value other than
Custom, this option is overridden by the setting in
the selected CPU performance profile.

（注）

[Hardware Prefetcher]

Whether the processor fetches cache lines in even/odd pairs
instead of fetching just the required line. This can be one of
the following:

• [disabled][Disabled]：プロセッサで必要な行のみを
取得します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで必要な行およびペ
アの行の両方を取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CPU Performancemust be set toCustom in order
to specify this value. For any value other than
Custom, this option is overridden by the setting in
the selected CPU performance profile.

（注）

[Adjacent Cache Line Prefetcher]
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説明名前

Whether the processor uses the DCU IP Prefetch mechanism
to analyze historical cache access patterns and preload the
most relevant lines in the L1 cache. This can be one of the
following:

• [disabled][Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み
取り要求を予測しようとせず、明示的に要求され

た行のみを取得します。

• [enabled][Enabled]：DCUPrefetcherでキャッシュ読
み取りパターンを分析し、必要と判断した場合に

キャッシュ内の次の行を事前に取得します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU Streamer Prefetch]

Whether the processor uses the DCU IP Prefetch mechanism
to analyze historical cache access patterns and preload the
most relevant lines in the L1 cache. This can be one of the
following:

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：DCUIP Prefetcherで最も関連性
が高いと判断されたデータを含むL1キャッシュを
プリロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DCU IP Prefetcher]

KTIプリフェッチは、DDRバス上でメモリ読み込みが
早期に開始されるようにするメカニズムです。これは

次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：KTIPrefetcherで最も関連性が高
いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプリ
ロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[KTI Prefetch]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサがLLCプリフェッチメカニズムを使用して
日付を LLCにフェッチするかどうか。次のいずれかに
なります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサでキャッシュデー
タをプリロードしません。

• [enabled][Enabled]：LLCPrefetcherで最も関連性が
高いと判断されたデータを含むL1キャッシュをプ
リロードします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[LLCPrefetch]ドロップダウンリスト

XPTプリフェッチを使用して、最後のレベルのキャッ
シュに読み取り要求を送信できるようにして、その要

求のコピーをメモリコントローラのプリフェッチャに

発行するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUは XPT Prefetchオプショ
ンを使用しません。

• [enabled][Enabled]：CPUはXPT Prefetcherオプショ
ンを有効にします。

•自動化：CPU自動化では XPT Prefetcherオプショ
ンを有効にします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[XPTPrefetch]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマン
スを向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：データはI/Oデバイスから直
接プロセッサキャッシュには入れられません。

• [enabled][Enabled]：データはI/Oデバイスから直接
プロセッサキャッシュに入れられます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Direct Cache Access]

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ること

ができるかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：システムは、アイドル時にも
高パフォーマンス状態を維持します。

• [enabled][Enabled]：システムはDIMMや CPUなど
のシステムコンポーネントへの電力を低減できま

す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートする

かどうかについては、オペレーティングシステムのベ

ンダーに問い合わせることを推奨します。

[Processor C State]
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説明名前

C1に入ってプロセッサが最低周波数に遷移できるよう
にします。この設定は、サーバをリブートするまで有

効になりません。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：CPUは C1状態でも引き続き
最大周波数で動作します。

• [enabled][Enabled]：CPUは最小周波数に移行しま
す。このオプションでは、C1状態での最大電力量
が削減されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C1E]

プロセッサからオペレーティングシステムにC3レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC3レポートを
OSに送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC3レポートを
送信しません。

• [acpi-c2][ACPI C2]：プロセッサからAdvanced
Configuration and Power Interface（ACPI）C2フォー
マットを使用して C3レポートを送信します。

• [acpi-c3][ACPIC3]：プロセッサからACPIC3フォー
マットを使用して C3レポートを送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

CiscoUCSB440 Serverの場合、[BIOS Setup]メニューで
これらのオプションに対して [enabled]と [disabled]が
使用されます。[acpi-c2]または [acpi-c2]を指定すると、
このサーバではそのオプションの BIOS値に [enabled]
が設定されます。

[Processor C3 Report]
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説明名前

プロセッサからオペレーティングシステムにC6レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC6レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC6レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C6 Report]

プロセッサからオペレーティングシステムにC7レポー
トを送信するかどうか。次のいずれかになります。

• [c7][C7]：プロセッサからC7フォーマットを使用
してレポートを送信します。

• [c7s][C7s]：プロセッサからC7sフォーマットを使
用してレポートを送信します。

• [disabled][Disabled]：プロセッサからC7レポートを
送信しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサからC7レポートを
送信します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor C7 Report]ドロップダウン
リスト

CMCIの生成を有効にします。次のいずれかになりま
す。

• [disabled][Disabled]：プロセッサはCMCIを無効に
します。

• [enabled][Enabled]：プロセッサはCMCIを有効にし
ます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Processor CMCI]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

サーバのCPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。次のいずれかになります。

• [Custom]：

• [enterprise][Enterprise]：M3以降のサーバに対して、
すべてのプリフェッチャとデータの再利用がイネー

ブルになります。

• [high-throughput][High Throughput]：データの再利
用とDCUIPプリフェッチャはイネーブルになり、
他のすべてのプリフェッチャはディセーブルにな

ります。

• [hpc][HPC]：プリフェッチャはすべてイネーブルに
なり、データの再利用はディセーブルになります。

この設定はハイパフォーマンスコンピューティン

グとも呼ばれます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[CPU Performance]

平均修復時間（MTRR）変数の数を選択できます。次
のいずれかになります。

• [auto-max][AutoMax]：BIOSはプロセッサのデフォ
ルト値を使用します。

• 8：BIOSはMTRR変数に指定された数を使用しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Max Variable MTRR Setting]
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説明名前

Application Policy Infrastructure Controller（APIC）アー
キテクチャタイプを設定できます。次のいずれかにな

ります。

• [disabled][Disabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を無効にします。

• [enabled][Enabled]：プロセッサがローカルX2APIC
を有効にします。

• [xapic][XAPIC]：標準のxAPICアーキテクチャを使
用します。

• [x2apic][X2APIC]：拡張x2APICアーキテクチャを
使用してプロセッサの32ビットアドレス指定能力
をサポートします。

• [auto][Auto]：検出されたxAPICアーキテクチャを
自動的に使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Local X2 APIC]
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説明名前

Enables you to configure the CPU powermanagement settings
for the following options:

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

Power Technology can be one of the following:

• [disabled][Disabled]：サーバでCPU電源管理は実行
されず、前述の BIOSパラメータの設定が無視さ
れます。

• [Energy Efficient]：前述のBIOSパラメータに最適
な設定が決定され、これらのパラメータの個々の

設定は無視されます。

• [performance][Performance]：サーバは前述のBIOS
パラメータのパフォーマンスを自動的に最適化し

ます。

• [custom][Custom]：サーバは前述のBIOSパラメー
タの個々の設定を使用します。これらの BIOSパ
ラメータのいずれかを変更する場合は、このオプ

ションを選択する必要があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Power Technology]

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
218

サーバ関連ポリシー

プロセッサの BIOS設定



説明名前

Allows you to determine whether system performance or
energy efficiency is more important on this server. This can
be one of the following:

• [performance][Performance]：サーバでは、すべての
サーバコンポーネントに全電力を常時提供します。

このオプションでは、最高レベルのパフォーマン

スが維持され、最大量の電力が必要となります。

• [balanced-performance][BalancedPerformance]：サー
バは、すべてのサーバコンポーネントに、パフォー

マンスと電力のバランスを保つのに十分な電力を

提供します。

• [balanced-energy][BalancedEnergy]：サーバは、すべ
てのサーバコンポーネントに、パフォーマンスと

電力のバランスを保つのに十分な電力を提供しま

す。

• [energy-efficient][EnergyEfficient]：サーバは、すべ
てのサーバコンポーネントに提供する電力を少な

くし、電力消費を抑えます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Power Technology must be set to Custom or the
server ignores the setting for this parameter.

（注）

[Energy Performance]

Whether the CPU is allowed to drop below the maximum
non-turbo frequency when idle. This can be one of the
following:

• [disabled][Disabled]：アイドル中にCPUをターボを
除く最大周波数よりも低くできます。このオプショ

ンでは電力消費が低下しますが、システムパフォー

マンスが低下する可能性があります。

• [enabled][Enabled]：アイドル状態のときにCPUを
最大非ターボ周波数よりも低くできません。この

オプションではシステムパフォーマンスが向上し

ますが、消費電力が増加することがあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Frequency Floor Override]
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説明名前

Allows you to define how BIOS communicates the P-state
support model to the operating system. There are 3 models as
defined by the Advanced Configuration and Power Interface
(ACPI) specification.

• [hw-all][HWALL]：プロセッサハードウェアが、依
存性のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべ

ての論理プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• [sw-all][SWALL]：OSPowerManager（OSPM）が、
依存性のある論理プロセッサ（物理パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。すべての論理プロセッサで遷移を開始する

必要があります。

• [sw-any][SWANY]：OS Power Manager（OSPM）
が、依存性のある論理プロセッサ（パッケージ内

のすべての論理プロセッサ）間の P-stateを調整し
ます。ドメイン内の任意の論理プロセッサで遷移

を開始する場合があります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Power Technology must be set to Custom or the
server ignores the setting for this parameter.

（注）

[P STATE Coordination]

Allows you to tune the system settings between the memory
bandwidth and power consumption. This can be one of the
following:

• [auto][Auto]：CPUがDRAMクロックスロットリン
グ設定を決定します。

• [balanced][Balanced]：DRAMクロックスロットリ
ングを低下させ、パフォーマンスと電力のバラン

スをとります。

• [performance][Performance]：DRAMクロックスロッ
トリングはディセーブルです。追加の電力をかけ

てメモリ帯域幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[DRAM Clock Throttling]
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説明名前

このオプションでは、外部クロックジェネレータのク

ロック拡散スペクトルを有効または無効にすることが

できます。

Cisco Bシリーズサーバおよび SシリーズM5サーバの
場合、このオプションはデフォルトで無効になってい

ます。Cisco Cシリーズラックサーバでは、デフォル
トで有効になっています。

• [無効 (Disabled)]—クロック拡散スペクトルのサ
ポートは使用できません。

• [Enabled(有効)]—クロック拡散スペクトルのサポー
トは常に使用できます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[External SSC enable]ドロップダウン
リスト

Whether the CPU divides memory blocks and spreads
contiguous portions of data across interleaved channels to
enable simultaneous read operations. This can be one of the
following:

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1 Way]：

• [2-way][2Way]：

• [3-way][3Way]：

• [4-way][4-way]：最大量のチャネルインターリーブ
が使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Channel Interleaving]
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説明名前

Whether the CPU interleaves physical ranks of memory so
that one rank can be accessed while another is being refreshed.
This can be one of the following:

• [auto][Auto]：実行するインターリーブはCPUによっ
て決定されます。

• [1 Way]：

• [2-way][2Way]：

• [4-way][4-way]

• [8-way][8Way]：最大量のランクインターリーブが
使用されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Rank Interleaving]ドロップダウンリ
スト

CPUがサブNUMAクラスタリングをサポートするかど
うか。そのクラスタリングでは、タグディレクトリと

メモリチャネルは常に同じ領域にあります。次のいず

れかになります。

• [disabled][Disabled]：サブNUMAクラスタリングは
発生しません。

• [enabled][Enabled]：サブNUMAクラスタリングが
発生します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Sub NUMA Clustering]ドロップダウ
ンリスト

この BIOSオプションは、Integrated Memory Controller
（IMC）間のインターリーブを制御します。

• [1-way Interleave]：インターリーブはありません。

• [2-way Interleave]：2つの IMC間でアドレスがイン
ターリーブされます。

• [Auto]：CPUが IMCのインターリーブモードを決
定します。

• [Platform Default]：BIOSは、サーバタイプとベン
ダーの BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

[IMC Interleave]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるように、

CPUが物理メモリをインターリーブするかどうか。次
のいずれかになります。

• [2-way-node-interleave][2Way Node Interleave]：

• [4-way-node-interleave][4Way Node Interleave]

• [Numa - 1 Way Node Interleave]

• [8-way-node-interleave][8Way interleaving Inter Socket]

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Memory Interleaving]

Whether the system corrects single bit memory errors
encountered when the CPU or I/O makes a demand read. This
can be one of the following:

• [disabled][Disabled]：1ビットメモリエラーは修正
されません。

• [enabled][Enabled]：1ビットメモリエラーがメモリ
内部で修正され、修正されたデータが、読み取り

要求への応答として設定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Demand Scrub]
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説明名前

Whether the system actively searches for, and corrects, single
bit memory errors even in unused portions of the memory on
the server. This can be one of the following:

• [disabled][Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み
取りまたは書き込みを行うときのみ、システムは

メモリの ECCエラーをチェックします。

• [enabled][Enabled]：システムは定期的にメモリを読
み書きしてECCエラーを探します。エラーが見つ
かると、システムは修正を試みます。このオプショ

ンにより、単一ビットエラーは複数ビットエラー

になる前に修正される場合がありますが、パトロー

ルスクラブの実行時にパフォーマンスが低下する

場合もあります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Patrol Scrub]

次のいずれかになります。

• [disabled][無効（Disabled）]：

• [enabled][有効（Enabled）]：

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

DCPMMファームウェアのダウング
レード

Thermal Design Power (TDP)のカスタマイズされた値を
設定できます。次のいずれかになります。

•自動：プロセッサの定格 TDP値を使用します。

•手動：TDP値をカスタマイズできます。

設定可能な TDPコントロール
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説明名前

物理サーバがインストールされている地点のおよその

海抜（m単位）。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：物理的な高度をCPUが決定します。

• [300-m][300M]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900-m][900M]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500-m][1500M]：サーバは、海抜約 1500mです。

• [3000-m][3000M]：サーバは、海抜約 3000mです。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Altitude]
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説明名前

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

C220M4、C240M4、C460M4、および S3260
M4サーバの場合は、パッケージ Cの状態制

（注）

限を制限なし、またはプラットフォームのデ

フォルトに設定することを推奨します。

パッケージCの状態制限制限なしに変更する
場合は、パワーテクノロジーがカスタムに設

定されていることを確認します。

• [auto][Auto]：物理的な高度をCPUが決定します。

• [no-limit][NoLimit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

• [c0][C0]：サーバでは、すべてのサーバコンポーネ
ントに全電力を常時提供します。このオプション

では、最高レベルのパフォーマンスが維持され、

最大量の電力が必要となります。

• [c1][C1]：CPUがアイドル状態の場合、システム
は、わずかに電力消費を削減します。このオプショ

ンでは、必要な電力がC0よりも少なく、サーバは
すばやくハイパフォーマンスモードに戻ることが

できます。

• [c3][C3]：CPUのアイドル時に、システムは C1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c6][C6]：CPUのアイドル時に、システムは C3オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。このオプションを使用すると、C0、C1、また
はC3よりも電力量が節約されますが、サーバがフ
ルパワーに戻るまでにパフォーマンス上の問題が

発生する可能性があります。

• [c2][C2]：CPUのアイドル時に、システムは C1オ
プションの場合よりもさらに電力消費を減らしま

す。この場合、必要な電力は C1または C0よりも
少なくなりますが、サーバがハイパフォーマンス

モードに戻るのに要する時間が少し長くなります。

• [c7][C7]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
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説明名前

ネントが使用できる電力量を最小にします。この

オプションでは、節約される電力量が最大になり

ますが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻

るのに要する時間も最も長くなります。

• [c7s][C7s]：CPUのアイドル時に、サーバはコンポー
ネントが使用できる電力量を最小にします。この

オプションでは、C7よりも多い電力を節約できま
すが、サーバがハイパフォーマンスモードに戻る

のに要する時間も最も長くなります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

プロセッサのHardware PowerManagement（HWPM）を
イネーブルにします。次のいずれかになります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• [disabled][Disabled]：HWPMがディセーブルになり
ます。

• [hwpm-native-mode][HWPM Native Mode]：HWPM
ネイティブモードがイネーブルになります。

• [hwpm-oob-mode][HWPMOOBMode]：HWPMアウ
トオブボックスモードがイネーブルになります。

• [Native Mode with no Legacy]（GUIのみ）

[CPU Hardware Power Management]ド
ロップダウンリスト

BIOSまたはOSによってエネルギーパフォーマンスの
バイアス調整をオンにできるかどうかを指定します。

オプションは [BIOS]と [OS]です。

• [BIOS]：

• [OS]：

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Energy Performance Tuning]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

この機能を使用すると、ワークロードを最適化できま

す。オプションは [Balanced]と [I/O Sensitive]です。

• [Balanced]：

• [IO Sensitive]：

• [NUMA]：（GUIのみ）

• [UMA]：（GUIのみ）

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Balanced]を使用することを推奨します。

[WorkloadConfiguration]ドロップダウ
ンリスト

AMDプロセッサがアイドル状態（ほとんど使用されて
いない状態）のときにコアの周波数を上げるかどうか

を指定します。次のいずれかになります。

• [Auto]：パフォーマンスをブーストする方法をCPU
で自動的に決定します。

• [Disabled]：CPUにより自動的にブーストパフォー
マンスが決定されます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Core Performance Boost]ドロップダ
ウンリスト

プロセッサの非コア部分の周波数のスケーリングを設

定できます。これは次のいずれかになります。

• [有効(Enabled)]]:プロセッサのコア以外の周波数
を、負荷に基づいて上下します。(デフォルト)

• [無効 (Disabled)]:プロセッサのコア以外の周波数
を固定します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[非コア周波数スケーリング (Uncore Frequency Scaling)]
の固定の上限値と下限値については、『Intel® Dear
Customer Letter (DCL)』を参照してください。

[非コア周波数スケーリング (Uncore
Frequency Scaling)]ドロップダウンリ
スト

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
229

サーバ関連ポリシー

プロセッサの BIOS設定



説明名前

プロセッサの温度設計電力 (TDP)値の調整を可能にし
ます。プロセッサの動作とパフォーマンスレベルを変

更することにより、プロセッサの消費電力とTDPを同
時に調整できます。したがって、プロセッサは、使用

可能な冷却容量と望ましい消費電力に応じて、パフォー

マンスレベルが高いまたは低い方で動作します。

これは次のいずれかになります。

• [通常 (normal)]: CPUは通常のパフォーマンスレベ
ルで動作します。(デフォルト)

• [レベル 1 (Level 1)]

• [レベル 2 (Level 2)]

TDPレベルの値については、『Intel® Dear
CustomerLetter (DCL)』を参照してください。

（注）

[TDPの設定（Config TDP）]ドロッ
プダウンリスト

複数のソケット間での Intel Ultra Path Interconnect (UPI)
リンク速度の設定を可能にします。これは次のいずれ

かになります。

• [自動 (auto)]]:最適なリンク速度を自動的に設定し
ます。(デフォルト)

• [9.6 GT/s]:このオプションは、最適なリンク速度
として 9.6GT/sを使用します。

• [10.4 GT/s]:このオプションは、最適なリンク速度
として 10.4GT/sを使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[UPIリンク周波数選択 (UPI Link
Frequency Select)]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

AMDプロセッサが IOベースのCステートジェネレー
ションおよびDFCステートを制御するかどうかです。
これは次のいずれかになります。

• [Auto]：CPUで IOベースのCステートの生成方法
を自動的に決定します。

• [Disabled]：グローバルCステートの制御が無効に
なります。

• [Enabled]：グローバルCステートの制御が有効に
なります。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Global C-state Control]ドロップダウ
ンリスト

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、L1キャッシュに入れることを許可するかど
うか。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L1 Stream HW Prefetcher]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

プロセッサで、AMDハードウェアプリフェッチャが
必要に応じてメモリからデータおよび命令ストリーム

を取得し、L2キャッシュに入れることを許可するかど
うかを指定します。次のいずれかになります。

• [auto][Auto]：CPUは、I/Oデバイスからプロセッサ
キャッシュにデータを配置する方法を決定します。

• [disabled][Disabled]：ハードウェアプリフェッチャ
は使用しません。

• [enabled][Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問
題が検出されたときにハードウェアプリフェッチャ

を使用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[L2 Stream HW Prefetcher]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

物理メモリの更新中に別のメモリにアクセスできるよ

う、AMD CPUがメモリをインターリーブするかどう
かを指定します。このオプションは、ファブリックレ

ベルでメモリのインターリーブを制御します。チャネ

ル、ダイ、ソケットの要件はメモリによって異なるた

め、選択したオプションがメモリでサポートされない

場合これらは無視されます。次のいずれかを選択でき

ます。

• [Auto]：CPUがメモリのインターリーブの方法を
決定します。

• [Channel]：各チャネルに単一の連続したアドレス
空間を配置するのではなく、複数のチャネル全体

に物理アドレス空間をインターリーブします。

• [Die]：各ダイに単一の連続したアドレス空間を配
置するのではなく、複数のダイ全体に物理アドレ

ス空間をインターリーブします。

• [None]：同一の物理メモリから連続したメモリブ
ロックにアクセスします。

• [Socket]：各ソケットに単一の連続したアドレス空
間を配置するのではなく、複数のソケット全体に

物理アドレス空間をインターリーブします。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMD Memory Interleaving]ドロップ
ダウンリスト
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説明名前

インターリーブされるメモリブロックのサイズを決定

します。また、インターリーブの開始アドレス（ビッ

ト 8、9、10、11）も指定します。次のいずれかになり
ます。

• 1 KB

• 2 KB

• 256バイト

• 512バイト

•自動: CPU、メモリブロックのサイズを決定しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[AMD Memory Interleaving Size]ド
ロップダウンリスト

ノード 0に選択するDRAMチップ経由でメモリブロッ
クがインターリーブされるかどうか。次のいずれかに

なります。

• [Auto]：CPUでチップセレクトのインタリーブの
方法を自動的に決定します。

• [Disabled]：チップの選択は、メモリコントローラ
内でインターリーブされません。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Chipselect Interleaving]ドロップダ
ウンリスト

物理アドレスをアプリケーションに割り当てる方法を

決定します。次のいずれかになります。

• [Auto]：アプリケーションへの物理アドレスの割
り当て方法を CPUで自動的に決定します。

• [Disabled]：バンクグループスワップは使用され
ません。

• [Enabled]：バンクグループスワップによりアプリ
ケーションのパフォーマンスを向上させます。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Bank Group Swap]ドロップダウン
リスト
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説明名前

AMDプロセッサにより動作方法を決定できます。次の
いずれかになります。

• [Auto[：CPUはデフォルトの決定論的な電源設定
を自動で使用します。

• [Performance]：プロセッサは、最適なパフォーマ
ンスかつ一貫した方法で動作します。

• [Power]：プロセッサは、ダイごとに許容される最
大のパフォーマンスで動作します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Determinism Slider]ドロップダウン
リスト

出入力メモリ管理ユニット（IOMMU）により、AMD
プロセッサが物理アドレスへ仮想アドレスをマッピン

グすることが可能です。次のいずれかになります。

• [Auto]：これらのアドレスのマッピング方法をCPU
で決定します。

• [Disabled]：IOMMUは使用されません。

• [Enabled]：IOMMUによりアドレスマッピングを
行います。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[IOMMU]ドロップダウンリスト
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説明名前

AMDプロセッサコアを無効にしているため、有効に
するコアの数を選択できます。次のいずれかになりま

す。

• [FOUR（2+2）]：各 CPUコンプレックスで 2つの
コアを有効にします。

• [FOUR（4+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 4つのコアを有効にします。

• [SIX（3+3）]：各 CPUコンプレックスで 3つのコ
アを有効にします。

• [THREE（3+0）]：片方の CPUコンプレックスの
みで 3つのコアを有効にします。

• [TWO（1+1）]：各 CPUコンプレックスで 1つの
コアを有効にします。

• [TWO（2+0）]：片方の CPUコンプレックスのみ
で 2つのコアを有効にします。

• [Auto]：有効化する必要のあるコアの数を CPUで
判断します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[Downcore control]ドロップダウンリ
スト

プロセッサが AMDセキュア仮想マシンテクノロジを
使用するかどうか。次のいずれかを選択できます。

• [Disabled]：プロセッサで SVMテクノロジーを使
用しません。

• [Enabled]：プロセッサで SVMテクノロジーを使
用します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SVM Mode]ドロップダウンリスト
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説明名前

プロセッサで AMD Simultaneous MultiThreadingテクノ
ロジーを使用するかどうかを指定します。このテクノ

ロジーでは、マルチスレッドソフトウェアアプリケー

ションのスレッドを各プロセッサ内で並列に実行でき

ます。次のいずれかになります。

• [Auto]：プロセッサは、マルチスレッドの並列実
行を許可します。

• [Off]：プロセッサでマルチスレッディングを禁止
します。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMT Mode]ドロップダウンリスト

プロセッサで、メモリの暗号化サポートを実現する

Secure Memory Encryption Enable（SMEE）機能を使用
するかどうかを指定します。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでSMEE機能を使用しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサで SMEE機能を使用しま
す。

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォル
ト値に含まれるこの属性の値を使用します。

[SMEE]ドロップダウンリスト

Intel Directed I/O BIOS Settings
The following table lists the Intel Directed I/O BIOS settings that you can configure through a BIOS policy
or the default BIOS settings:
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DescriptionName

Whether the processor uses Intel Virtualization Technology
for Directed I/O (VT-d). This can be one of the following:

• Disabled—The processor does not use virtualization
technology.

• Enabled—The processor uses virtualization technology.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This option must be enabled if you want to change
any of the other Intel Directed I/O BIOS settings.

Note

Intel VT for directed IO

Whether the processor supports Intel VT-d Interrupt
Remapping. This can be one of the following:

• Disabled—The processor does not support remapping.

• Enabled—The processor usesVT-d Interrupt Remapping
as required.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Intel VTD interrupt Remapping

Whether the processor supports Intel VT-d Coherency. This
can be one of the following:

• Disabled—The processor does not support coherency.

• Enabled—The processor uses VT-d Coherency as
required.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Intel VTD coherency support

Whether the processor supports Intel VT-dAddress Translation
Services (ATS). This can be one of the following:

• Disabled—The processor does not support ATS.

• Enabled—The processor uses VT-d ATS as required.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Intel VTD ATS support
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DescriptionName

Whether the processor supports Intel VT-d Pass-throughDMA.
This can be one of the following:

• Disabled—The processor does not support pass-through
DMA.

• Enabled—The processor uses VT-d Pass-throughDMA
as required.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Intel VTD pass through DMA support

RAS Memory BIOS Settings
The following table lists the RAS memory BIOS settings that you can configure through a BIOS policy
or the default BIOS settings:

DescriptionName

How the memory reliability, availability, and serviceability
(RAS) is configured for the server. This can be one of the
following:

• Maximum Performance—System performance is
optimized.

• Mirroring—System reliability is optimized by using
half the system memory as backup. This mode is used
for UCS M4 and lower blade servers.

• Lockstep—If the DIMM pairs in the server have an
identical type, size, and organization and are populated
across the SMI channels, you can enable lockstep mode
to minimize memory access latency and provide better
performance. Lockstep is enabled by default for B440
servers.

• Mirror Mode 1LM—Mirror Mode 1LM will set the
entire 1LM memory in the system to be mirrored,
consequently reducing the memory capacity by half. This
mode is used for UCS M5 blade servers.

• Sparing—System reliability is optimized by holding
memory in reserve so that it can be used in case other
DIMMs fail. This mode provides some memory
redundancy, but does not provide as much redundancy
as mirroring.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Memory RAS configuration
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DescriptionName

Whether the BIOS supports NUMA. This can be one of the
following:

• Disabled—The BIOS does not support NUMA.

• Enabled—The BIOS includes the ACPI tables that are
required for NUMA-aware operating systems. If you
enable this option, the system must disable Inter-Socket
Memory interleaving on some platforms.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

NUMA optimized

Memorymirroring enhances system reliability by keeping two
identical data images in memory.

This option is only available if you choose the mirroring
option for Memory RAS Config. It can be one of the
following:

• Inter-Socket—Memory is mirrored between two
Integrated Memory Controllers (IMCs) across CPU
sockets.

• Intra-Socket—One IMC is mirrored with another IMC
in the same socket.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Mirroring Mode

Sparing optimizes reliability by holding memory in reserve
so that it can be used in case other DIMMs fail. This option
provides some memory redundancy, but does not provide as
much redundancy as mirroring. The available sparing modes
depend on the current memory population.

This option is only available if you choose sparing option for
Memory RAS Config. It can be one of the following:

• DIMM Sparing—One DIMM is held in reserve. If a
DIMM fails, the contents of a failing DIMM are
transferred to the spare DIMM.

• Rank Sparing—A spare rank of DIMMs is held in
reserve. If a rank of DIMMs fails, the contents of the
failing rank are transferred to the spare rank.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Sparing Mode
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DescriptionName

Whether the system prioritizes low voltage or high frequency
memory operations. This can be one of the following:

• Auto—The CPU determines whether to prioritize low
voltage or high frequency memory operations.

• Power Saving Mode—The system prioritizes low voltage
memory operations over high frequency memory
operations. This mode may lower memory frequency in
order to keep the voltage low.

• Performance Mode—The system prioritizes high
frequency operations over low voltage operations.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

LV DDR Mode

The refresh interval rate for internal memory. This can be one
of the following:

• 1x

• 2x

• 3x

• 4x

• Auto

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

DRAM Refresh Rate

set dram-refresh-rate-config
dram-refresh

The voltage to be used by the dual-voltage RAM. This can be
one of the following:

• DDR3-1500mv

• DDR3-1350mv

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

DDR3 Voltage Selection

Serial Port BIOS Settings
The following table lists the serial port BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or
the default BIOS settings:
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DescriptionName

Whether serial port A is enabled or disabled. This can be one
of the following:

• Disabled—The serial port is disabled.

• Enabled—The serial port is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Serial port A enable

USB BIOS Settings
The following table lists the USB BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or the
default BIOS settings:

DescriptionName

Whether the server can boot from a USB device. This can be
one of the following:

• Disabled—The server can boot from a USB device.

• Enabled—The server cannot boot from a USB device.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Make Device Non Bootable

Whether the system supports legacy USB devices. This can
be one of the following:

• Disabled—USB devices are only available to EFI
applications.

• Enabled—Legacy USB support is always available.

• Auto—Disables legacy USB support if no USB devices
are connected.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Legacy USB Support
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DescriptionName

Whether the USB Idle Power Optimizing setting is used to
reduce USB EHCI idle power consumption. Depending upon
the value you choose, this setting can have an impact on
performance. This can be one of the following:

• high-performanceHigh Performance—The USB
System Idle Power Optimizing setting is disabled,
because optimal performance is preferred over power
savings.

Selecting this option can significantly improve
performance. We recommend you select this option
unless your site has server power restrictions.

• Lower Idle Power—The USB System Idle Power
Optimizing setting is enabled, because power savings are
preferred over optimal performance.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Idle Power Optimizing Setting

USB front panel access lock is configured to enable or disable
the front panel access to USB ports. This can be one of the
following:

• Disabled

• Enabled

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Front Panel Access Lock

Whether the system supports 60h/64h emulation for complete
USB keyboard legacy support. This can be one of the
following:

• Disabled—60h/64 emulation is not supported.

• Enabled—60h/64 emulation is supported.

You should select this option if you are using a non-USB
aware operating system on the server.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Port 60/64 Emulation
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DescriptionName

Whether the front panel USB devices are enabled or disabled.
This can be one of the following:

• Disabled—Disables the front panel USB ports. Devices
connected to these ports are not detected by the BIOS
and operating system.

• Enabled—Enables the front panel USB ports. Devices
connected to these ports are detected by the BIOS and
operating system.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port Front

Whether the internal USB devices are enabled or disabled.
This can be one of the following:

• Disabled—Disables the internal USB ports. Devices
connected to these ports are not detected by the BIOS
and operating system.

• Enabled—Enables the internal USB ports. Devices
connected to these ports are detected by the BIOS and
operating system.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port Internal

Whether the vKVM ports are enabled or disabled. This can
be one of the following:

• Disabled—Disables the KVM keyboard and/or mouse
devices. Keyboard and/or mouse will not work in the
KVM window.

• Enabled—Enables the KVM keyboard and/or mouse
devices.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port KVM
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DescriptionName

Whether the rear panel USB devices are enabled or disabled.
This can be one of the following:

• Disabled—Disables the rear panel USB ports. Devices
connected to these ports are not detected by the BIOS
and operating system.

• Enabled—Enables the rear panel USB ports. Devices
connected to these ports are detected by the BIOS and
operating system.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port Rear

Whether the SD card drives are enabled or disabled. This can
be one of the following:

• Disabled—Disables the SD card drives. The SD card
drives are not detected by the BIOS and operating system.

• Enabled—Enables the SD card drives.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port SD Card

Whether the virtual media devices are enabled or disabled.
This can be one of the following:

• Disabled—Disables the vMedia devices.

• Enabled—Enables the vMedia devices.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

USB Port VMedia

Whether all physical and virtual USB devices are enabled or
disabled. This can be one of the following:

• Disabled—All USB devices are disabled.

• Enabled—All USB devices are enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

All USB Devices
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DescriptionName

Whether xHCI mode is enabled or disabled. This can be one
of the following:

• Disabled—xHCI mode is disabled.

• Enabled—xHCI mode is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

xHCI Mode

PCI Configuration BIOS Settings
The following table lists the PCI configuration BIOS settings that you can configure through a BIOS
policy or the default BIOS settings:

DescriptionName

Whether the BIOS maximizes memory usage below 4GB for
an operating system without PAE support, depending on the
system configuration. This can be one of the following:

• Disabled—Does not maximize memory usage. Choose
this option for all operating systems with PAE support.

• Enabled—Maximizes memory usage below 4GB for an
operating system without PAE support.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Maximum memory below 4GB

Whether to enable or disable memory mapped I/O of 64-bit
PCI devices to 4GB or greater address space. Legacy option
ROMs are not able to access addresses above 4GB. PCI
devices that are 64-bit compliant but use a legacy option ROM
may not function correctly with this setting enabled. This can
be one of the following:

• Disabled—Does not map I/O of 64-bit PCI devices to
4GB or greater address space.

• Enabled—Maps I/O of 64-bit PCI devices to 4GB or
greater address space.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Memory mapped IO above 4GB
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DescriptionName

Allows you to set the priority for VGA graphics devices if
multiple VGA devices are found in the system. This can be
one of the following:

• Onboard—Priority is given to the onboard VGA device.
BIOS post screen and OS boot are driven through the
onboard VGA port.

• Offboard—Priority is given to the PCIE Graphics
adapter. BIOS post screen andOS boot are driven through
the external graphics adapter port.

• Onboard VGA Disabled—Priority is given to the PCIE
Graphics adapter, and the onboard VGA device is
disabled.

The vKVM does not function when the
onboard VGA is disabled.

Note

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Only onboard VGA devices are supported with
Cisco UCS B-Series servers.

Note

VGA Priority

Allows you to set the level of ASPM (Active Power State
Management) support in the BIOS. This can be one of the
following:

• Disabled—ASPM support is disabled in the BIOS.

• Auto—The CPU determines the power state.

• ForceL0—Force all links to L0 standby (L0s) state.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

ASPM Support

Allows you to disable the PCI BME bit to mitigate the threat
from an unauthorized external DMA. This can be one of the
following:

• Disabled—PCI BME bit is disabled in the BIOS.

• Enabled—PCI BME bit is enabled in the BIOS.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

BME DMA Mitigation Support
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QPI BIOS Settings
The following table lists the QPI BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or the default
BIOS settings:

DescriptionName

The Intel QuickPath Interconnect (QPI) link frequency, in
megatransfers per second (MT/s). This can be one of the following:

• 6.4 GT/s

• 7.2 GT/s

• 8.0 GT/s

• 9.6 GT/s

• Auto—The CPU determines the QPI link frequency.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれ
るこの属性の値を使用します。

QPI Link Frequency Select

This can be one of the following:

• Home Snoop—The snoop is always spawned by the home agent
(centralized ring stop) for the memory controller. This mode has
a higher local latency than early snoop, but it provides extra
resources for a larger number of outstanding transactions.

• Cluster On Die—This mode is available only for processors
that have 10 or more cores. It is the best mode for highly NUMA
optimized workloads.

• Home Directory Snoop with OSB

• Early Snoop—The distributed cache ring stops can send a snoop
probe or a request to another caching agent directly. This mode
has lower latency and it is best for workloads that have shared
data sets across threads and can benefit from a cache-to-cache
transfer, or for workloads that are not NUMA optimized.

• Auto —The CPU determines the QPI Snoop mode.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイ
プとベンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれ
るこの属性の値を使用します。

QPI Snoop Mode

LOM and PCIe Slots BIOS Settings
The following table lists the USB BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or the
default BIOS settings:
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DescriptionName

Whether Option ROM is available on the SAS port. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot SAS
OptionROM

This option allows you to restrict the maximum speed of an adapter card
installed in PCIe slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot n Link Speed

Whether Option ROM is available on the port. This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot n
OptionROM
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DescriptionName

Whether Option ROM is available on the HBA port. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot HBA
OptionROM

Whether Option ROM is available on the MLOM port. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot MLOM
OptionROM

Whether Option ROM is available on the port. This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot Nx
OptionROM

Whether Option ROM is available on the 10G LOM port. This can be one of
the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe 10G LOM 2 Link
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DescriptionName

PCI ROM Command Line Protocol (CLP) controls the execution of different
Option ROMs such as PxE and iSCSI that are present in the card. By default,
it is disabled.

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCI ROM CLP

Whether the server can use Option ROM present in System IO Controller 1
(SIOC1). This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOC1 Option ROM

Whether the server can use Option ROM present in System IO Controller 2
(SIOC2). This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOC2 Option ROM
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DescriptionName

Whether the server can use Option ROM present in SBMezz1 controller. This
can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBMEZZ1 Option
ROM

Whether the server can use Option ROM present in SBMezz2 controller. This
can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBMEZZ2 Option
ROM

Whether option ROM is enabled on the IOE slot 1. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOESlot1 OptionROM

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
252

サーバ関連ポリシー

LOM and PCIe Slots BIOS Settings



DescriptionName

Whether option ROM is enabled on the IOE Mezz1. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOEMEZZ 1
OptionROM

Whether option ROM is enabled on the IOE slot 2. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOE Slot2 Option ROM

Whether option ROM is enabled on the IOE NVMe1. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IO ENVME1 Option
ROM
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DescriptionName

Whether option ROM is enabled on the IOE NVMe2. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IO ENVME2 Option
ROM

Whether the server can use Option ROM present in SBNVMe1 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBNVME1 Option
ROM

Whether Option ROM is available on the MRAID port. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot MRAID
OptionROM drop-down
list
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DescriptionName

Whether Option ROM is available on the RAID port. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot RAID
OptionROM

Whether Option ROM is available on the Rear NVMEn port. This can be one
of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot Rear Nvmen
OptionRom

This option allows you to restrict the maximum speed of an NVME card
installed in the rear PCIe slot 1. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Rear NVME1 Link
Speed

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
255

サーバ関連ポリシー

LOM and PCIe Slots BIOS Settings



DescriptionName

This option allows you to restrict the maximum speed of an NVME card
installed in the rear PCIe slot 2. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Rear NVME2 Link
Speed

This option allows you to restrict the maximum speed of an NVME card
installed in the front PCIe slot 1. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Front NVME1 Link
Speed

This option allows you to restrict the maximum speed of an NVME card
installed in the front PCIe slot 2. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Front NVME2 Link
Speed
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DescriptionName

This option allows you to restrict the maximum speed of an HBA card. This
can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

HBA Link Speed

This option allows you to restrict the maximum speed of an MLOM adapter.
This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

MLOM Link Speed

This option allows you to restrict the maximum speed of MRAID. This can
be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

MRAID Link Speed
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DescriptionName

This option allows you to restrict the maximum speed of RAID. This can be
one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Auto—The maximum speed is set automatically.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

RAID Link Speed

Whether all onboard LOM ports are enabled or disabled. This can be one of
the following:

• Enabled—All onboard LOM are enabled.

• Disabled—All onboard LOM are disabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

All Onboard LOM

Whether Option ROM is available on the LOM port 1. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

LOM Port 1
OptionRom
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DescriptionName

Whether Option ROM is available on the LOM port 2. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

LOM Port 2
OptionRom

The state of the adapter card installed in PCIe slot n. This can be one of the
following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

Slot n State

Whether the server can use Option ROM present in SBNVMe1 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBNVMe1OptionROM
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DescriptionName

Whether the server can use Option ROM present in SBNVMe2 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBNVMe2OptionROM

Whether the server can use Option ROM present in SIOCNVMe1 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOCNVMe1
OptionROM

Whether the server can use Option ROM present in SIOCNVMe2 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOCNVMe2
OptionROM
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DescriptionName

Whether the server can use Option ROM present in the SBLom1 controller.
This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• UEFI Only—The expansion slot is available for UEFI only.

• Legacy Only—The expansion slot is available for legacy only.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBLom1 OptionROM

Link speed for SBNVMe slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBNVMen Link Speed

Link speed for SIOCNVMe slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOCNVMen Link
Speed
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DescriptionName

Link speed for SIOC slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SIOCn Link Speed

Link speed for SBMezz slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

SBMezzn Link Speed

Link speed for IOE slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOESlotn Link Speed
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DescriptionName

Link speed for IOEMezz slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOEMezzn Link Speed

Link speed for IOENVMe slot n. This can be one of the following:

• Gen 1—2.5GT/s (gigatransfers per second) is the maximum speed
allowed.

• Gen 2—5GT/s is the maximum speed allowed.

• Gen 3—8GT/s is the maximum speed allowed.

• Enabled—The maximum speed is restricted.

• Disabled—The maximum speed is not restricted.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

IOENVMen Link
Speed

Whether the Ethernet Networking Identifier naming convention is according
to Consistent Device Naming (CDN) or the traditional way of naming
conventions. This can be one of the following:

• Enabled—OSEthernet Network Identifier is named in a consistent device
naming (CDN) convention according to the physical LANonMotherboard
(LOM) port numbering; LOM Port 0, LOM Port 1 and so on.

• Disabled—OS Ethernet Networking Identifier is named in a default
convention as ETH0, ETH1 and so on. By default, CDN option is disabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

CDN Support for
LOMs
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DescriptionName

Whether NVMe SSDs that are connected to the PCIe bus can be hot swapped.
It also standardizes the LED status light on these drives. LED status lights can
be optionally programmed to display specific Failure indicator patterns.

This can be one of the following:

• Enabled—Hot swap of NVMe SSDs that are connected to the PCIe bus
is allowed.

• Disabled—Hot swap of NVMe SSDs that are connected to the PCIe bus
is not allowed.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

VMD Enable

Access Control Services (ACS) allow the processor to enable or disable
peer-to-peer communication betweenmultiple devices for Control Slot n. This
can be one of the following:

• Enabled—Enables peer-to-peer communication betweenmultiple devices
for Control Slot n.

• Disabled—Disables peer-to-peer communication between multiple
devices for Control Slot n.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

ACS Control SLOT-n

n = 11 to 14

Whether the Option ROM is enabled on GPU slot n. n is the slot number,
which can be numbered 1 through 8. This can be one of the following:

• Disabled—The expansion slot is not available.

• Enabled—The expansion slot is available.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

PCIe Slot GPUn
OptionROM drop-down
list

Only for Cisco UCS
C480 M5 MLサーバ
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DescriptionName

Access Control Services (ACS) allow the processor to enable or disable
peer-to-peer communication between multiple devices for GPUs. This can be
one of the following:

• Disabled—Enables peer-to-peer communication betweenmultiple devices
for GPUs.

• Enabled—Disables peer-to-peer communication between multiple
devices for GPUs.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サーバタイプとベ
ンダーを決める際に、BIOSデフォルト値に含まれるこの属性の
値を使用します。

ACS Control GPU-n

n = 1 to 8

Graphics Configuration BIOS Settings
The following tables list the graphics configuration BIOS settings that you can configure through a BIOS
policy or the default BIOS settings:

DescriptionName

Enables integrated graphics. This can be one of the following:

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• —Integrated graphic is enabled.

• —Integrated graphics is disabled.

Integrated Graphics

Allows you to set the size of mapped memory for the
integrated graphics controller. This can be one of the
following:

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

•
•
•
•
•
•

Integrated Graphics Aperture Size
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DescriptionName

Enables onboard graphics (KVM). This can be one of the
following:

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

• —Onboard graphics is enabled.

• —Onboard graphics is disabled.

Onboard Graphics

Boot Options BIOS Settings
The following table lists the boot options BIOS settings that you can configure through a BIOS policy or
the default BIOS settings:

DescriptionName

Whether the BIOS retries NON-EFI based boot options
without waiting for user input. This can be one of the
following:

• disabled—Waits for user input before retrying NON-EFI
based boot options.

• enabled—Continually retries NON-EFI based boot
options without waiting for user input.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Boot option retry

Whether the Intel SAS Entry RAID Module is enabled. This
can be one of the following:

• disabled—The Intel SAS Entry RAID Module is
disabled.

• enabled—The Intel SASEntry RAIDModule is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

SAS RAID
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DescriptionName

How the Intel SAS Entry RAID Module is configured. This
can be one of the following:

• it-ir-raid—Configures the RAID module to use Intel
IT/IR RAID.

• intel-esrtii—Configures the RAID module to use Intel
Embedded Server RAID Technology II.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

SAS RAID module

Whether the onboard software RAID controller is available
to the server. This can be one of the following:

• disabled—The software RAID controller is not available.

• enabled—The software RAID controller is available.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Onboard SCU Storage Support

The time to wait (in seconds) before the next boot attempt.
This can be one of the following:

• 15System waits for 15v seconds before the next boot
attempt.

• 45

• 90

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This token is valid only when the Boot Option Retry token
has been enabled.

Cool Down Time (sec) drop-down list

Number of attempts to boot. This can be one of the following:

• InfiniteSystem tries all options to boot up.

• 13System tries 5 times to boot up

• 5

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Number of Retries drop-down list
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DescriptionName

This options allows you to select the P-SATA mode. This can
be one of the following:

• Disabled—P-SATA mode is disabled.

• LSI SW RAID—Sets both SATA and sSATA controllers
to RAID mode for LSI SW RAID.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

P-SATA mode drop-down list

This token requires that you set a BIOS password before using
the F2 BIOS configuration. If enabled, password needs to be
validated before you access BIOS functions such as IO
configuration, BIOS set up, and booting to an operating system
using BIOS. It can be one of the following:

• Disabled—Power On Password is disabled.

• Enabled—Power On Password is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Power On Password drop-down list

Enables or disables IPV6 support for PXE. This can be one
of the following

• Disabled—IPV6 PXE support is not available.

• Enabled—IPV6 PXE support is always available.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

IPV6 PXE Support drop-down list

When this token is enabled, the BIOS saves the memory
training results (optimized timing/voltage values) along with
CPU/memory configuration information and reuses them on
subsequent reboots to save boot time. The saved memory
training results are used only if the reboot happens within 24
hours of the last save operation. This can be one of the
following:

• Disabled—Adaptive Memory Training is disabled.

• Enabled—Adaptive Memory Training is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Adaptive Memory Training drop-down
list
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DescriptionName

Enabling this token allows the BIOS Tech log output to be
controlled at more a granular level. This reduces the number
of BIOS Tech log messages that are redundant, or of little use.
This can be one of the following:

• Disabled—BIOS Techlog Level is disabled.

• Enabled—BIOS Techlog Level is enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

BIOS Techlog Level

BIOS Tech Message Level Control (for
C125 M5)

The Option ROM launch is controlled at the PCI Slot level,
and is enabled by default. In configurations that consist of a
large number of network controllers and storage HBAs having
Option ROMs, all the Option ROMs may get launched if the
PCI Slot Option ROM Control is enabled for all. However,
only a subset of controllers may be used in the boot process.
When this token is enabled, Option ROMs are launched only
for those controllers that are present in boot policy. This can
be one of the following:

• Disabled—OptionROM Launch Optimization is
disabled.

• Enabled—OptionROM Launch Optimization is
enabled.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

OptionROM Launch Optimization

BIOS parameter virtualization capability in Cisco UCS Manager maps a unified set of BIOS settings in a
service profile to the actual BIOS supporting parameters. However, not all BIOS setting items are applicable
to every server model/platform. When you create a custom BIOS policy and have the Boot Option Retry
selected, and when there is no bootable option available, the reboot fails on the Cisco UCS B420 M3 or
Cisco UCS B420 M4 servers and Cisco UCS Manager displays this message : Reboot and Select proper
Boot device or Insert Boot Media in selected Boot device and press a key. You must manually set a boot
option after the boot path is corrected, in order to enable the servers to reboot after a power outage. For
more information about BIOS default server policies and the BIOS options and their default settings, see
BIOS Policy, on page 277 and Server BIOS Settings, on page 203.

Note

Server Management BIOS Settings
The following tables list the server management BIOS settings that you can configure through a BIOS
policy or the default BIOS settings:
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General Settings

DescriptionName

Whether the BIOS generates a non-maskable interrupt (NMI)
and logs an error when a system error (SERR) occurs. This
can be one of the following:

• Disabled—The BIOS does not generate an NMI or log
an error when a SERR occurs.

• Enabled—TheBIOS generates an NMI and logs an error
when a SERR occurs. Youmust enable this setting if you
want to enable Assert NMI on PERR.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Assert NMI on SERR

Whether the BIOS generates a non-maskable interrupt (NMI)
and logs an error when a processor bus parity error (PERR)
occurs. This can be one of the following:

• Disabled—The BIOS does not generate an NMI or log
an error when a PERR occurs.

• Enabled—TheBIOS generates an NMI and logs an error
when a PERR occurs. You must enable Assert NMI on
SERR to use this setting.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Assert NMI on PERR

Whether the BIOS programs the watchdog timer with a
predefined timeout value. If the operating system does not
complete booting before the timer expires, the CIMC resets
the system and an error is logged. This can be one of the
following:

• Disabled—The watchdog timer is not used to track how
long the server takes to boot.

• Enabled—The watchdog timer tracks how long the
server takes to boot. If the server does not boot within
the predefined length of time, the CIMC resets the system
and logs an error.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This feature requires either operating system support or Intel
Management software.

OS Boot Watchdog Timer

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
270

サーバ関連ポリシー

Server Management BIOS Settings



DescriptionName

What action the system takes if the watchdog timer expires.
This can be one of the following:

• Power Off—The server is powered off if the watchdog
timer expires during OS boot.

• Reset—The server is reset if the watchdog timer expires
during OS boot.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This option is only available if you enable the OS Boot
Watchdog Timer.

OS Boot Watchdog Timer Policy

What timeout value the BIOS uses to configure the watchdog
timer. This can be one of the following:

• 5-minutes—Thewatchdog timer expires 5 minutes after
the OS begins to boot.

• 10-minutes—The watchdog timer expires 10 minutes
after the OS begins to boot.

• 15-minutes—The watchdog timer expires 15 minutes
after the OS begins to boot.

• 20-minutes—The watchdog timer expires 20 minutes
after the OS begins to boot.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This option is only available if you enable the OS Boot
Watchdog Timer.

OS Boot Watchdog Timer Timeout

Whether the FRB-2 timer is used to recover the system if it
hangs during POST. This can be one of the following:

• Disabled—The FRB-2 timer is not used.

• Enabled—The FRB-2 timer is started during POST and
used to recover the system if necessary.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

FRB-2 Timer
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Console Redirection Settings

DescriptionName

Allows a serial port to be used for console redirection during
POST and BIOS booting. After the BIOS has booted and the
operating system is responsible for the server, console
redirection is irrelevant and has no effect. This can be one of
the following:

• Disabled—No console redirection occurs during POST.

• serial-port-a orCOM0 orEnabled—Enables serial port
A for console redirection during POST. This option is
valid for blade servers and rack-mount servers.

• serial-port-b or COM1—Enables serial port B for
console redirection and allows it to perform server
management tasks. This option is only valid for
rack-mount servers.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

If you enable this option, you also disable the
display of the Quiet Boot logo screen during POST.

Note

Console redirection

Whether a handshake protocol is used for flow control.
Request to Send / Clear to Send (RTS/CTS) helps to reduce
frame collisions that can be introduced by a hidden terminal
problem. This can be one of the following:

• None—No flow control is used.

• RTS-CTS—RTS/CTS is used for flow control.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This setting must match the setting on the remote
terminal application.

Note

Flow Control
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DescriptionName

What Baud rate is used for the serial port transmission speed.
If you disable Console Redirection, this option is not available.
This can be one of the following:

• 9.6k—A 9600 Baud rate is used.

• 19.2k—A 19200 Baud rate is used.

• 38.4k—A 38400 Baud rate is used.

• 57.6k—A 57600 Baud rate is used.

• 115.2k—A 115200 Baud rate is used.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This setting must match the setting on the remote
terminal application.

Note

Baud rate

What type of character formatting is used for console
redirection. This can be one of the following:

• PC-ANSI—The PC-ANSI terminal font is used.

• VT100—A supported vt100 video terminal and its
character set are used.

• VT100-PLUS—A supported vt100-plus video terminal
and its character set are used.

• VT-UTF8—A video terminal with the UTF-8 character
set is used.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

This setting must match the setting on the remote
terminal application.

Note

Terminal type
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DescriptionName

Whether redirection from a legacy operating system, such as
DOS, is enabled on the serial port. This can be one of the
following:

• Disabled—The serial port enabled for console redirection
is hidden from the legacy operating system.

• Enabled—The serial port enabled for console redirection
is visible to the legacy operating system.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Legacy OS redirection

Allows you to change the action of the PuTTY function keys
and the top row of the numeric keypad. This can be one of the
following:

• VT100—The function keys generate ESC OP through
ESC O[.

• LINUX—Mimics the Linux virtual console. Function
keys F6 to F12 behave like the default mode, but F1 to
F5 generate ESC [[A through ESC [[E.

• XTERMR6—Function keys F5 to F12 behave like the
default mode. Function keys F1 to F4 generate ESC OP
through ESC OS, which are the sequences produced by
the top row of the keypad on Digital terminals.

• SCO—The function keys F1 to F12 generate ESC [M
through ESC [X. The function and shift keys generate
ESC [Y through ESC [j. The control and function
keys generate ESC [k through ESC [v. The shift,
control and function keys generateESC [w through ESC
[{.

• ESCN—The default mode. The function keys match the
general behavior of Digital terminals. The function keys
generate sequences such as ESC [11~ and ESC [12~.

• VT400—The function keys behave like the default mode.
The top row of the numeric keypad generates ESC OP
through ESC OS.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Putty KeyPad

set console-redir-config
putty-function-keypad
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DescriptionName

Used for Windows Special Administration Control (SAC).
This option allows you to configure the COM port 0 that can
be used forWindows EmergencyManagement services. ACPI
SPCR table is reported based on this setup option. This can
be one of the following:

• Disabled—Configures the COM port 0 as a general
purpose port for use with theWindowsOperating System.

• Enabled—Configures the COM port 0 as a remote
management port forWindows EmergencyManagement
services.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Out of Band Management drop-down
list

Whether BIOS console redirection should be active after BIOS
POST is complete and control given to the OS bootloader.
This can be one of the following:

• Always Enable—BIOS Legacy console redirection is
active during the OS boot and run time.

• Bootloader—BIOS Legacy console redirection is
disabled before giving control to the OS boot loader.

• [Platform Default][platform-default]：BIOSは、サー
バタイプとベンダーを決める際に、BIOSデフォ
ルト値に含まれるこの属性の値を使用します。

Redirection After BIOS POST
drop-down list

set console-redir-config
putty-function-keypad

Intel速度の選択
[Intel速度選択 (Intel Speed Select)]を使用すると、論理プロセッサコア、頻度、および TDPス
レッド設定の数に基づき、3つの動作プロファイルのいずれかを選択して、CPUのパフォーマ
ンスを最適化できます。速度選択は、SKUに基づいて BIOSポリシーを使用して設定できま
す。ブート時に、BIOSはサポートされている CPUを検出し、指定した 3つのプロファイルの
いずれかに設定します。

速度選択BIOSポリシートークンを設定して、プロファイルを設定します。パフォーマンスの
ニーズに基づいてポリシーを作成します。調整は、ワークロードやVMのニーズに基づいて、
データセンターのサーバ使用率を向上させる必要があります。または、コアごとのパフォーマ

ンス SLAを改善する必要があります。低コアプロファイルを使用すると、CPUは最大周波数
で動作します。

速度選択プロファイルは次のとおりです。

•基本：高度コア設定汎用目的の VMインスタンスに推奨されます。
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•設定 1：中度コア設定高パフォーマンス VMインスタンスまたはストレージ SKUの場合
に推奨されます。

•設定 2：低度コア設定非常に高い周波数のベアメタルサーバまたは VMインスタンスに
対して提案されます。

次の表に、Intel® Xeon® Gold CPU 6240Yに基づくサンプルプロファイル値を示します。基本
がデフォルトのプロファイルです。

表 8 :基本設定

/コア (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

1/493.12.4248260Y

1.3753.32.6186240Y

1.3752.72.21242 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

1041608260Y

881506240Y

888542 14Y

表 9 :設定1

/コア (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

1.793.32.5208260Y

1.773.42.8146240Y

1.652.72.31042 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

TControl仕様1558260Y

TControl仕様1506240Y

TControl仕様8542 14Y
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表 10 :設定2

/コア (Mb)All Core Turboコアの周波数

（GHz）
コアSKU

2.233.62.7168260Y

3.093.63.186240Y

2.062.92.4842 14Y

Tj Max (ºC)TDP (W)SKU

TControl仕様1508260Y

TControl仕様1506240Y

TControl仕様8542 14Y

プロファイルを変更すると、CPUが異なる周波数で実行されるようになりますが、[CIMCプ
ロセッサインベントリ (CIMCprocessor inventory)]ページにはプロセッサの基本周波数、コア、
およびスレッドの情報が表示されます。実行中の周波数は表示されません。

（注）

BIOS Policy
The BIOS policy is a policy that automates the configuration of BIOS settings for a server or group of
servers. You can create global BIOS policies available to all servers in the root organization, or you can
create BIOS policies in sub-organizations that are only available to that hierarchy.

To use a BIOS policy, do the following:

1. Create the BIOS policy in Cisco UCS Manager.

2. Assign the BIOS policy to one or more service profiles.

3. Associate the service profile with a server.

During service profile association, Cisco UCSManager modifies the BIOS settings on the server to match
the configuration in the BIOS policy. If you do not create and assign a BIOS policy to a service profile,
the server uses the default BIOS settings for that server platform.

Default BIOS Settings
Cisco UCS Manager includes a set of default BIOS settings for each type of server supported by Cisco
UCS. The default BIOS settings are available only in the root organization and are global. Only one set
of default BIOS settings can exist for each server platform supported by Cisco UCS. You can modify the
default BIOS settings, but you cannot create an additional set of default BIOS settings.
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Each set of default BIOS settings are designed for a particular type of supported server and are applied to
all servers of that specific type which do not have a BIOS policy included in their service profiles.

Unless a Cisco UCS implementation has specific needs that are not met by the server-specific settings,
we recommend that you use the default BIOS settings that are designed for each type of server in the Cisco
UCSドメイン.

Cisco UCS Manager applies these server platform-specific BIOS settings as follows:

• The service profile associated with a server does not include a BIOS policy.

• The BIOS policy is configured with the platform-default option for a specific setting.

You can modify the default BIOS settings provided by Cisco UCS Manager. However, any changes to
the default BIOS settings apply to all servers of that particular type or platform. If you want to modify the
BIOS settings for only certain servers, we recommend that you use a BIOS policy.

The BIOS tokens for M5 servers and later are read-only and cannot be modified. For a complete and up
to date list of BIOS tokens, defaults, and values, refer Cisco UCS M5 Server BIOS Tokens .

BIOSポリシーの作成

Cisco UCSManager pushes BIOS configuration changes through a BIOS policy or default BIOS settings
to the Cisco Integrated Management Controller (CIMC) buffer. These changes remain in the buffer and
do not take effect until the server is rebooted.

We recommend that you verify the support for BIOS settings in the server that you want to configure.
Some settings, such as Mirroring Mode for RAS Memory, are not supported by all Cisco UCS servers.

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を右クリックして [Create BIOS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create BIOS Policy]ウィザードの [Main]ページで [Name]フィールドに BIOSポリシーの名前
を入力します。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で

きません。また、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更することはできません。

ステップ 6 [BIOSポリシーの作成（Create BIOS Policy）]ウィザードで、次の手順を実行してBIOS設定を
実行します。
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a) BIOS設定を変更する場合は、該当するオプションボタンをクリックするか、ドロップダ
ウンリストから適切な項目を選択します。

各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照して
ください。

• [Main]ページ：Main BIOS Settings（204ページ）

• [Processor]ページ：プロセッサの BIOS設定（206ページ）

• [Intel Directed IO]ページ：Intel Directed I/O BIOS Settings（237ページ）

• RAS Memoryページ：RAS Memory BIOS Settings（239ページ）

• [Serial Port]ページ：Serial Port BIOS Settings（241ページ）

• [USB]ページ：USB BIOS Settings（242ページ）

• [PCI Configuration]ページ：PCI Configuration BIOS Settings（246ページ）

• [Boot Options]ページ：Boot Options BIOS Settings（266ページ）

• [Server Management]ページ：Server Management BIOS Settings（269ページ）

b) 各ページの後に [Next]をクリックします。

ステップ 7 ポリシーの BIOS設定がすべて完了したら、[Finish]をクリックします。

BIOSのデフォルトの修正
We recommend that you verify the support for BIOS settings in the server that you want to configure.
Some settings, such as Mirroring Mode for RAS Memory, are not supported by all Cisco UCS servers.

Unless a Cisco UCS implementation has specific needs that are not met by the server-specific settings,
we recommend that you use the default BIOS settings that are designed for each type of server in the Cisco
UCSドメイン.

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Defaults]を展開して、デフォルトの BIOS設定を変更するサーバのモデル番号または希
望のポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで該当するタブをクリックしてから、必要なオプションボタンをクリックする
か、ドロップダウンリストから選択してデフォルトの BIOS設定を変更します。
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各 BIOS設定のオプションに関する説明および情報については、次のトピックを参照してくだ
さい。すべての BIOS設定がサーバの各タイプに使用できるわけではありません。

• [Main]タブ：Main BIOS Settings（204ページ）

• [Advanced]タブ：

• [Processor]サブタブ：プロセッサの BIOS設定（206ページ）

• [Intel Directed IO]サブタブ：Intel Directed I/O BIOS Settings（237ページ）

• [RAS Memory]サブタブ：RAS Memory BIOS Settings（239ページ）

• [Serial Port]サブタブ：Serial Port BIOS Settings（241ページ）

• [USB]サブタブ：USB BIOS Settings（242ページ）

• [PCI Configuration]サブタブ：PCI Configuration BIOS Settings（246ページ）

• [Boot Options]タブ：Boot Options BIOS Settings（266ページ）

• [Server Management]タブ：Server Management BIOS Settings（269ページ）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

サーバの実際の BIOS設定の表示
サーバの実際の BIOS設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 実際の BIOS設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [BIOS Settings]領域で、見出しの右側にある [Expand]アイコンをクリックして領域を開きま
す。

[BIOS Settings]領域の各タブに、そのサーバプラットフォームの設定が表示されます。いくつ
かのタブには追加情報を含むサブタブがあります。
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メモリ RAS機能
Intel® Xeon®プロセッサは、BIOS経由で追加の RASメモリ機能をサポートします。これらの
機能は、メモリ DIMMのパフォーマンスと信頼性を向上させるために、プロセッサの機能を
拡張します。

Post-Package Repair (PPR)
Post Package Repair (PPR)を使用すると、システムのブート時に検出された障害のある行を、
DDR4 DRAM内のスペアの行で置き換えることができます。Cisco UCS M5プラットフォーム
には、ハード PPRが適用されます。ハード PPRでは、修復は永続的です。障害が発生した行
への再マッピングを元に戻すことはできません。再マッピングは、電源の取り外し後も維持さ

れます。PPRイベントが発生した場合、プラットフォームファームウェアは、修復を有効に
するためにシステムの再起動が行われるよう、障害が発生したことを顧客に知らせます。

DRAMバンクのスペアの行の数は、DIMMの製造会社およびモデルによって異なります。PPR
イベントの実行後に使用可能なスペアの行は、プラットフォームファームウェアからは認識で

きません。したがって、プラットフォームファームウェアで認識可能だったすべてのスペアの

行が使用されると、修復は有効になりません。同じ DIMMでメモリエラーが再発する可能性
があります。

Post Package Repairの有効化

有効にすると、修復プロセスは取消不能になります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RAS Memory)]
タブを選択します。

ステップ 7 システムブート中に検出された障害のあるセル領域の自動修復を有効にするには、[PPRタイ
プ設定の選択 (Select PPR Type Configuration)]で [Hard PPR]を選択します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。
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提示されたメモリの制限

ユーザーに表示されるメモリの量は、BIOSで制限できます。システムに高容量DIMMモジュー
ルが完全に装着されている場合は、実際に使用されるメモリ量を減らすことが望ましい場合が

あります。

メモリ制限は、取り付けられている使用可能なすべての DIMMで可能な限り均等に適用され
ます。指定できる提供メモリの最小量は 1 GBです。次のパラメータが適用されます。

0 =制限なし。取り付けられているメモリの量がすべて表示されます。

1 ~ 231 -1 =提示されたメモリのサイズ (GB)

実際に提示されるメモリサイズは、常に指定されたメモリサイズに等しいか、それよりも小

さくなります。

メモリサイズの制限

実際に提示されるメモリサイズは、常に指定されたメモリサイズに等しいか、それよりも小

さくなります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RAS Memory)]
タブを選択します。

ステップ 7 ミラーリングする提供メモリの量を制限するには、[Memory Size limit ] (gb)に移動し、ユーザ
に提示する必要があるメモリ量の値 (gb)を入力します。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

部分メモリのミラーリング

DIMMがアドバンスト RAS機能の場合は、部分的なメモリミラーリング。ゴールドおよびプ
ラチナナム SKU CPUのみがこの機能をサポートしています
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部分的な DIMMミラーリングによって完全なミラーコピーを保持するのではなく、メモリセ
ルの特定の領域のミラーコピーが作成されます。部分的なメモリのミラーリングは、BIOSポ
リシーのセットアップメニューまたは Linuxオペレーティングシステムから実行できます。
部分的なミラーリングでは、部分的なミラーコピーの属性を使用して、メモリマップにミラー

領域が作成されます。最大 4個の部分的なミラーを使用して、合計メモリ容量の最大 50%を
ミラーリングできます。

ミラーリングの場合、各 IMCに少なくとも 2個のDDRチャネルを装着する必要があります。
部分的なミラーリングでは、最大 4個のミラーリージョンを持つ、IMCあたり 1個の DDR4
ミラーリージョンがサポートされます。

双方向チャネルインターリーブでは、2個のチャネルが各 IMCに入力されます。3方向チャネ
ルインターリーブでは、3個のチャネルが各 IMCに入力されます。

部分的なミラーリングは、ランクのスペアリングと ADDDCとの互換性がありません。

部分的なミラーリングには、次のルールが適用されます。

• DIMMの装着は、ミラーリングされたチャネルで同一である必要があります。

•ミラーペアは、IMC DDRチャネル内の同じM2M内にある必要があります。

• 1個の iMC内の DDR4部分的なミラーリージョンは、双方向チャネルのインターリーフ
または 3方向チャネルインターリーブのいずれかである必要があります。2および 3方向
チャネルのインターリーフを混在させることはできません。ミラーリージョンが iMCsを
またがる場合、チャネルのインターリーフは同じである必要があります。

部分メモリのミラーリングの有効化

部分的な DIMMメモリミラーリングの量は、使用可能なメモリリソースまたはギガバイト単
位のいずれかの割合で設定できます。

始める前に

部分的なメモリミラーモードは、標準のミラーリングモードとは相互に排他的です。（注）

部分的なミラーリングは、ランクのスペアリングとADDDCとの互換性がありません。これら
が選択されていないことを確認します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [ポリシー (Policies)]セクションで、BIOSセクションを右クリックして、ポップアップから
[BIOSポリシーの作成 (Create BIOS Policy)]を選択します。[BIOSポリシー (BIOSPolicy)]フォー
ムに名前と説明 (任意)を入力します。[OK]をクリックしてポリシーを作成します。

ステップ 5 [ポリシー (Policies)] > [ルート (Root)] > [BIOSポリシー (BIOS Policies):に移動し、新しいポリ
シーを選択します。

ステップ 6 メインの作業ペインで、[アドバンスト (Advanced)]タブを選択し、[RASメモリ (RAS Memory)]
タブを選択します。

ステップ 7 [メモリ RAS設定 (MEMORY RAS Configuration)]に移動し、ドロップダウンリストから [部
分的なミラーモード 1LM (Partial Mirror Mode 1LM)]を選択します。

ステップ 8 部分的なミラーを割合で設定するには、[部分的なメモリミラーモード (Partial Memory Mirror
Mode)]に移動し、ドロップダウンから [割合 (Percentage)]を選択します。

ステップ 9 [部分的なミラーの割合 (Partial Mirror percentage)]に移動し、ミラーリングするメモリの目的
の割合を表す 0.01 ~ 50.00の値を入力します。

ステップ 10 部分的なミラーをギガバイトで設定するには、[部分的なメモリミラーモード (PartialMemory
Mirror Mode)]に移動し、ドロップダウンから [GBの値 (Value in GB)]を選択します。

ステップ 11 [部分的なミラー 1 (Partial Mirror 1)]の [制限 (limit)]フィールドに表示されるメモリの 1 ~ GB
の範囲の値を入力します。

ステップ 12 必要に応じて、追加の値を [部分的なミラー 2 (Partial Mirror 2)]、[部分的なミラー 3 (Partial
Mirror 3)]、および [部分的なミラー 4 (Partial Mirror 4)]に入力します。これらのミラーに入
力された合計値は、使用可能な合計メモリを超えることはできません。

ステップ 13 [Save Changes]をクリックします。

次のタスク

システムをリブートします。

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール

トラステッドプラットフォームモジュール（TPM）は、サーバの認証に使用するアーティファ
クトを安全に保存できるコンポーネントです。これらのアーティファクトには、パスワード、

証明書、または暗号キーを収録できます。プラットフォームが信頼性を維持していることを確

認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、TPMを使用できます。すべての
環境で安全なコンピューティングを実現するうえで、認証（プラットフォームがその表明どお

りのものであることを証明すること）および立証（プラットフォームが信頼でき、セキュリ

ティを維持していることを証明するプロセス）は必須の手順です。これは Intelの Trusted
Execution Technology（TXT）セキュリティ機能の要件であり、TPMを搭載したサーバの BIOS
設定で有効にする必要があります。Cisco UCS M4以降のブレードサーバとラックマウント
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サーバは TPMをサポートしています。デフォルトでは、TPMはこれらのサーバで有効になっ
ています。

• Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)以降にアップグレードすると、TPMが有効になりま
す。

• TPMが有効な状態で Cisco UCS Managerをリリース 2.2(4)からダウングレードすると、
TPMが無効になります。

重要

Intel Trusted Execution Technology
Intel Trusted Execution Technology（TXT）を使用すると、ビジネスサーバ上で使用および保管
される情報の保護機能が強化されます。この保護の主要な特徴は、隔離された実行環境および

付随メモリ領域の提供にあり、機密データに対する操作をシステムの他の部分から見えない状

態で実行することが可能になります。Intel TXTは、暗号キーなどの機密データを保管できる
封印されたストレージ領域を提供し、悪意のあるコードからの攻撃時に機密データが漏洩する

のを防ぐために利用できます。Cisco UCS M4以降のブレードサーバとラックマウントサーバ
は TXTをサポートしています。TXTは、デフォルトではこれらのサーバで無効になっていま
す。

TXTは、[TMP]、[Intel Virtualization Technology (VT)]、および [Intel Virtualization Technology for
Directed I/O (VT-d)]を有効にした後でのみ、有効にすることができます。TXTのみを有効にす
ると、暗黙的に TPM、VT、および VT-dも有効になります。

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にする[disabled]

TPMを有効にする[enabled]
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説明オプション

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にする[disabled]

TXTを有効にする[enabled]

TXTを無効にする[Platform Default]

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

トラステッドプラットフォームの設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 TPMを設定する組織のノードを展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開し、TPMを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで [Advanced]タブをクリックします。

ステップ 6 [Trusted Platform]サブタブをクリックします。

ステップ 7 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TPMを無効にする[disabled]

TPMを有効にするenable

TPMを有効にする[Platform Default]

ステップ 8 TPMを設定するには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

TXTを無効にする[disabled]

TXTを有効にするenable

TXTを無効にする[Platform Default]
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ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

TPMのプロパティの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Cartridges] > [Cartridge Number] > [Servers]の順
に展開します

ステップ 3 TPM設定を表示するサーバを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Motherboard]サブタブをクリックします。

一貫したデバイスの命名
オペレーティングシステムが一貫した方法でイーサネットインターフェイスに命名できるメ

カニズムがない場合は、サーバの構成が変更されたネットワーク接続の管理は困難になりま

す。Cisco UCS Managerリリース 2.2(4)で導入された一貫したデバイスの命名（CDN）を使用
すると、イーサネットインターフェイスに一貫した方法で名前を付けることができます。これ

により、アダプタまたは他の設定が変更された場合でも、イーサネットインターフェイスの名

前がより永続的になります。

vNICの CDNを設定するには、次の手順を実行します。

• BIOSポリシーで一貫したデバイスの命名を有効にします。

• BIOSポリシーとサービスプロファイルを関連付けます。

• vNICの一貫した命名を設定します。

Guidelines and Limitations for Consistent Device Naming
• CDN is supported on the following Operating Systems:

• Windows 2012 R2

• Windows 2016

• Windows Server 2019

• Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 6.x and 7.x

• SLES 12 SP3, SLES 12 SP4, and SLES 15 (for 4.0(4a) and later)
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• ESXi 6.7

• Consistent device naming (CDN) is supported on all M3 and higher blade and rack-mount servers.

• BIOS and adapter firmware must be part of the Release 2.2(4) or higher bundle to support CDN.

• In Cisco UCS Manager Release 3.1 and later releases, CDN is supported on the following adapters:

• Cisco UCS VIC 1455 (UCSC-PCIE-C25Q-04)

• Cisco UCS VIC 1457 (UCSC-MLOM-C25Q-04)

• Cisco UCS VIC 1385 (UCSC-PCIE-C40Q-03)

• Cisco UCS VIC 1387 (UCSC-MLOM-C40Q-03)

• If the RHELOperating System is installed on the server, CDNwill appear when running the command
"biosdevname -d" as "sysfs label". CDN will not change the kernel name.

• In Cisco UCS Manager Release 2.2(4), CDN is supported only on the following adapters:

• Cisco UCS VIC 1225 (UCSC-PCIE-CSC-02)

• Cisco UCS MLOM 1227 (UCSC-MLOM-CSC-02)

• Cisco UCS VIC 1225T (UCSC-PCIE-C10T-02)

• Cisco UCS MLOM 1227T (UCSC-MLOM-C10T-02)

• Cisco UCS VIC 1240 (UCSB-MLOM-40G-01)

• Cisco UCS VIC 1280 (UCS-VIC-M82-8P)

• Cisco UCS VIC 1340 (UCSB-MLOM-40G-03)

• Cisco UCS VIC 1380 (UCSB-VIC-M83-8P)

• CDN is supported for vNIC template and dynamic vNIC.

• Multiple vNICs within the same service profile cannot have the same CDN name.

• When a CDN name is not specified for a vNIC, the vNIC name is used as the CDN name.

• The CDN name that you configure for a vNIC appears as Admin CDN Name. The CDN name that
is finally applied to the vNIC appears as Oper CDN Name. For example, if the Admin CDN Name
for a vNIC called "vnic0" is cdn0, then the Oper CDN Name for this vNIC will be cdn0, but if the
Admin CDN Name for the same vNIC is not specified, the Oper CDN Name will be vnic0.

• In Cisco UCSManager Release 3.1 and later releases, downgrade of the adapter firmware is prevented
if a CDN-enabled BIOS policy is assigned to a server.

• In Cisco UCS Manager Release 2.2(4), downgrade of Cisco UCS Manager is prevented if CDN is
enabled in a BIOS policy that is assigned to an associated server.

• In CiscoUCSManager Release 2.2(4), downgrade of the BIOS firmware is prevented if a CDN-enabled
BIOS policy is assigned to a server.

• In Cisco UCS Manager Release 2.2(4), downgrade of the adapter firmware is prevented if a
CDN-enabled BIOS policy is assigned to a server.
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• When the applied BIOS policy is changed fromCDN-disabled to CDN-enabled or fromCDN-enabled
to CDN-disabled, the host reboots with a warning, irrespective of whether reboot on BIOS update is
enabled or not.

• It is recommended that you enable CDN in the BIOS policy and add CDN names to the vNICS before
the Windows Operating System is installed.

• If the Windows Operating System is already installed on the server and CDN is then enabled in the
BIOS policy, do the following:

1. Uninstall the network drivers.

2. Scan the system for hidden devices and uninstall them.

3. Rescan the system for new hardware and install the network drivers again.

If this is not done, the vNICs will not come up with the configured CDN names.

• When the applied BIOS policy is changed fromCDN-disabled to CDN-enabled or fromCDN-enabled
to CDN-disabled on a service profile, do the following:

1. Uninstall the network drivers.

2. Scan the system for hidden devices and delete them.

3. Re-scan the system for new hardware and install the network drivers again.

When the BIOS policy is changed from CDN-enabled to CDN-disabled,
ensure that the CDN names are removed from all the vNICs on the system.

Note

• If any change is made to the vNICs, the BDF of all the devices on the system also changes. Following
are some of the scenarios that trigger a change in the BDF of all the vNICs present on the system:

• When a vNIC is added or deleted

• When a vNIC is moved from one adapter on the system to another adapter on the system

When these changes are made to the system, do the following:

1. Uninstall the network driver from all the present network interfaces.

2. Scan the system for hidden devices and uninstall them.

3. Re-scan the system for new hardware and install the network driver on the network controllers
again.

If the hidden devices are not deleted, the CDN names of the network adapters will not appear as
configured on Cisco UCS Manager.

CDN with a Mixed Set of Adapters

When a CDN name is configured for a vNIC in a system with a mixed set of CDN-supported adapters
and CDN-unsupported adapters, then system placement may not place CDN-configured vNICs on adapters
that support CDN.
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If CDN is enabled in the BIOS policy, and system placement places a CDN-configured vNIC (Admin
CDN configured) on an adapter that does not support CDN, an info fault will be raised, but the configuration
issue for the service profile will be ignored.

If CDN is enabled in the BIOS policy, and system placement places a vNIC (Admin CDN not configured)
on an adapter that does not support CDN, an info fault will be raised, but the configuration issue for the
service profile will be ignored. The Oper CDN Name in this case will be empty and will not be derived
from the vNIC name.

If you want to deploy the CDN name as the host network interface name for a server, you must manually
place a vNIC on a supported adapter.

BIOSポリシーでの一貫したデバイスの命名の設定

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [root] を展開します。

ステップ 4 [BIOS Policies]を展開します。

ステップ 5 CDNを設定する BIOSポリシーを選択します。

ステップ 6 [Main]タブの [Consistent Device Naming]フィールドで次のいずれかをクリックして、CDNを
設定します。

説明オプション

BIOSポリシーで CDNを無効にします。[disabled]

BIOSポリシーで CDNを有効にします。enabled

BIOSは、サーバタイプとベンダーに関する BIOSのデフォル
ト設定に含まれるこの属性の値を使用します。

Platform Default

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNICの CDN名の設定
CDN名が vNICに指定されていない場合は、vNIC名が CDN名として使用されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。
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ステップ 3 CDN名を設定する vNICを含む組織のノードを展開します。

ステップ 4 CDN名を設定する vNICを含むサービスプロファイルと [vNICs]ノードを展開します。

ステップ 5 vNICを選択します。

ステップ 6 [General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Properties]領域で [CDN Source]として [User Defined]を選択します。

ステップ 8 vNICの CDN名を [CDN名 (CDN Name)]フィールドに入力します。

vNICに設定する CDN名は [CDN Name]として表示されます。vNICに最後に適用さ
れた CDN名は、[Oper CDN Name]として表示されます。たとえば、「vnic0」という
名前の vNICの [CDN Name]が cdn0の場合、この vNICの [Oper CDN Name]は cdn0
になりますが、同じ vNICでも [CDN Name]が指定されていない場合は [Oper CDN
Name]は vnic0になります。

（注）

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

CIMC Security Policies
Cisco UCS Manager provides the following policies to increase security:

• KVM Management Policy

• IPMI Access Profile

IPMI Access Profile
This policy allows you to determine whether IPMI commands can be sent directly to the server, using the
IP address. For example, you can send commands to retrieve sensor data from the CIMC. This policy
defines the IPMI access, including a username and password that can be authenticated locally on the server,
and whether the access is read-only or read-write.

You can also restrict remote connectivity by disabling or enabling IPMI over LAN in the IPMI access
profile. IPMI over LAN is disabled by default on all unassociated servers, and on all servers without an
IPMI access policy. When an IPMI access policy is created, the IPMI over LAN is set to enabled by
default. If you do not change the value to disabled, IPMI over LAN will be enabled on all associated
servers.

You must include this policy in a service profile and that service profile must be associated with a server
for it to take effect.

IPMIアクセスプロファイルの作成

Before you begin

IPMIプロファイルは、次のリソースの 1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提
にしています。
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•適切な権限があり、サーバのオペレーティングシステムによる認証が可能なユーザ名

•このユーザ名のパスワード

•ユーザ名と関連付けられている権限

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [IPMI Access Profiles]を右クリックし、[Create IPMI Access Profile]を選択します。

ステップ 5 [Create IPMI Access Profile]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) プロファイルの一意の名前および説明を入力します。
b) [IPMI Over LAN]フィールドで、リモート接続を許可するか、禁止するかを選択します。
c) [OK]をクリックします。

ステップ 6 ナビゲータの [IPMI Users]領域で、[+]をクリックします。

ステップ 7 [Create IPMI User]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

この IPMIまたはRedfishプロファイルに関連付けたユーザ
名。

1～ 16文字の英数字を入力します。「@」（アットマー
ク）、「_」（アンダースコア）、「-」（ハイフン）も使
用できます。プロファイルの保存後は、この名前を変更で

きません。

[Name]フィールド

このユーザ名に関連付けられるパスワード。

1～20文字の標準ASCII文字を入力します（ただし、「=」
（等号）、「$」（ドル記号）、「|」（縦棒）は除く）。

[Password]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[Confirm Password]フィール
ド

ユーザロール。次のいずれかになります。

• [Admin]

• [Read Only]

[Role]フィールド

IPMIまたは Redfishユーザのユーザ定義の説明。[Description]フィールド
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b) [OK]をクリックします。

ステップ 8 別のユーザを追加するには、ステップ 6および 7を繰り返します。

ステップ 9 [OK]をクリックして、[Work]ペインの IPMIプロファイルに戻ります。

What to do next

IPMIプロファイルはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両方にインク
ルードします。

IPMIアクセスプロファイルの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [IPMI Profiles]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

KVM Management Policy
The KVMManagement policy allows you to determine whether vMedia encryption is enabled when you
access a server via KVM.

You must include this policy in a service profile and that service profile must be associated with a server
for it to take effect.

After a KVM vMedia session is mapped, if you change the KVM management policy, it will result in a
loss of the vMedia session. You must re-map the KVM vMedia session again.

Note

Before Cisco UCS Manager Release 4.0(4), port 2068 was the only KVM port. Beginning with Release
4.0(4), you can configure a port number between 1024 and 49151 as the KVM port. Port 2068 continues
to be the default KVM port number.
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KVM管理ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [KVM Management Policies]を右クリックし、[Create KVM Management Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create KVM Management Policy]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a) ポリシーの一意の名前と説明を入力します。
b) [vMedia Encryption]フィールドで、vMedia暗号化をイネーブルにするかどうかを選択しま
す。

c) [KVMポート (KVM Port)]フィールドで、KVMの場合は 1024 ~ 49151の範囲のポート番
号を入力します。

デフォルトの KVMポート番号は 2068です。

d) [OK]をクリックします。

KVM仮想メディア（vMedia）セッションがマッピングされた後、KVM管理ポリシー
を変更すると、仮想メディア（vMedia）セッションは失われます。KVM仮想メディ
ア（vMedia）セッションを再度マッピングする必要があります。

（注）

Graphics Card Policies
Cisco UCS Manager Release 3.1(3) extends graphics card support to include the ability to change the
graphics card mode. You can now configure graphics card modes by using a graphics card policy. The
graphics card modes are:

• Compute

• Graphics

• Any Configuration
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グラフィックスカードポリシーの作成

CiscoUCSManagerは、GPUの設定変更を、グラフィックスカードポリシーを介してProcessor
Node Utility Operating System（PNuOS）にプッシュします。これらの変更は、サーバがリブー
トされるまで有効になりません。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Graphics Card Policies]を右クリックして、[Create Graphics Card Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Graphics Card Policy]ダイアログボックスの [Main]ページで、次の操作を実行します。

a) ポリシーの一意の名前を入力します。
b) （任意）ポリシーの説明を入力します。
c) [Graphics Card Mode]フィールドで、次のいずれかを選択します。

•コンピューティング

• Graphics

• Any Configuration

d) [OK]をクリックします。

ローカルディスクポリシー

Local Disk Configuration Policy
This policy configures any optional SAS local drives that have been installed on a server through the
onboard RAID controller of the local drive. This policy enables you to set a local disk mode for all servers
that are associated with a service profile that includes the local disk configuration policy.

The local disk modes include the following:

• No Local Storage—For a diskless server or a SAN only configuration. If you select this option, you
cannot associate any service profile which uses this policy with a server that has a local disk.
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• RAID 0 Striped—Data is striped across all disks in the array, providing fast throughput. There is
no data redundancy, and all data is lost if any disk fails.

• RAID 1 Mirrored—Data is written to two disks, providing complete data redundancy if one disk
fails. The maximum array size is equal to the available space on the smaller of the two drives.

• Any Configuration—For a server configuration that carries forward the local disk configuration
without any changes.

• No RAID—For a server configuration that removes the RAID and leaves the disk MBR and payload
unaltered.

If you choose No RAID and you apply this policy to a server that already has an operating system
with RAID storage configured, the system does not remove the disk contents. Therefore, there may
be no visible differences on the server after you apply theNo RAIDmode. This can lead to a mismatch
between the RAID configuration in the policy and the actual disk configuration shown in the
Inventory > Storage tab for the server.

To make sure that any previous RAID configuration information is removed from a disk, apply a
scrub policy that removes all disk information after you apply the No RAID configuration mode.

• RAID 5 Striped Parity—Data is striped across all disks in the array. Part of the capacity of each
disk stores parity information that can be used to reconstruct data if a disk fails. RAID 5 provides
good data throughput for applications with high read request rates.

• RAID 6 Striped Dual Parity—Data is striped across all disks in the array and two parity disks are
used to provide protection against the failure of up to two physical disks. In each row of data blocks,
two sets of parity data are stored.

• RAID 10 Mirrored and Striped—RAID 10 uses mirrored pairs of disks to provide complete data
redundancy and high throughput rates.

• RAID 50 Striped Parity and Striped —Data is striped across multiple striped parity disk sets to
provide high throughput and multiple disk failure tolerance.

• RAID 60 Striped Dual Parity and Striped—Data is striped across multiple striped dual parity disk
sets to provide high throughput and greater disk failure tolerance.

You must include this policy in a service profile and that service profile must be associated with a server
for the policy to take effect.

For a Cisco UCS C-Series server integrated with Cisco UCSManager, with an embedded on-board RAID
controller, the local disk mode should always be Any Configuration, and the RAID must be configured
directly on the controller.

Note

すべてのローカルディスク設定ポリシーに関するガイドライン

ローカルディスク設定ポリシーを作成する前に、次のガイドラインを考慮してください。

HDDと SSDを混合しない

1台のサーバや RAID設定に、HDDと SSDを使用しないでください。
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JBODモードのサポート

B200 M3サーバでは、ローカルディスクの JBODモードがサポートされています。

ローカルディスクの JBODモードをサポートしているのは、B200M3および B22M3ブレード
サーバのみです。

（注）

RAID用に設定されているローカルディスク設定ポリシーに関するガ
イドライン

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ用のローカルディスク設定ポリシーに
RAID設定を設定する

ブレードサーバまたは統合されたラックマウントサーバにMegaRAIDコントローラが搭載さ
れている場合、そのサーバのサービスプロファイルに含まれるローカルディスク設定ポリシー

でドライブのRAID設定を設定する必要があります。これを実行するには、そのサーバに定義
されている RAIDモードのいずれかを使用して、サービスプロファイルのローカルディスク
設定ポリシーを設定するか、[Any Configuration]モードとLSIユーティリティツールセットを
使用して、RAIDボリュームを作成します。

OSをインストールする前に RAID LUNを設定していないと、インストール時にディスク検出
エラーが発生し、「No Device Found」といったエラーメッセージが表示される可能性があり
ます。

サーバプロファイルで [Any Configuration]モードが指定されている場合、RAID 1クラスタ移行
後にサーバが起動しない

RAID1クラスタの移行後、サービスプロファイルをサーバに関連付ける必要があります。サー
ビスプロファイル内のローカルディスク設定ポリシーにRAID 1ではなく [Any Configuration]
モードが設定されていると、RAIDLUNは、関連付け中およびその後も「非アクティブ」状態
のままになります。その結果、サーバは起動できなくなります。

この問題を回避するには、サーバに関連付けるサービスプロファイルに、移行前の元のサービ

スプロファイルとまったく同じローカルディスク設定ポリシーが含まれるようにし、[Any
Configuration]モードは含まれないようにします。

MegaRAIDストレージコントローラを搭載したサーバ上で JBODモードを使用しない

MegaRAIDストレージコントローラが搭載されたブレードサーバまたは統合ラックマウント
サーバ上で JBODモードまたは JBOD操作を設定または使用しないでください。JBODモード
と操作は、このサーバで完全に機能するよう設計されていません。
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統合されたラックマウントサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つま
で

Cisco UCS Managerとともに登録されており、サーバ上に存在するハードドライブの数とは関
係なく、RAIDボリュームを 1つまでしか設定できません。

統合されたラックマウントサーバ内のローカルハードドライブは、1つの RAIDコントロー
ラのみにすべて接続される必要があります。Cisco UCS Managerとの統合では、ローカルハー
ドドライブが単一のラックマウントサーバ内の複数の RAIDコントローラに接続することは
サポートされていません。そのため、Cisco UCS Managerと統合されるラックマウントサーバ
を発注する際は、単一の RAIDコントローラ構成を要求することを推奨します。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ラックマウントサーバ上に複数の RAID LUNを
作成しないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。

ブレードサーバ内の RAIDボリュームと RAIDコントローラはそれぞれ 1つまで

ブレードサーバは、サーバ内に存在するドライブの数とは関係なく、RAIDボリュームを 1つ
までしか設定できません。ローカルハードドライブは、1つのRAIDコントローラのみにすべ
て接続される必要があります。たとえば、B200M3に LSIコントローラと Intel Patsburgコント
ローラが搭載されていても、LSIコントローラだけが RAIDコントローラして使用できます。

また、サードパーティ製ツールを使用して、ブレードサーバ上に複数の RAID LUNを作成し
ないでください。Cisco UCS Managerは、そのような設定をサポートしていません。

一部のサーバの特定の RAID設定オプションでは、ライセンスが必要

一部のCisco UCSサーバには、特定の RAID設定オプションのライセンスが必要です。Cisco
UCS Managerで、このローカルディスクポリシーを含むサービスプロファイルとサーバを関
連付けると、Cisco UCS Managerによって選択された RAIDオプションに適切なライセンスが
備わっているかが確認されます。問題がある場合は、サービスプロファイルを関連付ける際

に、Cisco UCS Managerに設定エラーが表示されます。

特定のCiscoUCSサーバのRAIDライセンス情報については、そのサーバの『Hardware Installation
Guide』を参照してください。

B420 M3サーバでは全コンフィギュレーションモードはサポートされていない

B420M3サーバでは、ローカルディスク設定ポリシーで、次のような設定オプションはサポー
トされていません。

• RAIDなし

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

また、B420 M3では JBODモードや操作はサポートされていません。
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ローカルディスク設定ポリシーの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を右クリックし、[Create Local Disk Configuration Policy]を選択しま
す。

ステップ 5 [Create Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

This can be one of the following local disk policy modes:

• No Local Storage

• [RAID 0 Striped]

• RAID 1 Mirrored

• [Any Configuration]

• [No RAID]

NoRAIDを選択し、このポリシーをすでにRAIDストレー
ジが設定されているオペレーティングシステムを使用す

るサーバに適用した場合、システムによってディスクの

内容が削除されません。そのため、[No RAID]モードの
適用後にサーバでの違いがわからないことがあります。

よって、ポリシーのRAID設定と、サーバの [Inventory]>
[Storage]タブに表示される実際のディスク設定とが一致
しない場合があります。

以前のすべての RAID設定情報をディスクから削除させ
るには、No RAIDコンフィギュレーションモードの適用
後にすべてのディスク情報を削除するスクラブポリシー

を適用します。

• RAID 5 Striped Parity

• [RAID 6 Striped Dual Parity]

• [RAID 10 Mirrored and Striped]

• [RAID 50 Striped Parity and Striped]

• [RAID 60 Striped Dual Parity and Striped]

SomeCiscoUCS servers require a license for certain RAID
configuration options. When Cisco UCS Manager
associates a service profile containing this local disk policy
with a server, Cisco UCSManager verifies that the selected
RAID option is properly licensed. If there are issues, Cisco
UCS Manager displays a configuration error during the
service profile association.

For RAID license information for a specific Cisco UCS
server, see theHardware Installation Guide for that server.

Note

Mode drop-down list
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説明名前

If checked, the server retains the configuration in the local disk
configuration policy even if the server is disassociated from the service
profile.

Protect Configuration becomes non-functional if one or
more disks in the server are defective or faulty.

Caution

This property is checked by default.

サービスプロファイルがサーバから関連付けを解除され、新

しいサービスプロファイルが関連付けられると、新しいサー

ビスプロファイルの Protect Configurationプロパティの設定が
優先され、前のサービスプロファイルの設定が上書きされま

す。

With this option enabled, the data on the disk is protected even after
the server is decommissioned and then recommissioned. Hence,
reassociation of the server with a service profile fails.

If you disassociate the server from a service profile with
this option enabled and then associate it with a new service
profile that includes a local disk configuration policy with
different properties, the server returns a configuration
mismatch error and the association fails.

Note

Protect Configuration check box

To enable or disable the FlexFlash controller on the SD card, click
the appropriate button.

This parameter only applies to a server with an SD card
module.

Note

FlexFlash State radio button

To enable or disable RAID reporting, click the appropriate button.
When RAID reporting is enabled, the RAID status is monitored and
faults are enabled.

If only one SD card is installed, the RAID state will be
displayed as Disabled and the RAID health as NA even if
RAID reporting is enabled.

Note

FlexFlash RAID Reporting
State radio button

To select the removable state of the FlexFlash SD card, click the
appropriate button.

• Yes—Use this option to define the SD card as removable.

• No—Use this option to define the SD card as fixed or
non-removable.

• No Change—Use this option if the hypervisor does not require
a preset state for the SD card.

FlexFlash Removable State radio
button
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

ローカルディスク設定ポリシーの変更

この手順は、関連付けられたサービスプロファイルからローカルディスク設定ポリシーを変

更するものです。[Servers]の [Policies]ノードからローカルディスク設定ポリシーを変更する
こともできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 変更するローカルディスク設定ポリシーを持つサービスプロファイルを含む組織を展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するローカルディスク設定ポリシーを含むサービスプロファイルをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Storage]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Change Local Disk Configuration Policy]をクリックします。

ステップ 7 [Change Local Disk Configuration Policy]ダイアログボックスで、[Select the Local Disk Configuration
Policy]ドロップダウンリストから次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

このオプションの下のリストから既存のローカルディスク設定ポリ

シーを選択します。Cisco UCSManagerは、このポリシーをサービス
プロファイルに割り当てます。

Use a Disk Policy

選択されたサービスプロファイルだけがアクセスできるローカル

ディスク設定ポリシーを作成できます。

Create a Local Disk
Policy

デフォルトのローカルディスクポリシーを選択します。No Disk Policy

UCSサーバがCisco UCSManagerに接続している場合、[No
Disk Policy]を選択すると RAIDが消去され、接続されてい
るサーバでデフォルトの RAID設定がサポートサれていな
い場合は個々の RAID 0ディスクで置き換えられます。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 （任意） [Local Disk Configuration Policy]領域を展開し、変更が行われたことを確認します。
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ローカルディスク設定ポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Local Disk Config Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

FlexFlashのサポート

概要

Cisco UCS Bシリーズサーバ、CシリーズM3以降のサーバ、SシリーズM4サーバは、内部
セキュアデジタル（SD）メモリカードをサポートしています。SDカードは、Cisco Flexible
Flashストレージコントローラ（SDカード用スロットが 2つある PCIベースのコントローラ）
によってホストされます。カードには、HVと呼ばれる単一のパーティションが含まれます。
FlexFlashが有効な場合、Cisco UCSManagerでは、BIOSとホストホストオペレーティングシ
ステムのどちらに対しても、HVパーティションを USBドライブとして表示します。

提供される一方または両方の SDカードスロットを装着できます。SDカードが 2つ装着され
ている場合は、ミラー化モードで使用できます。

サーバ内で異なる容量のカードを混在させないでください。（注）

SDカードはオペレーティングシステムのブートイメージやその他の情報を保存するために使
用できます。次の図に、SDカードスロットを示します。

図 1 : SDカードスロット
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FlexFlashはデフォルトでディセーブルになっています。サービスプロファイルで使用される
ローカルディスクポリシーで FlexFlashをイネーブルにできます。FlexFlashがローカルディ
スクポリシーでイネーブルと定義され、サーバがSDカードをサポートしている場合、FlexFlash
コントローラはサービスプロファイルを関連付ける際にイネーブルになります。サーバが SD
カードをサポートしていない場合や CIMCバージョンが古い場合は、構成エラーメッセージ
が表示されます。

サポートされるサーバの FlexFlashを無効にすると、ハイパーバイザまたは HVパーティショ
ンはホストからすぐに切断されます。FlexFlashコントローラは、関連サービスプロファイル
の関連付け解除の一環としてもディセーブルになります。

FlexFlashコントローラはデュアル SDカード用の RAID-1をサポートします。FlexFlashスクラ
ブポリシーは、両方のカードのHVパーティションを削除し、そのカードを正常なRAID状態
にすることができます。

RAIDペアの新しい SDカードを設定し、次の方法のいずれかを使用してそれらをフォーマッ
トすることができます。

• SDカードをフォーマットします。詳細な情報についてはFormatting the SDCards（309ペー
ジ）を参照してください。

•サーバからサービスプロファイルの関連付けを解除します。デフォルトのスクラブポリ
シーを変更後サーバを認識し、サーバプロファイルをサーバに再度関連付けます。

『Cisco UCS Manager Server Management Guide』の「Scrub Policy Settings」セクションに
は、スクラブポリシーの使用方法に関する詳細情報が記載されています。

ペアリングが完了したらすぐにスクラブポリシーをディセーブルにします。（注）

HVパーティションから起動するには、SDカードがサービスプロファイルで使用されるブー
トポリシーで定義されている必要があります。
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FlexFlashファームウェア管理

FlexFlashコントローラファームウェアは、CIMCイメージの一部としてバンドルされます。
CIMCをアップグレードする際に、最新のファームウェアバージョンが FlexFlashコントロー
ラで使用可能な場合、コントローラは管理されなくなり、FlexFlashインベントリには、[Controller
State]が [Waiting For User Action]として、[Controller Health]が [Old Firmware Running]として表
示されます。FlexFlashコントローラのファームウェアをアップグレードするには、ボードコ
ントローラの更新を行う必要があります。詳細については、該当する『 Cisco UCS B-Series
Firmware Management Guide』、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
を参照してください。

Cisco Flexible Flashストレージコントローラの制約事項：

• Cisco Flexible Flashストレージコントローラは 16 GB、32 GBおよび 64 GBの SDカード
のみをサポートしています。

16 GBおよび 32 GBカードはM3ブレードサーバでのみサポート
され、64 GB SDカードはM4およびM5ブレードサーバでのみサ
ポートされます。

（注）

•ラックサーバの SDカードをブレードサーバで使用したり、ブレードサーバの SDカー
ドをラックサーバで使用することは推奨されません。サーバタイプ間での SDカードの
交換は SDカードのデータ損失につながる可能性があります。

•一部のCisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、4つのパーティション（HV、
HUU、SCU、ドライバ）を持つ SDカードが搭載されています。Cisco UCS Managerでは
HVパーティションのみが表示されます。FlexFlashスクラブポリシーを使用して、4つの
パーティションを持つ SDカードを単一 HVパーティションカードに移行できますが、
データを喪失する可能性があります。

• FlexFlashコントローラは RAID-1同期（ミラー再構築）をサポートしません。SDカード
がRAIDデグレード状態である場合、あるいはメタデータエラーがコントローラによって
報告された場合は、FlexFlashスクラブポリシーを実行して RAIDのためのカードを組み
合わせる必要があります。FlexFlashのスクラブポリシーの詳細については、「サーバ関
連ポリシー」を参照してください。次の条件によって RAIDデグレードやメタデータエ
ラーが引き起こされる可能性があります。

•サーバの 1つのスロットにすでに SDカードが装着されているときに、別のスロット
に新しいまたは使用されていた SDカードを挿入する。

•異なるサーバの 2つの SDカードを挿入する。

•サーバのファームウェアバージョンは、2.2(1a)以上が必要です。
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FlexFlash FX3S Support
Beginning with Release 2.2(3), Cisco UCS Manager allows additional FlexFlash support with the FX3S
controller. The FX3S controller is present on the following servers:

• Cisco UCS B200 M4 and M5 blade server

• Cisco UCS C220 M4 and M5 rack server

• Cisco UCS C240 M4, M5 rack server

• C480 M5 rack server

• C480 M5 ML blade server

• B480 M5 blade server

• Cisco UCS C125 M5サーバ

FlexFlash operations with the FX3S control are similar to those with the Cisco Flexible Flash storage
controller. FlexFlash is disabled by default, and is enabled using a local disk policy. You can also reset
the controller, format the SD cards, and enable automatic synchronization of your paired SD cards.

The SD cards for the FX3S controller contain a single partition called Hypervisor.

Limitations for the Cisco FX3S Controller:

• The FX3S controller supports only 32 GB and 64 GB SD cards. 16 GB cards are not supported.

• The FX3S controller supports 128 GB cards on M5 blades and above.

• We do not recommend using an SD card from a rack server in a blade server, or using an SD card
from a blade server in a rack server. Switching SD cards between server types might result in data
loss from the SD card.

• The server firmware version must be at 2.2(3a) or higher.

FlexFlash SDカードを使用したブレードサーバの起動

16 GB以上の FlexFlashカードを使用してブレードサーバを起動するには、次の手順を使用し
ます。この手順では、ブレードサーバ、ソフトウェア、および関連付けられたインフラストラ

クチャを設定する方法を知っていることと、機能していることを確認することが必要です。こ

の Cisco UCS Managerの制御手順は、任意のバージョンのファームウェアを実行しているすべ
てのブレードサーバに適用されます。この手順はラックサーバには適用されません。作業環

境で FlexFlashカードを有効にする前に、次の手順に従います。

FlexFlashをすでに使用している状態で次の手順を使用すると、カードからすべてのデータが失
われます。

注意
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この手順では、FlexFlashカードの使用方法や、FlexFlashシステムのその他の機能は扱ってい
ません。

（注）

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 2 [Work]ペインで、[FlexFlash Controller]ウィンドウ内の FlexFlashカードの詳細情報を確認しま
す。

ステップ 3 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 4 プールを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 5 サービスプロファイルを含む組織のノードを展開し、[Storage]をクリックします。

ステップ 6 [Work] ペインで、[Actions]領域の [Change Local Disk Configuration Policy] をクリックし、[Create
Local Disk Configuration Policy]リンクを展開します。ローカルディスク設定ポリシーの作成（
299ページ）の手順に従ってローカルディスクの設定ポリシーを作成します。

FlexFlashポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。

ステップ 7 [Change Disk Local Configuration Policy]を展開し、作成したポリシーを選択し、[OK]をクリッ
クします。

ステップ 8 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 9 スクラブポリシーの作成（312ページ）の手順に従って Scrub-FF-nameなどの名前でポリシー
を作成し、[OK]をクリックします。

スクラブポリシー名には、空白や特殊文字を使用することはできません。

ステップ 10 ドロップダウンボックスから作成したポリシーを選択します。

ステップ 11 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 12 [Work]ペインで、[General]タブをクリックし、[Actions]領域から [Server Maintenance]を選択
します。

ステップ 13 [Maintenance Server]ダイアログボックスで [Re-acknowledge]オプションボタンをクリックし、
[OK]をクリックします。

ステップ 14 [Action]領域の [Server Maintenance]をクリックし、[Re-acknowledge]オプションボタンをもう
一度クリックします。

ステップ 15 [Inventory]タブで [Storage]サブタブを選択します。
[Work]領域の [FlexFlash Controller]ウィンドウで、有効な FlexFlashカードの詳細情報を確認で
きます。

ステップ 16 KVMManagerを起動してオペレーティングシステムにログオンします。デバイスとドライブ
フォルダのハイパーバイザパーティションの詳細を確認します。カードサイズによって、HV
パーティションには 32GB、64GB、または 128 GBのいずれかの詳細情報が表示されます。
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FlexFlashカードは同期され、使用可能になりました。

FlexFlash SDカードのサポートのイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Local Disk Config Policies]を展開し、FlexFlashサポートをイネーブルにするローカルディスク
設定ポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 [FlexFlash State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 7 [FlexFlash RAID Reporting State]フィールドで、[Enable]オプションボタンをクリックします。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。

自動同期のイネーブル化

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 自動同期を有効にするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Enable Auto-sync]をクリックします。

ステップ 7 [Enable Auto-sync]ダイアログボックスで、プライマリとして使用するSDカードの [Admin Slot
Number]を選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。
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Formatting the SD Cards

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 Click the server for which you want to format the SD cards.

ステップ 4 In the Work pane, click the Inventory tab.

ステップ 5 Click the Storage subtab.

ステップ 6 In the Actions area, click Format SD Cards.

ステップ 7 Click Yes to format the SD cards.

FlexFlashコントローラのリセット

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 FlexFlashコントローラをリセットするサーバをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Inventory]タブをクリックします。

ステップ 5 [Storage]サブタブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。

ステップ 7 FlexFlashコントローラをリセットするには [Yes]をクリックします。

永続メモリモジュール
Cisco UCSManager Release 4.0 (4)では、第二世代インテル® Xeon® Scalableプロセッサに基づく
UCS M5サーバ上の Intel® Optane™データセンター永続メモリモジュールのサポートが導入さ
れています。永続メモリモジュールは、第二世代インテル

® Xeon® Scalableプロセッサでのみ
使用できます。

永続メモリモジュールは、メモリの低遅延とストレージの永続化を実現する不揮発性メモリ

モジュールです。永続メモリモジュールに保存されているデータは、他のストレージデバイ

スに比べてすぐにアクセスでき、電源サイクルで保持されます。

永続メモリモジュールの設定の詳細については、『Cisco UCS: Intel® Optane™ Data Center永続

メモリモジュールの設定と管理』を参照してください。
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スクラブポリシー

Scrub Policy Settings
This policy determines what happens to local data and to the BIOS settings on a server during the discovery
process, when the server is re-acknowledged, or when the server is disassociated from a service profile.

Local disk scrub policies only apply to hard drives that are managed by Cisco UCS Manager and do not
apply to other devices such as USB drives. Drives managed by Cisco UCS Manager include HDD/SSD
drives and Internal SSD drives. It does not apply to NvME drives.

Note

Network Storage, such as NAS or SAN drives, will not be scrubbed. Customer data is not scrubbed.Note

Depending upon how you configure a scrub policy, the following can occur at those times:

Disk scrub

One of the following occurs to the data on any local drives on disassociation:

• If enabled, permanently removes data from the Master Boot Record of the drive (first 200 MB of
data).

• If disabled (default), preserves all data on any local drives, including local storage configuration.

For a server associated with a service profile, disk scrub occurs during disassociation, based on the scrub
policy used in the service profile. For an un-associated server, disk scrub occurs during the server discovery
process, based on the default scrub policy.

Scrub policies are supported on all B-Series and C-Series platforms.

You must re-acknowledge the server to see the changes related to LUN deletion if:

• you are scrubbing boot drives which have LUNs under the SAS controller in a set up with Cisco UCS
S3260 M4 or Cisco UCS S3260 M5ストレージサーバ.

• you are scrubbing the LUNs on Cisco boot optimized M.2 RAID controller.

Note

BIOS Settings Scrub

One of the following occurs to the BIOS settings when a service profile containing the scrub policy is
disassociated from a server:

• If enabled, erases all BIOS settings for the server and resets them to the BIOS defaults for that server
type and vendor.
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• If disabled (default), preserves the existing BIOS settings on the server.

FlexFlash Scrub

FlexFlash Scrub enables you to pair new or degraded SD cards, resolve FlexFlash metadata configuration
failures, and migrate older SD cards with 4 partitions to single partition SD cards. One of the following
occurs to the SD card when a service profile containing the scrub policy is disassociated from a server, or
when the server is reacknowledged:

• If enabled, the HV partition on the SD card is formatted using the PNUOS formatting utility. If two
SD cards are present, the cards are RAID-1 paired, and the HV partitions in both cards are marked
as valid. The card in slot 1 is marked as primary, and the card in slot 2 is marked as secondary.

• If disabled (default), preserves the existing SD card settings.

• For a server associated with a service profile, FlexFlash scrub occurs during disassociation, based
on the scrub policy used in the service profile. For an un-associated server, FlexFlash scrub occurs
during the server discovery process, based on the default scrub policy.

• Because the FlexFlash scrub erases the HV partition on the SD cards, we recommend that you take
a full backup of the SD card(s) using your preferred host operating system utilities before performing
the FlexFlash scrub.

• To resolve metadata config failures in a service profile, you need to disable FlexFlash in the local
disk config policy before you run the FlexFlash scrub, then enable FlexFlash after the server is
reacknowledged.

• Disable the scrub policy as soon as the pairing is complete or the metadata failures are resolved.

• FlexFlash scrub is not supported for Cisco UCS S3260ストレージサーバ.

Note

Persistent Memory Scrub

Persistent memory scrub enables you to preserve or remove the persistent memory configuration and data
on a server.

• If enabled:

• erases all the persistent memory data

• resets the configuration to factory default

• disables DIMM security

• If disabled (default), preserves the existing persistent memory configuration and data on the server.
It does not change the DIMM lock state.
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スクラブポリシーの作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Scrub Policies]を右クリックし、[Create Scrub Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Scrub Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド
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説明名前

このフィールドが[はい (Yes)]に設定されている場合、このス
クラブポリシーを含むサービスプロファイルがサーバとの関

連付けを解除されると、最初の 200MBのデータがマスター
ブートレコードまたはブートセクターから削除されます。そ

のため、すでにインストールされている OSがある場合、そ
の OSからシステムが起動するのを防ぐことができます。ド
ライブ上のデータの安全な削除については、『UCSSecureData
Deletion For Commission Regulation (EU) 2019 /424 Users Guide』
を参照してください。このフィールドを [いいえ (No)]に設定
すると、すべてのローカルストレージ設定を含むローカルド

ライブ上のデータは保存されます。

ディスクスクラブポリシーは、200MBを超えるユー
ザ データを削除することを意図したものではあり

ませんが、 Cisco UCS Managerはデータ損失に対し
て保証することはできません。

Note

[ディスクスクラブ（Disk
Scrub）]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除さ

れたときに、そのサーバの BIOS設定が消去され、そのサー
バタイプとベンダーのデフォルトにリセットされます。この

フィールドを [No]に設定すると、BIOS設定は保存されます。

[BIOS設定スクラブ（BIOS
Settings Scrub）]フィールド

フィールドを [Yes]に設定すると、サーバが再認識されたとき
に、SDカードの HVパーティションは PNUOSフォーマット
ユーティリティを使用してフォーマットされます。このフィー

ルドを [No]に設定すると、SDカードは保存されます。

[FlexFlashスクラブ（FlexFlash
Scrub）]フィールド

このフィールドを [Yes]に設定すると、このスクラブポリシー
を含むサービスプロファイルがサーバとの関連付けを解除さ

れたときに、そのサーバのすべての永続メモリモジュールが

消去され、そのサーバタイプとベンダーのデフォルトにリ

セットされます。このフィールドが [No (いいえ)]に設定され
ている場合、永続メモリモジュールは保持されます。

[Persistent Memory Scrub (永
続メモリスクラブ)]フィール
ド

ステップ 6 [OK]をクリックします。

[Disk scrub]および [FlexFlash Scrub]オプションは、Cisco UCS S3260ストレージサー
バではサポートされませんCisco UCS S3260ストレージサーバ。

Note
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スクラブポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Scrub Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

DIMMエラー管理

DIMM Correctable Error Handling
In Cisco UCS Manager, when a DIMM encounters a significant correctable error in a given predefined
window, it is stated as degraded and considered as a non-functional device.

The DIMM correctable error handling feature enables you to reset all the correctable and uncorrectable
memory errors on all the DIMMs in a server. When you reset the error configuration, the error count of
a given DIMM is cleared, the status changes to operable, and it resets the sensor state of the given DIMM.

メモリエラーのリセット

Cisco UCS Managerとベースボード管理コントローラ（BMC）で発生したすべての修正可能お
よび修正不可能なメモリエラーをリセットするには、この手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [Servers]の順に展開します。

ステップ 3 エラー設定をリセットするサーバを右クリックし、[ResetAllMemoryErrors]を選択します。ま
た、[Actions]領域から [Reset All Memory Errors]を選択することもできます。

ステップ 4 UCS Manager Cisco UCS Manager GUIに確認のダイアログボックスが表示された場合は、[Yes]
をクリックします。
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DIMM Blacklisting
In Cisco UCS Manager, the state of the Dual In-line Memory Module (DIMM) is based on SEL event
records. When the BIOS encounters a noncorrectable memory error during memory test execution, the
DIMM is marked as faulty. A faulty DIMM is a considered a nonfunctional device.

If you enable DIMM blacklisting, Cisco UCSManager monitors the memory test execution messages and
blacklists any DIMMs that encounter memory errors in the DIMM SPD data. To allow the host to map
out any DIMMs that encounter uncorrectable ECC errors.

DIMMのブラックリストのイネーブル化

メモリポリシーは、Cisco UCSドメインの既存のサーバ、およびメモリポリシーを設定した
後で追加されたサーバに適用できるグローバルポリシーです。

•この機能は、Cisco UCS Bシリーズブレードサーバおよび UCS Cシリーズラックサーバ
の両方でサポートされています。

Cisco UCS Cシリーズ 420 M3ラックサーバはこの機能をサポー
トしていません。

（注）

•このグローバルポリシーをサービスプロファイルに追加することはできません。

（注）

始める前に

• Cisco Bシリーズブレードサーバの場合、サーバファームウェアはリリース 2.2(1)以降の
リリースである必要があります。

•シスコ Cシリーズおよび Sシリーズラックサーバの場合、サーバファームウェアはリ
リース 2.2(3)である必要があります。

•次の権限のいずれかでログインする必要があります。

•管理者

•サーバポリシー

•サーバプロファイルのサーバポリシー

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ブラックリストをイネーブルにする組織のノードを展開します。
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システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Memory Policy]を展開して [default]を選択します。

ステップ 5 [Blacklisting]領域で、[Enabled]オプションボタンをクリックします。

DIMMのブラックリストは、ドメインレベルポリシーでイネーブルにされ、これらの変更は、
その特定のドメイン内のすべてのサーバに適用されます。

サーバのCisco IMCがDIMMのブラックリストをサポートしない場合、情報レベルのエラーが
生成されます。

（注）

Serial over LANポリシー設定

Serial over LAN Policy Overview
This policy sets the configuration for the serial over LAN connection for all servers associated with service
profiles that use the policy. By default, the serial over LAN connection is disabled.

If you implement a serial over LAN policy, we recommend that you also create an IPMI profile.

You must include this policy in a service profile and that service profile must be associated with a server
for it to take effect.

Serial over LANポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Serial over LAN Policies]を右クリックし、[Create Serial over LAN Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Serial over LAN Policy]ウィザードで、次のフィールドに値を入力します。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
316

サーバ関連ポリシー

Serial over LANポリシー設定



説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用で
きます。-（ハイフン）、_（アンダースコ
ア）、:（コロン）、および（ピリオド）は使
用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはで

きません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所と

タイミングについての情報を含めることを推

奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字または
スペースを使用できます。ただし、`（アクセ
ント記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャ
ラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引
用符）は使用できません。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• [Disable]：Serial over LANアクセスはブ
ロックされます。

• [Enable]：Serial over LANアクセスは許可
されます。

[Serial over LAN State]フィールド

次のいずれかになります。

• [9600]

• [19200]

• [38400]

• [57600]

• 115200

[Speed]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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Serial over LANポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Serial over LAN Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバ自動構成ポリシー

Server Autoconfiguration Policy Overview
Cisco UCS Manager uses this policy to determine how to configure a new server. If you create a server
autoconfiguration policy, the following occurs when a new server starts:

1. The qualification in the server autoconfiguration policy is executed against the server.

2. If the server meets the required qualifications, the server is associated with a service profile created
from the service profile template configured in the server autoconfiguration policy. The name of that
service profile is based on the name given to the server by Cisco UCS Manager.

3. The service profile is assigned to the organization configured in the server autoconfiguration policy.

自動構成ポリシーの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•サーバプールポリシークレデンシャル

•サービスプロファイルテンプレート

•組織（システムによりマルチテナント機能が実装されている場合）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにしま
す。

ステップ 6 [Create Autoconfiguration Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

この自動設定ポリシーに関連付けられているサーバプールポ

リシー資格情報。

サーバプールポリシー資格情報で指定された基準に合致する

新しいサーバが検出されると、Cisco UCSは、[Service Profile
Template Name]ドロップダウンリストで選択されたサービ
スプロファイルテンプレートに基づいて、自動的にサービス

プロファイルを作成し、それをサーバに関連付けます。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

この自動構成ポリシーに関連付けられた組織。

Cisco UCSが自動的にサービスプロファイルを作成してサー
バに関連付ける場合、サービスプロファイルはこのフィール

ドで選択された組織に配置されます。

[Org]ドロップダウンリスト

このポリシーに関連付けられたサービスプロファイルテンプ

レート。

[Service Profile Template
Name]ドロップダウンリスト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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自動構成ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment]ノードをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 4 [Autoconfig Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 5 削除する自動構成ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバディスカバリポリシー設定

Server Discovery Policy Overview
The server discovery policy determines how the UCS Manager reacts when you add a new UCS Blade
Server and UCSMini. If you create a server discovery policy, you can control whether the system conducts
a deep discovery when a server is added to a chassis, or whether a user must first acknowledge the new
server. By default, the system conducts a full discovery.

If you create a server discovery policy, the following occurs when a new server starts:

1. The server discovery policy qualification is executed against the server.

2. If the server meets the required qualifications, Cisco UCSManager applies the following to the server:

• Depending on the option that you select for the action, UCS Manager discovers the new server
immediately, or waits for a user acknowledgment of the new server

• Applies the scrub policy to the server

If automatic deep discovery is triggered by any hardware insertion, removal, or replacement, the following
occurs:

1. The server is moved to a “pending activities” list.

2. A critical hardware mismatch fault is raised on the server, indicating that UCSM has detected a
hardware mismatch.

3. User must explicitly acknowledge the server to trigger the deep discovery.
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In Cisco UCS Manager Release 2.2 (4), blade servers do not support drives with a block size of 4K, but
rack-mount servers support such drives. If a drive with a block size of 4K is inserted into a blade server,
discovery fails and the following error message appears:

Unable to get Scsi Device Information from the system

If this error occurs, do the following:

1. Remove the 4K drive.

2. Reacknowledge the server.

Reacknowledging the server causes the server to reboot and results in loss of service.

Important

サーバディスカバリポリシーの作成

Before you begin

このポリシーとサーバプールを関連付ける予定がある場合は、サーバプールポリシークレデ

ンシャルを作成します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 テーブルアイコンバーの [+]アイコンをクリックして、[Create Server Discovery Policy]ダイア
ログボックスを開きます。

ステップ 5 [Description]フィールドに、ディカバリポリシーの説明を入力します。

ステップ 6 [Action]フィールドで、次のオプションのいずれかを選択します。

• [immediate]：Cisco UCS Managerによって新しいサーバの自動検出が試みられます。

• [User Acknowledged]—ユーザーが新しいサーバの検索を指示するまで Cisco UCSManager
は待機します。

ステップ 7 (Optional)このポリシーをサーバプールに関連付けるには、[Qualification]ドロップダウンリ
ストでサーバプールポリシーの資格情報を選択します。

ステップ 8 (Optional)スクラブポリシーを含めるには、[Scrub Policy]ドロップダウンリストでポリシーを
選択します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
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What to do next

サーバディスカバリポリシーはサービスプロファイルとテンプレートのうち一方、または両

方にインクルードします。

サーバディスカバリポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Discovery Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 削除するサーバディスカバリポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Hardware Change Discovery Policy
The Hardware Change Discovery is a global policy used to set the howCisco UCSManager behaves when
there is a hardware component change. The policy has two values:

• User Acknowledged: You must acknowledge the server to clear all the hardware inventory mismatch
faults.

• Auto Acknowledged: Triggers automatic deep discovery when a hardware component change is
detected.

WhenUCSMdetects any change in the server hardware component, a critical hardware inventorymismatch
fault is raised on the server. You must manually acknowledge the server to clear the fault and complete
the hardware inventory. Once you have acknowledged the server, deep discovery and deep association is
triggered.

For rack servers, you must decommision and recomission the server to clear the fault and complete the
hardware inventory.

You cannot make changes to the policy if there is a hardware inventory mismatch fault.

ハードウェア変更検出ポリシーの設定

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Policies] > [Global Policies]を選択します。

ステップ 2 [Hardware Change Discovery Policy]ポリシーで次のいずれかを選択します。
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• [UserAcknowledged]：ハードウェアインベントリ不一致エラーをすべてクリアするには、
サーバを確認する必要があります。

• [AutoAcknowledged]：ハードウェアコンポーネントの変更が検出されると、自動の詳細な
ディスカバリがトリガーされます。

ステップ 3 [Save Changes]をクリックします。

サーバ継承ポリシー設定

Server Inheritance Policy Overview
This policy is invoked during the server discovery process to create a service profile for the server. All
service profiles created from this policy use the values burned into the blade at manufacture. The policy
performs the following:

• Analyzes the inventory of the server

• If configured, assigns the server to the selected organization

• Creates a service profile for the server with the identity burned into the server at manufacture

You cannot migrate a service profile created with this policy to another server.

サーバ継承ポリシーの作成

VICアダプタが搭載されたブレードサーバまたはラックマウントサーバ（Cisco UCS M81KR
仮想インターフェイスカードなど）の場合、製造時にサーバのアイデンティティ値がサーバ

ハードウェアに書き込まれていません。その結果、アダプタのアイデンティティは、デフォル

トプールから取得する必要があります。デフォルトプールに、サーバに割り当てるのに十分

なエントリが格納されていない場合、サービスプロファイルの関連付けが設定エラーで失敗し

ます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 テーブルの下部にあるアイコンバーで、[+ Add]をクリックします。

[+ Add]が無効になっている場合は、テーブルのエントリをクリックして有効にします。

ステップ 5 [Create Server Inheritance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける
場合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリ

シーを選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

このポリシーに組織を関連付ける場合、または現在の関連付

けを変更する場合は、その組織をドロップダウンリストから

選択します。

[Org]ドロップダウンリスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サーバ継承ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Policies]タブをクリックします。

ステップ 3 [Server Inheritance Policies]サブタブをクリックします。

ステップ 4 削除するサーバ継承ポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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サーバプールポリシー設定

Server Pool Policy Overview
This policy is invoked during the server discovery process. It determines what happens if server pool
policy qualifications match a server to the target pool specified in the policy.

If a server qualifies for more than one pool and those pools have server pool policies, the server is added
to all those pools.

サーバプールポリシーの作成

Before you begin

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•少なくとも 1つのサーバプール

•サーバプールポリシークレデンシャル（サーバをプールに自動的に追加する場合）

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policies]を右クリックし、[Create Server Pool Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[Name]フィールド
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説明名前

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタイミングにつ

いての情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使
用できます。ただし、`（アクセント記号）、\（バックスラッ
シュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>
（大なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用で
きません。

[Description]フィールド

このポリシーをサーバプールに関連付ける場合は、ドロップ

ダウンリストから該当のプールを選択します。

[Target Pool]ドロップダウン
リスト

このポリシーを 1つ以上の特定のサーバプールに関連付ける
場合は、これらのプールを識別するサーバプールの資格ポリ

シーを選択します。

[Qualification]ドロップダウン
リスト

ステップ 6 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

サーバプールポリシー資格情報設定

Server Pool Policy Qualification Overview
This policy qualifies servers based on the inventory of a server conducted during the discovery process.
The qualifications are individual rules that you configure in the policy to determine whether a server meets
the selection criteria. For example, you can create a rule that specifies the minimum memory capacity for
servers in a data center pool.
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Qualifications are used in other policies to place servers, not just by the server pool policies. For example,
if a server meets the criteria in a qualification policy, it can be added to one or more server pools or have
a service profile automatically associated with it.

You can use the server pool policy qualifications to qualify servers according to the following criteria:

• Adapter type

• Chassis location

• Memory type and configuration

• Power group

• CPU cores, type, and configuration

• Storage configuration and capacity

• Server model

Depending upon the implementation, you might need to configure several policies with server pool policy
qualifications including the following:

• Autoconfiguration policy

• Chassis discovery policy

• Server discovery policy

• Server inheritance policy

• Server pool policy

サーバプールポリシーの資格情報の作成

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを右クリックし、[Create Server Pool Policy Qualification]
を選択します。

ステップ 5 [Create Server Pool Policy Qualification]ダイアログボックスに、ポリシーの一意の名前および説
明を入力します。

ステップ 6 (Optional)このポリシーを使用して、アダプタ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するに
は、次の手順を実行します。

a) [Create Adapter Qualifications]をクリックします。
b) [Create Adapter Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

アダプタタイプ

アダプタの資格を保存すると、このタイプは変更できなく

なります。

[Type]ドロップダウンリス
ト

アダプタ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

選択されたタイプの最大容量

容量を指定するには、[Select]を選択し、必要な最大容量を
入力します。1～ 65535の整数を入力できます。

[Maximum Capacity]フィー
ルド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 (Optional)このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシに基づいたサーバの
資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値
を入力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用で
きる最初のシャーシ ID。

• [Number of Chassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[First Chassis ID]
フィールドで指定されたシャーシから始まります）。

Example:

たとえば、シャーシ 5、6、7、および 8を使用する場合、[First Chassis ID]フィールドに
5を入力し、[Number of Chassis]フィールドに 4を入力します。シャーシ 3だけを使用す
る場合、[First Chassis ID]フィールドに 3を入力し、[Number of Chassis]フィールドに
1を入力します。

シャーシ 5、6、および 9を使用する場合、5～ 6の範囲のシャーシ/サーバ資格を
作成し、シャーシ9には別の資格を作成します。必要に応じた数のシャーシ/サー
バ資格を作成できます。

Tip

c) [Finish]をクリックします。

ステップ 8 (Optional)このポリシーを使用して、サーバが物理的に存在するシャーシとスロットの両方に
基づいたサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Chassis/Server Qualifications]をクリックします。
b) [Create Chassis and Server Qualifications]ダイアログボックスの 領域で次のフィールドに値
を入力して、使用するシャーシの範囲を指定します。

• [First Chassis ID]フィールド—このポリシーに関連付けられたサーバプールが使用で
きる最初のシャーシ ID。
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• [Number of Chassis]フィールド—プールに含めるシャーシの合計数（[First Chassis ID]
フィールドで指定されたシャーシから始まります）。

c) テーブルで、[Add]をクリックします。
d) [CreateServerQualifications]ダイアログボックスで次のフィールドに値を入力して、使用す
る範囲のサーバの範囲を指定します。

• [First Slot ID]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから取
得できる最初のスロット ID。

• [Number of Slots]フィールド—このポリシーに関連付けられているサーバプールから
取得できるスロットの合計数。

e) [Finish Stage]をクリックします。
f) 別のスロットの範囲を追加するには、[Add]をクリックし、ステップ dおよび eを繰り返
します。

g) スロット範囲の指定を終了したら、[Finish]をクリックします。

ステップ 9 (Optional)このポリシーを使用して、メモリ構成に基づいたサーバの資格認定を実行するには、
次の手順を実行します。

a) [Create Memory Qualifications]をクリックします。
b) [CreateMemory Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

必要な最小クロック速度（MHz）。[Clock]フィールド

許容される最大遅延（ナノ秒）。[Latency]フィールド

最小限必要なメモリ容量（MB単位）。[Min Cap]フィールド

メモリの許容最大容量（MB単位）。[Max Cap]フィールド

データバスの最小幅。[Width]フィールド

[Width]フィールドの値と関連付けられる測定単位。[Units]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 (Optional)このポリシーを使用して、CPU/コア構成に基づいたサーバの資格認定を実行するに
は、次の手順を実行します。

a) [Create CPU/Cores Qualifications]をクリックします。
b) [Create CPU/Cores Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

このポリシーが適用される CPUアーキテクチャ。[Processor Architecture]ドロッ
プダウンリスト
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説明名前

プロセッサ PIDが一致する必要のある正規表現。[PID]フィールド

最小限必要な CPUコアの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Cores]フィー
ルド

CPUコアの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Cores]フィー
ルド

最小限必要な CPUスレッドの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Min Number of Threads]
フィールド

CPUスレッドの許容最大数。

容量を指定するには、[select]を選択し、関連するテキスト
フィールドに 1～ 65535の整数を入力します。

[Max Number of Threads]
フィールド

最小限必要な CPU速度。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最小速度を
入力します。

[CPU Speed]フィールド

最小限必要な CPUバージョン。

容量を指定するには、[select]を選択し、CPUの最大速度を
入力します。

[CPU Stepping]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 11 (Optional)このポリシーを使用して、ストレージ構成および容量に基づいたサーバの資格認定
を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Storage Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用可能なストレージをディスクレスにする必要があるか

どうか。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのストレージタイプも受け入れ可能
です。

• [Yes]：ストレージをディスクレスにする必要がありま
す。

• [No]：ストレージをディスクレスにできません。

[Diskless]フィールド
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説明名前

最小限必要なブロック数。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックの数を入
力します。

[Number of Blocks]フィール
ド

最小限必要なブロックサイズ（バイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ブロックのサイズ
を入力します。

[Block Size]フィールド

サーバ内のすべてのディスクの最小ストレージ容量（MB
単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最小
容量を入力します。

[Min Cap]フィールド

ストレージの許容最大容量（メガバイト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、ストレージの最大
容量を入力します。

[Max Cap]フィールド

最小限必要なディスクあたりのストレージ容量（ギガバイ

ト単位）。

容量を指定するには、[select]を選択し、各ディスクの最小
容量を入力します。

[Per Disk Cap]フィールド

ユニット数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを
入力します。

[Units]フィールド

FlexFlashカードの数。

容量を指定するには、[select]を選択し、必要なユニットを
入力します。

[Number of Flex Flash Cards]
フィールド

ディスクタイプ。次のいずれかになります。

• [Unspecified]：どのディスクタイプも受け入れ可能で
す。

• [HDD]：ディスクは HDDにする必要があります。

• [SSD]：ディスクは SSD（SATAまたは SAS）にする
必要があります。

[Disk Type]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 12 (Optional)このポリシーを使用して、サーバのモデルに基づいたサーバの資格認定を実行する
には、次の手順を実行します。
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a) [Create Server Model Qualifications]をクリックします。
b) [Create Server Model Qualifications]ダイアログボックスに、[Model]フィールドと一致する
正規表現を入力します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 13 (Optional)このポリシーを使用して、電源グループに基づいたサーバの資格認定を実行するに
は、次の手順を実行します。

a) [Create Group Power Qualifications]をクリックします。
b) [Create Group Power Qualifications]ダイアログボックスで、[Power Group]ドロップダウン
リストから電源グループを選択します。

c) [OK]をクリックします。

ステップ 14 (Optional)このポリシーを使用して、関連付けられたサーバプールに追加できるラックマウン
トサーバの資格認定を実行するには、次の手順を実行します。

a) [Create Rack Qualifications]をクリックします。
b) [Create Storage Qualifications]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に

使用できる最初のラックマウントサーバスロット ID。
[First Slot ID]フィールド

このポリシーに関連付けられているサーバプールが取得に

使用できるラックマウントサーバスロットの合計数。

[Number of Slots]フィールド

ステップ 15 テーブル内の資格を確認し、必要に応じて修正します。

ステップ 16 [OK]をクリックします。

サーバプールポリシーの資格情報の削除

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシー資格情報を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
332

サーバ関連ポリシー

サーバプールポリシーの資格情報の削除



サーバプールポリシーの資格情報からの資格の削除

1つまたは複数の資格のセットを削除してサーバプールポリシーの資格情報を変更するには、
この手順を使用します。

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Server Pool Policy Qualifications]ノードを展開します。

ステップ 4 変更するポリシーを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[Qualifications]タブを選択します。

ステップ 6 資格のセットを削除するには、次の手順を実行します。

a) テーブルで、資格のセットを示す行を選択します。
b) この行を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

vNIC/vHBA配置ポリシー設定

vNIC/vHBA Placement Policies
vNIC/vHBA placement policies are used to determine the following:

• How the virtual network interface connections (vCons) are mapped to the physical adapters on a
server.

• What types of vNICs or vHBAs can be assigned to each vCon.

Each vNIC/vHBA placement policy contains four vCons that are virtual representations of the physical
adapters. When a vNIC/vHBA placement policy is assigned to a service profile, and the service profile is
associated with a server, the vCons in the vNIC/vHBA placement policy are assigned to the physical
adapters and the vNICs and vHBAs are assigned to those vCons.

For blade or rack servers that contain one adapter, Cisco UCS assigns all vCons to that adapter. For servers
that contain four adapters, Cisco UCS assigns vCon1 to Adapter1, vCon2 to Adapter2, vCon3 to Adapter3,
and vCon4 to Adapter4.

For blade or rack servers that contain two or three adapters, Cisco UCS assigns the vCons based on the
type of server and the selected virtual slot mapping scheme, which can be Round Robin or Linear
Ordered. For details about the available mapping schemes, see vCon to Adapter Placement, on page 334.

After Cisco UCS assigns the vCons, it assigns the vNICs and vHBAs based on the Selection Preference
for each vCon. This can be one of the following:
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You can specify the PCI order for the vHBA; however, the desired order works within a class of devices,
such as vNICs or vHBAs and not across them. Within an adapter, vNICs are always placed ahead of the
vHBAs.

Note

• All—All configured vNICs and vHBAs can be assigned to the vCon, whether they are explicitly
assigned to it, unassigned, or dynamic. This is the default.

• Assigned Only—vNICs and vHBAs must be explicitly assigned to the vCon. You can assign them
explicitly through the service profile or the properties of the vNIC or vHBA.

• Exclude Dynamic—Dynamic vNICs and vHBAs cannot be assigned to the vCon. The vCon can be
used for all static vNICs and vHBAs, whether they are unassigned or explicitly assigned to it.

• Exclude Unassigned—Unassigned vNICs and vHBAs cannot be assigned to the vCon. The vCon
can be used for dynamic vNICs and vHBAs and for static vNICs and vHBAs that are explicitly
assigned to it.

• Exclude usNIC—Cisco usNICs cannot be assigned to the vCon. The vCon can be used for all other
configured vNICs and vHBAs, whether they are explicitly assigned to it, unassigned, or dynamic.

An SRIOV usNIC that is explicitly assigned to a vCon set to Exclude
usNIC will remain assigned to that vCon.

Note

If you do not include a vNIC/vHBA placement policy in the service profile, Cisco UCSManager defaults
to the Round Robin vCon mapping scheme and the All vNIC/vHBA selection preference, distributing
the vNICs and vHBAs between the adapters based on the capabilities and relative capacities of each
adapter.

vCon to Adapter Placement
Cisco UCS maps every vCon in a service profile to a physical adapter on the server. How that mapping
occurs and how the vCons are assigned to a specific adapter in a server depends on the following:

• The type of server. N20-B6620-2 and N20-B6625-2 blade servers with two adapter cards use a
different mapping scheme than other supported rack or blade servers.

• The number of adapters in the server.

• The setting of the virtual slot mapping scheme in the vNIC/vHBA placement policy, if applicable.

You must consider this placement when you configure the vNIC/vHBA selection preference to assign
vNICs and vHBAs to vCons.

vCon to adapter placement is not dependent upon the PCIE slot number of the adapter. The adapter numbers
used for the purpose of vCon placement are not the PCIE slot numbers of the adapters, but the ID assigned
to them during server discovery.

Note
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vCon to Adapter Placement for N20-B6620-2 and N20-B6625-2 Blade Servers
In N20-B6620-2 and N20-B6625-2 blade servers, the two adapters are numbered left to right while vCons
are numbered right to left. If one of these blade servers has a single adapter, Cisco UCS assigns all vCons
to that adapter. If the server has two adapters, the vCon assignment depends upon the virtual slot mapping
scheme:

• Round Robin—CiscoUCS assigns vCon2 and vCon4 to Adapter1 and vCon1 and vCon3 to Adapter2.
This is the default.

• Linear Ordered—Cisco UCS assigns vCon3 and vCon4 to Adapter1 and vCon1 and vCon2 to
Adapter2.

vConのアダプタへの配置（他のすべてのサポート対象サーバの場合）

N20-B6620-2および N20-B6625-2ブレードサーバに加え、Cisco UCSによりサポートされるそ
の他すべてのサーバでは、vConの割り当ては、サーバに搭載されるアダプタ数と仮想スロッ
トマッピングスキームに応じて異なります。

For blade or rack servers that contain one adapter, Cisco UCS assigns all vCons to that adapter. For servers
that contain four adapters, Cisco UCS assigns vCon1 to Adapter1, vCon2 to Adapter2, vCon3 to Adapter3,
and vCon4 to Adapter4.

2つまたは 3つのアダプタを搭載したブレードサーバまたはラックサーバの場合、Cisco UCS
は、選択した仮想スロットマッピングスキーム（ラウンドロビンまたは線形順序）に基づい

て vConsを割り当てます。

表 11 :ラウンドロビンマッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ1アダプタ2アダプタ12

アダプタ2アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14

ラウンドロビンはデフォルトのマッピングスキームです。

表 12 :線形順序マッピングスキームを使用した vConのアダプタへの配置

vCon4の割り当てvCon3の割り当てvCon2の割り当てvCon1の割り当てアダプタの数

アダプタ1アダプタ1アダプタ1アダプタ11

アダプタ2アダプタ2アダプタ1アダプタ12

アダプタ3アダプタ3アダプタ2アダプタ13

アダプタ4アダプタ3アダプタ2アダプタ14
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vNIC/vHBA to vCon Assignment
Cisco UCS Manager provides two options for assigning vNICs and vHBAs to vCons through the
vNIC/vHBA placement policy: explicit assignment and implicit assignment.

Explicit Assignment of vNICs and vHBAs

With explicit assignment, you specify the vCon and, therefore, the adapter to which a vNIC or vHBA is
assigned. Use this assignment option when you need to determine how the vNICs and vHBAs are distributed
between the adapters on a server.

To configure a vCon and the associated vNICs and vHBAs for explicit assignment, do the following:

• Set the vCon configuration to any of the available options. You can configure the vCons through a
vNIC/vHBA placement policy or in the service profile associated with the server. If a vCon is
configured for All, you can still explicitly assign a vNIC or vHBA to that vCon.

• Assign the vNICs and vHBAs to a vCon. You can make this assignment through the virtual host
interface placement properties of the vNIC or vHBA or in the service profile associated with the
server.

If you attempt to assign a vNIC or vHBA to a vCon that is not configured for that type of vNIC or vHBA,
Cisco UCS Manager displays a message advising you of the configuration error.

During service profile association, Cisco UCS Manager validates the configured placement of the vNICs
and vHBAs against the number and capabilities of the physical adapters in the server before assigning the
vNICs and vHBAs according to the configuration in the policy. Load distribution is based upon the explicit
assignments to the vCons and adapters configured in this policy.

If the adapters do not support the assignment of one or more vNICs or vHBAs, Cisco UCSManager raises
a fault against the service profile.

You can specify the PCI order for the vHBA; however, the desired order works within a class of devices,
such as vNICs or vHBAs and not across them. Within an adapter, vNICs are always placed ahead of the
vHBAs.

Note

Implicit Assignment of vNICs and vHBAs

With implicit assignment, Cisco UCS Manager determines the vCon and, therefore, the adapter to which
a vNIC or vHBA is assigned according to the capability of the adapters and their relative capacity. Use
this assignment option if the adapter to which a vNIC or vHBA is assigned is not important to your system
configuration.

To configure a vCon for implicit assignment, do the following:

• Set the vCon configuration to All, Exclude Dynamic, or Exclude Unassigned. You can configure
the vCons through a vNIC/vHBA placement policy or in the service profile associated with the server.

• Do not set the vCon configuration to Assigned Only. Implicit assignment cannot be performed with
this setting.

• Do not assign any vNICs or vHBAs to a vCon.
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During service profile association, Cisco UCSManager verifies the number and capabilities of the physical
adapters in the server and assigns the vNICs and vHBAs accordingly. Load distribution is based upon the
capabilities of the adapters, and placement of the vNICs and vHBAs is performed according to the actual
order determined by the system. For example, if one adapter can accommodate more vNICs than another,
that adapter is assigned more vNICs.

If the adapters cannot support the number of vNICs and vHBAs configured for that server, Cisco UCS
Manager raises a fault against the service profile.

Implicit Assignment of vNICs in a Dual Adapter Environment

When you use implicit vNIC assignment for a dual slot server with an adapter card in each slot, Cisco
UCS Manager typically assigns the vNICs/vHBAs as follows:

• If the server has the same adapter in both slots, Cisco UCS Manager assigns half the vNICs and half
the vHBAs to each adapter.

• If the server has one non-VIC adapter and one VIC adapter, Cisco UCS Manager assigns two vNICs
and two vHBAs to the non-VIC adapter and the remaining vNICs and vHBAs to the VIC adapter.

• If the server has two different VIC adapters, Cisco UCS Manager assigns the vNICs and vHBAs
proportionally, based on the relative capabilities of the two adapters.

The following examples show how Cisco UCS Manager would typically assign the vNICs and vHBAs
with different combinations of supported adapter cards:

• If you want to configure four vNICs and the server contains two Cisco UCS M51KR-B Broadcom
BCM57711 adapters (with two vNICs each), Cisco UCSManager assigns two vNICs to each adapter.

• If you want to configure 50 vNICs and the server contains a Cisco UCS CNA M72KR-E adapter (2
vNICs) and a Cisco UCSM81KR仮想インターフェイスカード adapter (128 vNICs), Cisco UCS
Manager assigns two vNICs to the Cisco UCS CNA M72KR-E adapter and 48 vNICs to the Cisco
UCS M81KR仮想インターフェイスカード adapter.

• If you want to configure 150 vNICs and the server contains a Cisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカード adapter (128 vNICs) and a Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイスカー
ド adapter (256 vNICs), Cisco UCS Manager assigns 50 vNICs to the Cisco UCS M81KR仮想イ
ンターフェイスカード adapter and 100 vNICs to the Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェ
イスカード adapter.

Exceptions to this implicit assignment occur if you configure the vNICs for fabric failover and if you
configure dynamic vNICs for the server.

Note

For a configuration that includes vNIC fabric failover where one adapter does not support vNIC failover,
Cisco UCS Manager implicitly assigns all vNICs that have fabric failover enabled to the adapter that
supports them. If the configuration includes only vNICs that are configured for fabric failover, no vNICs
are implicitly assigned to the adapter that does not support them. If some vNICs are configured for fabric
failover and some are not, Cisco UCS Manager assigns all failover vNICs to the adapter that supports
them and a minimum of one nonfailover vNIC to the adapter that does not support them, according to the
ratio above.
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For a configuration that includes dynamic vNICs, the same implicit assignment would occur. Cisco UCS
Manager assigns all dynamic vNICs to the adapter that supports them. However, with a combination of
dynamic vNICs and static vNICs, at least one static vNIC is assigned to the adapter that does not support
dynamic vNICs.

vNIC/vHBA配置ポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [vNIC/vHBA Placement Policies]を右クリックし、[Create Placement Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Placement Policy]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) 次のフィールドに入力します。

DescriptionName

The name for this placement policy.

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハ
イフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピ
リオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペー

スは使用できません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

Name field
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DescriptionName

Cisco UCS assigns virtual network interface connections (vCons)
to the PCIe adapter cards in the server. Each vCon is a virtual
representation of a physical adapter that can be assigned vNICs
and vHBAs.

For blade or rack servers that contain one adapter, Cisco UCS
assigns all vCons to that adapter. For servers that contain four
adapters, Cisco UCS assigns vCon1 to Adapter1, vCon2 to
Adapter2, vCon3 to Adapter3, and vCon4 to Adapter4.

For blade or rack servers that contain two or three adapters, Cisco
UCS assigns the vCons based on the selected virtual slot mapping
scheme. This can be one of the following:

• Round Robin— In a server with two adapter cards, Cisco
UCS assigns vCon1 and vCon3 to Adapter1, then assigns
vCon2 and vCon4 to Adapter2.

In a server with three adapter cards, Cisco UCS assigns vCon1
to Adapter1, vCon2 and vCon4 to Adapter2, and vCon3 to
Adapter3.

This is the default scheme.

• Linear Ordered— In a server with two adapter cards, Cisco
UCS assigns vCon1 and vCon2 to Adapter1, then assigns
vCon3 and vCon4 to Adapter2.

In a server with three adapter cards, Cisco UCS assigns vCon1
to Adapter1 and vCon2 to Adapter2, then assigns vCon3 and
vCon4 to Adapter3.

In N20-B6620-2 and N20-B6625-2 blade servers, the
two adapters are numbered left to right while vCons are
numbered right to left. If one of these blade servers has
a single adapter, Cisco UCS assigns all vCons to that
adapter. If the server has two adapters, the vCon
assignment depends upon the virtual slot mapping
scheme:

（注）

• Round Robin—Cisco UCS assigns vCon2 and
vCon4 to Adapter1 and vCon1 and vCon3 to
Adapter2. This is the default.

• Linear Ordered—Cisco UCS assigns vCon3 and
vCon4 to Adapter1 and vCon1 and vCon2 to
Adapter2.

After Cisco UCS assigns the vCons, it assigns the vNICs and
vHBAs based on the Selection Preference for each vCon.

Virtual Slot Mapping Scheme
field

b) 各 [Virtual Slot]の Selection Preference columnのドロップダウンリストで、次のいずれか
を選択します。
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• All—All configured vNICs and vHBAs can be assigned to the vCon, whether they are explicitly
assigned to it, unassigned, or dynamic. This is the default.

• Assigned Only—vNICs and vHBAs must be explicitly assigned to the vCon. You can assign
them explicitly through the service profile or the properties of the vNIC or vHBA.

• Exclude Dynamic—Dynamic vNICs and vHBAs cannot be assigned to the vCon. The vCon
can be used for all static vNICs and vHBAs, whether they are unassigned or explicitly assigned
to it.

• Exclude Unassigned—Unassigned vNICs and vHBAs cannot be assigned to the vCon. The
vCon can be used for dynamic vNICs and vHBAs and for static vNICs and vHBAs that are
explicitly assigned to it.

• Exclude usNIC—Cisco usNICs cannot be assigned to the vCon. The vCon can be used for all
other configured vNICs and vHBAs, whether they are explicitly assigned to it, unassigned, or
dynamic.

An SRIOV usNIC that is explicitly assigned to a vCon set to Exclude usNIC will
remain assigned to that vCon.

（注）

c) [OK]をクリックします。

vNIC/vHBA配置ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [NIC/vHBA Placement Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

vConへの vNICの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• [Assigned Only]

• [Exclude Dynamic]

• Exclude Unassigned
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vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vNICを、明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vNICをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。

DescriptionName

The user-specified virtual network interface connection (vCon)
placement for the vNIC. This can be one of the following:

• Any—Allows Cisco UCS Manager to determine the vCon to
which the vNIC is assigned.

• 1—Explicitly assigns the vNIC to vCon1.

• 2—Explicitly assigns the vNIC to vCon2.

• 3—Explicitly assigns the vNIC to vCon3.

• 4—Explicitly assigns the vNIC to vCon4.

Desired Placement drop-down
list

The actual vCon assignment of the vNIC on the server.Actual Assignment field

vNICをその vNICタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco UCS
Managerは設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vNICを割
り当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

DescriptionName

The user-specified PCI order for the vNIC.

Enter an integer between 0 and 128. You cannot create more than 128
vNICs for a server.

Desired Order field

The actual PCI order of the vNIC on the server.Actual Order field
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ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

vConへの vHBAの明示的割り当て

始める前に

vNIC/vHBA配置ポリシーまたはサービスプロファイルで次のいずれかの値を使用して、vCon
を設定します。

• [Assigned Only]

• [Exclude Dynamic]

• Exclude Unassigned

vConで [All]が設定されている場合、vNICまたは vHBAをその vConに明示的に割り当てるこ
とができます。しかし、この設定ではほとんど制御ができません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 vHBAを明示的に vConに割り当てるサービスプロファイルを含む組織のノードを展開しま
す。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vHBAs]を展開します。

ステップ 5 明示的に vConに割り当てる vHBAをクリックします。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Virtual Host Interface Placement]セクションで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

vHBA用のユーザ指定仮想ネットワークイン
ターフェイス（vCon）配置。次のいずれかに
なります。

• [Any]：CiscoUCSManagerが、vHBAを割
り当てる vConを決定できるようにしま
す。

• [1]：vHBAを vCon1に明示的に割り当て
ます。

• [2]：vHBAを vCon2に明示的に割り当て
ます。

• [3]：vHBAを vCon3に明示的に割り当て
ます。

• [4]：vHBAを vCon4に明示的に割り当て
ます。

[Desired Placement]フィールド

サーバの vHBAの実際の vCon割り当て。[Actual Assignment]フィールド

vHBAをその vHBAタイプ用に設定されていない vConに割り当てようとすると、Cisco UCS
Managerは設定エラーを知らせるメッセージボックスを表示します。別の vConに vHBAを割
り当てるか、サービスプロファイルの vCon設定を変更する必要があります。

ステップ 8 [Order]セクションで、次のフィールドに入力します。

説明名前

vHBAのユーザ指定の PCI順序。

0～ 128の整数を入力します。サーバには 128
を超える vHBAを作成できません。

[Desired Order]フィールド

サーバの vHBAの実際の PCI順序。[Actual Order]フィールド

ステップ 9 [Save Changes]をクリックします。

Placing Static vNICs Before Dynamic vNICs
For optimal performance, static vNICs and vHBAs should be placed before dynamic vNICs on the PCIe
bus. Static vNICs refer to both static vNICs and vHBAs. Cisco UCS Manager Release 2.1 provides the
following functionality regarding the order of static and dynamic vNICs:
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• After upgrading to Cisco UCSManager Release 2.1, if no change is made to existing service profiles
(profiles that are defined in releases prior to Cisco UCS Manager Release 2.1), the vNIC order does
not change.

• After an upgrade to Cisco UCS Manager Release 2.1, any vNIC-related change would reorder the
vNIC map. As a result, all dynamic vNICs would be placed after the static vNICs.

• For newly created service profiles in Cisco UCSManager Release 2.1, static vNICs are always ordered
before dynamic vNICs.

• The above behavior is independent of the sequence of creating or deleting static or dynamic vNICs.

• For SRIOV-enabled service profiles, UCSM places the vNIC Physical Function(PF) before the
corresponding Virtual Functions (VFs). This scheme guarantees that the VFs are placed close to
the parent PF vNIC on the PCIe bus and BDFs are in successive incremental order for the VFs.

Example

Beginning Device Order in Cisco UCS Manager Release 2.0:
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2

New Device Order in Cisco UCS Manager Release 2.0 (Add 2 static vNICs):
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

After upgrading to Cisco UCS Manager Release 2.1, (Before any vNIC-related change is made
to the service profile.)
dyn-vNIC-1 1
dyn-vNIC-2 2
eth-vNIC-1 3
eth-vNIC-2 4

New Device Order in Cisco UCS Manager Release 2.1 (Add 2 dynamic vNICs by changing the
policy count from 2 to 4.)
dyn-vNIC-1 3
dyn-vNIC-2 4
eth-vNIC-1 1
eth-vNIC-2 2
dyn-vNIC-3 5
dyn-vNIC-4 6

Dynamic vNICs as Multifunction PCIe Devices

Cisco UCS Manager Version 2.1 provisions static vNICs as 0-function devices (new BUS for every static
vNIC). Multifunction dynamic vNICs are placed from the new Bus-slot after the last static vNIC/vHBA.

Cisco UCS Manager Version 2.1 supports the new StaticZero mode.Note
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Table 13: Version Compatibility

Cisco UCS Manager

Version 2.1

Scheme: ZeroFunction /
MultiFunction / StaticZero

Version 2.0

Scheme: ZeroFunction /
MultiFunction

Version 1.4

Scheme: ZeroFunction

Static vNICs or PFs will be on
Bus [0-57], Function [0]. SRIOV:
Corresponding VFs will be on the
same Bus and Functions [1-255]
No-SRIOV: Dynamic vNICs are
on Bus [0-57], Function [0-7]

< StaticZero Mode >

Static vNICs andDynamic vNICs
are on Bus [0-57], Function [0-7].
Bus 0, Function 0

Bus 0, Function 7

Bus 1, Function 0

< MultiFunction Mode >

Static and Dynamic vNICs are all
on Bus [0-57], Function [0]

< ZeroFunction Mode >

Upgrade from Balboa will not
renumber BDFs (remain in
ZeroFunction mode) until Bus
<=57. Once devices exceed 58 or
Platform specific maximum PCIe
Bus number or change to SRIOV
configuration, switch to StaticZero
mode.

Upgrade from Balboa will not
renumber BDFs (remain in
ZeroFunction mode) until Bus <=
57.

Once devices exceed 58, switch
to MultiFunction mode.

Upgrade from Cisco UCS
Manager Version 2.0 will not
renumber BDFs (remain in
ZeroFunction / MultiFunction
mode). Once devices exceed 58
or Platform specific maximum
PCIe Bus number OR Change to
SRIOV configuration, switch to
StaticZero mode.

vNIC/vHBAのホストポートの配置
vNIC/vHBAを vConに割り当てた後、それを特定のアダプタのホストポートのいずれかに配
置できます。配置先のホストポートは明示的に指定するか、またはCisco UCSManagerにより
自動的にホストポートに vNICs/vHBAを割り当てることができます。

Cisco UCS VIC 1340および VIC 1380アダプタをサポートするサーバへの vNIC/vHBAホスト
ポート配置を実行できます。

（注）

vNIC/vHBAのホストポート配置により、アダプタのvNIC/vHBAの順序が決まります。最初の
ホストポートに配置されたvNIC/vHBAは最初に列挙され、2番目のホストポートのvNIC/vHBA
がそれに続きます。
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ホストポート配置の設定

Cisco UCS VIC 1340およびVIC 1380アダプタと Cisco UCS VIC 1385および Cisco UCS VIC 1387
アダプタ、Cisco UCS VIC 1455および Cisco VIC 1457をサポートするサーバで、vNICのホス
トポートの配置を設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 ホストポートに配置する vNICと関連付けるサービスプロファイルを選択します。

ステップ 4 [Service_Profile_Name] > [vNICs]の順に展開します。

ステップ 5 [vNICs]サマリーテーブルの下で、設定する vNICの [Admin Host Port]の値をダブルクリック
し、次のいずれかを選択します。

• Any—Allows Cisco UCS Manager to determine the host port to which the vNIC is assigned.

• 1—Explicitly assigns the vNIC to host port 1.

• 2—Explicitly assigns the vNIC to host port 2.

[Actual Host Port]には、ホストポートの vNICの実際の割り当てが表示されます。この機能が
サポートされていない場合は、[None]と表示されます。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

CIMCマウント vMedia

スクリプト可能な vMediaの使用

Cisco UCS Managerリモート UCSサーバの vMediaデバイス ISOイメージをプロビジョニング
できます。スクリプト可能な vMediaを使用して、リモートサーバに IMGまたは ISOイメー
ジをマウントするようにプログラミングできます。CIMCマウント vMediaを使用すると、メ
ディア接続を追加することなく、データセンター内の他のマウントメディア間で通信できるよ

うになります。スクリプト可能な vMediaを使用すると、ブラウザを使用せずに仮想メディア
デバイスを制御して、手動で各 UCSサーバを個別にマッピングできます。

スクリプト可能 vMediaは、NFS、CIFS、HTTP、および HTTPSの共有など、複数の共有タイ
プをサポートします。スクリプト可能な vMediaは BIOS設定によって有効になり、Web GUI
および CLIインターフェイスを介して設定されます。

Cisco UCS Managerスクリプト可能な vMediaは次の機能をサポートしています。

•特定の vMediaデバイスからのブート
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•マウントされた共有からローカルディスクへのファイルのコピー

• OSドライバのインストールおよび更新

Cisco UCSManagerスクリプト可能 vMediaのサポートは、CIMCマップドデバイスにのみ適用
します。既存の KVMベースの vMediaデバイスはサポートされません。

（注）

次の条件に合致する場合、vMediaのマウントは失敗します。

1. vMediaポリシー内のリモート vMediaイメージファイル名が [Service-Profile-Name]に設定
されている。

2. サービスプロファイルの名前が変更されている。

これは、サービスプロファイルの名前を変更しても、vMediaポリシー内のリモート vMediaイ
メージファイル名は変更されないためです。イメージファイル名は引き続き、リモートデバ

イス上の古いイメージをポイントするため、検出できません。

vMediaポリシーの作成
リモートの vMediaデバイスのマッピング情報を設定するために、vMediaポリシーが使用され
ます。1つの vMediaポリシーで、CD用とHDD用の 2つの vMediaデバイスとマッピングを使
用できます。同時に、1つの ISOと 1つの IMGを設定できます。ISO構成は CDドライブに、
IMG構成は HDDデバイスにマッピングします。

デバイスをリモートフォルダにマッピングする場合、IMGを作成し、HDDデバイスとして
マッピングします。

（注）

始める前に

次にアクセスできることを確認します。

•リモート vMediaサーバ

• vMediaデバイス

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [vMedia Policies]ポリシーを右クリックし、[Create vMedia Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create vMedia Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[名前（Name）]

ポリシーの説明。ポリシーを使用すべき場所や条件について

の情報を含めることを推奨します。最大 115文字を入力でき
ます。

Description

障害の発生時にvMediaがマウントを続行するかどうかを指定
します。ここに表示される値は次のとおりです。

•あり

•なし

デフォルト設定は、[Yes]です。[Yes]を選択する
と、マウントに成功するか、このオプションが無効

化されるまで、リモートサーバは vMediaマウント
プロセスのマウントを試行し続けます。[No]を選択
すると、警告メッセージが表示され、マウントが失

敗した場合にはリトライが機能しないことが示され

ます。

（注）

[Retry on Mount Failure]

ステップ 6 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。

ステップ 7 [Create vMedia Mount ]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vMediaマウントポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。-（ハイ
フン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、および（ピリ
オド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは

使用できません。また、オブジェクトが保存された後にこの

名前を変更することはできません。

[名前（Name）]
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説明名前

マウントするリモートvMediaのタイプ。ここに表示される値
は次のとおりです。

• [CDD]：スクリプト可能 vMedia CD。

• [HDD]：スクリプト可能 vMedia HDD。

デバイスタイプ

リモートサーバとの通信時に使用するプロトコル。次のオプ

ションボタンのいずれかをクリックして、マウントされたリ

モートサーバとの通信に使用するプロトコルを指定します。

ここに表示される値は次のとおりです。

• [NFS]：Network Files System。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [HTTP]：Hypertext Transfer Protocol。

• [HTTPS]：Hypertext Transfer Protocol over Secure。

[Protocol]
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説明名前

リモートサーバと通信するためのプロトコルとして CIFSを
使用する場合に、認証に使用するプロトコル。CIFS以外のプ
ロトコルを使用する場合、このフィールドは使用できません。

認証プロトコルを指定するには、ドロップダウンリストから

次のいずれかを選択します。

• [default]：NT LAN Managerのセキュリティサポートプ
ロバイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプション
は、Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用
します。

• [None]：認証は使用されません。

• [ntlm]：NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプロト
コル。このオプションは、Windows 2008 R2および
Windows 2012 R2でのみ使用します。

• [Ntlmi]：NTLMiのセキュリティプロトコル。このオプ
ションは、CIFSWindowsサーバでデジタル署名が有効な
場合のみ使用します。

• [Ntlmssp]：NT LAN Managerのセキュリティサポートプ
ロバイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプション
は、Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用
します。

• [Ntlmsspi]：NTLMSSPiプロトコル。このオプションは、
CIFSWindowsサーバでデジタル署名が有効な場合のみ使
用します。

• [Ntlmv2]：NTLMv2セキュリティプロトコル。このオプ
ションは、Samba Linuxでのみ使用します。

• [Ntlmv2i]：NTLMv2iのセキュリティプロトコル。このオ
プションは、Samba Linuxでのみ使用します。

認証プロトコルオプションは、プロトコルとして

[CIFS]を選択した場合のみ使用可能です。他のすべ
てのプロトコルでは、[AuthenticationProtocol]フィー
ルドは無効になります。

（注）

Authentication Protocol
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説明名前

バックアップファイルを格納する場所の IPアドレスまたはホ
スト名を入力します。これは、サーバ、ストレージアレイ、

ローカルドライブ、またはファブリックインターコネクトが

ネットワーク経由でアクセス可能な任意の読み取り/書き込み
メディアなどがあります。

ホスト名を使用する場合、Cisco UCS Managerで DNSサーバ
を使用するように設定する必要があります。[Inband]ネット
ワークがそのサーバに設定されている場合、ホスト名（DNS）
を使用できます。

[Hostname/IPAddress]

イメージに使用される名前。ここに表示される値は次のとお

りです。

• [None]：ファイル名を [Remote File]フィールドに入力す
る必要があります。

• [Service Profile Name]：ファイル名は自動的に、仮想メ
ディア（vMedia）ポリシーが関連付けられているサービ
スプロファイルの名前になります。

（注） • [Service Profile Name]を [Image Name]変数とし
て選択した場合、[Remote File]フィールドは無
効になります。

• [Service Profile Name]を [Image Name]変数とし
て選択した場合は、サービスプロファイルの名

前を変更しないでください。サービスプロファ

イルの名前を変更すると、仮想メディア

（vMedia）のマウントが失敗することがありま
す。

[Image Name Variable]

ISOやその他のイメージファイルのフルパスを入力します。

ファイルへのフルパスは、共有名に続き「/」で始
まることを確認します。

（注）

このフィールドにはファイル名（ファイル拡張子付き）だけ

を含めることができます。

[Remote File]

リモートサーバの共有の名前（たとえば「share」）を入力し
ます。

Remote Path
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説明名前

Cisco UCS Managerでのリモートサーバへのログインに使用
するユーザ名を入力します。

プロトコルが NFSの場合、このフィールドは適用されませ
ん。プロトコルが HTTPの場合、このフィールドの選択は任
意です。

Username

ユーザ名に関連付けるパスワードを入力します。

プロトコルが NFSの場合、このフィールドは適用されませ
ん。プロトコルが HTTPの場合、このフィールドの選択は任
意です。

Password

このチェックボックスをオンにすると、マウントされたvMedia
がイジェクトされた後に再マッピングされます。

イジェクト時の再マッピング

ステップ 8 [OK]をクリックします。
リモートサーバの詳細は、[Create vMedia Mount]ダイアログボックスの [vMedia Mounts]領域
に一覧表示されます。

次のタスク

vMediaブートポリシーを作成します。

サービスプロファイルへの vMediaポリシーの追加
Scriptable vMediaを使用する前に、vMediaおよび Bootポリシーをサービスプロファイルに追
加する必要があります。vMediaポリシーとブートポリシーがサービスプロファイルに追加さ
れた後、そのサービスプロファイルをCiscoUCSサーバに関連付けることができます。次の手
順に、vMediaポリシーをサービスプロファイルに追加する方法を示します。

始める前に

サービスプロファイルに追加する vMediaポリシーを設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles]の順に展開します。

ステップ 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 組織を右クリックし、[Create Service Profile (expert)]を選択します。
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[Unified Computing System Manager]ペインが表示されます。

ステップ 5 [Name]フィールドに、サービスプロファイルの識別に使用できる一意の名前を入力します。

この名前には、2～32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用
できません。この名前は、同じ組織内のすべてのサービスプロファイルおよびサービスプロ

ファイルテンプレートで一意であることが必要です。

この名前は、サービスプロファイルを作成する組織またはサブ組織内で一意である必要があり

ます。

ステップ 6 [UUID Assignment]ドロップダウンリストで、次のいずれかの手順を実行します。

説明オプション

デフォルトの UUID接尾辞プールから UUIDを割り当てます。Select (pool default
used by default)

ステップ 8に進みます。

製造元によってサーバに割り当てられた UUIDを使用します。

このオプションを選択した場合、UUIDはサービスプロファイルがサー
バと関連付けられるまで割り当てられません。この時点で、UUIDは製造
元によってサーバに割り当てられた UUID値に設定されます。サービス
プロファイルを後で別のサーバに移動すると、UUIDは新しいサーバに一
致するように変更されます。

ステップ 8に進みます。

手動で割り当てる UUIDを使用します。

ステップ 7に進みます。

ドロップダウンリストの下部のリストから選択する UUID接尾辞プール
から UUIDを割り当てます。

Pools Pool_Name

各プール名の後には、プール内で利用可能な UUIDの数および UUIDの
合計数を示す、括弧に囲まれた 2つの数字が表示されます。

既存のプールを使用するのではなく、すべてのサービスプロファイルが

アクセスできるプールを作成する場合は、ステップ 4に進みます。それ
以外の場合はステップ 8に進みます。

ステップ 7 （任意） オプションを選択した場合は、次の手順を実行します。

a) [UUID]フィールドに、このサービスプロファイルを使用するサーバに割り当てる有効な
UUIDを入力します。

b) 選択した UUIDが使用可能であることを確認するには、[here]リンクをクリックします。

ステップ 8 （任意）このサービスプロファイルで使用する新しいUUID接尾辞プールを作成する場合は、
[Create UUID Suffix Pool]をクリックし、[Create UUID Suffix Pool]ウィザードのフィールドに値
を入力します。
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ステップ 9 （任意）テキストボックスに、このサービスプロファイルの説明を入力します。

このサービスプロファイルのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。任意の文字またはスペースを使用できます。ただし、`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大
なり）、<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できません。

ステップ 10 [Next]をクリックします。

ステップ 11 [vMedia]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

説明オプション

このサービスプロファイルに vMediaポリシーを割り当てられる
ようにします。

[Select vMedia Policy to
use]

ステップ 12に進みます。

このサービスプロファイルテンプレートだけがアクセスできる

ローカル vMediaポリシーを作成できます。
[Create a Specific vMedia
Policy]

サービスプロファイルに既存のvMediaポリシーを割り当てます。
このオプションを選択した場合、CiscoUCSManagerでポリシーの
詳細が表示されます。

vMedia Policies
Policy_Name

既存のポリシーを使用するのではなく、すべてのサービスプロファ

イルがアクセスできるポリシーを作成する場合は、[Create vMedia
Policy]をクリックします。それ以外の場合は、リストでポリシー
を選択し、ステップ 13に進みます。

ステップ 12 すべてのサービスプロファイルおよびテンプレートにアクセスできる新しい vMediaポリシー
を作成したら、[vMedia]ドロップダウンリストからそのポリシーを選択します。

ステップ 13 [Next]をクリックします。

CIMC vMediaポリシーの表示

始める前に

vMediaポリシーを設定しておきます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Policies] > [vMedia Policies]を展開します。

ステップ 3 [vMedia Policies]ノードを展開して、[vMedia Policies]のリストを表示します。
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ステップ 4 vMediaポリシーの名前をダブルクリックし、選択した [vMedia Mount]のプロパティを表示し
ます。

[Properties]ページで、[vMedia Mounts]で使用されるプロパティを変更できます。
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C H A P T E R 13
Firmware Upgrades

• Firmware Upgrades, on page 357
•コンポーネントのファームウェアバージョンの確認, on page 357

Firmware Upgrades
Beginning with Cisco UCS Manager Release 4.1(1), Cisco is releasing unified Cisco UCS Manager
software and firmware upgrades for the following platforms with every release of Cisco UCS Manager:

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト with Cisco UCS B-Series, C-Series,
and S-Series Servers

• Cisco UCS 6300 Series Fabric Interconnect with Cisco UCSB-Series, C-Series, and S-Series Servers

• Cisco UCS 6200 Series Fabric Interconnect with Cisco UCS B-Series, C-Series, and S-Series

• Cisco UCS 6324 Fabric Interconnect with Cisco UCS B-Series Servers and C-Series Servers, which
is also known as UCS Mini

Beginning with Cisco UCS Manager Release 4.0(1a), Cisco is releasing unified Cisco UCS Manager
software and firmware upgrades for the following platforms with every release of Cisco UCS Manager:

• Cisco UCS 6454 Fabric Interconnect with Cisco UCS B-Series, C-Series, and S-Series Servers

You can upgrade the firmware through Auto Install, packages in service profiles, using the firmware
automatic synchronization server policy, and directly at endpoints. For more information on guidelines
and installing firmware, see the Cisco UCS Firmware Management Guide.

コンポーネントのファームウェアバージョンの確認

Procedure

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Work]ペインの [Firmware Management]タブをクリックします。
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ステップ 3 [InstalledFirmware]タブで、各コンポーネントに対して一覧表示されたファームウェアバージョ
ンを確認します。

ファームウェアのガイドラインとインストール方法の詳細については、『Cisco UCS Firmware

Management Guide』を参照してください。
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C H A P T E R 14
Diagnostics Configuration

• Overview of Cisco UCS Manager Diagnostics, on page 359
•診断ポリシーの作成（359ページ）
•ブレードサーバでの診断テスト, on page 361
•ラックサーバでの診断テスト, on page 361
•すべてのサーバでの診断テストの開始（362ページ）
•すべてのサーバでの診断テストの停止（363ページ）
•サーバ診断のステータス/結果の表示（363ページ）
• Diagnostics Troubleshooting, on page 364

Overview of Cisco UCS Manager Diagnostics
The Cisco UCS Manager diagnostics tool enables you to verify the health of the hardware components
on your servers. The diagnostics tool provides a variety of tests to exercise and stress the various hardware
subsystems on the servers, such as memory and CPU. You can use the tool to run a sanity check on the
state of your servers after you fix or replace a hardware component. You can also use this tool to run
comprehensive burn-in tests before you deploy a new server in your production environment.

When a system is new, a default diagnostics policy is created in org scope. This default policy is named
default and it cannot be deleted. The user will receive an error message if they try to delete it. The default
diagnostic policy is the preferred way to execute the same set of tests across all servers. Any diagnostic
policy, including the default can be customized.

The default policy only has one memory test. The default parameters of the memory test can be modified.
In addition, the memory test within the default diagnostics policy can be deleted. If it does not have a
memory test, the diagnostic policy will not run.

診断ポリシーの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。
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手順

ステップ 1 [Servers] > [Policies] > [Diagnostics Policies]を選択します。

ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

説明フィールド

診断ポリシーの名前。文字数制限は16文字で
す。

[名前（Name）]

診断ポリシーの説明。これは任意です。Description

ステップ 4 [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Add]をクリックします。

ステップ 6 次のフィールドに入力します。

説明名前

テストの実行順序。Order

CPUフィルタをすべての CPUまたは指定した CPUに設定し
ます。

[CPU Filter]

ループカウントを指定された反復回数に設定します。値の範

囲は 1～ -1000です。
[Loop Count]

メモリチャンクを 5mb-chunkまたは big-chunkに設定します。[Memory Chunk Size]

メモリサイズを特定の値に設定します。Memory Size

メモリテストを butterfly、killer、prbs、prbs-addr、または
prbs-killerに設定します。

Pattern

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ステップ 8 [完了（Finish）]をクリックします。
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ブレードサーバでの診断テスト

ブレードサーバでの診断テストの開始

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。

ステップ 2 診断テストを開始するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、ボタンはグレー表示になります。

ブレードサーバでの診断テストの停止

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Chassis] > [Server]を選択します。

ステップ 2 診断テストを停止するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、ボタンはグレー表示になります。

ラックサーバでの診断テスト

ラックサーバでの診断テストの開始

診断テストは C220 M5、 C240 M5および C480 M5/C480 M5 MLラックサーバのためにのみ使
用可能です。

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。
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手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]に移動します。

ステップ 2 診断テストを開始するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、ボタンはグレー表示になります。

ラックサーバでの診断テストの停止

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]に移動します。

ステップ 2 診断テストを停止するサーバを選択します。

ステップ 3 [Diagnostics]タブをクリックします。

ステップ 4 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、ボタンはグレー表示になります。

すべてのサーバでの診断テストの開始

すべてのサーバの診断テストを開始すると、個々のサーバがリブートされます。（注）

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。

ステップ 2 [Start]をクリックします。診断テストが開始されると、リンクはグレー表示になります。
[Diagnostic Result]テーブルで、次の情報を確認できます。

説明フィールド

システム定義のサーバ名。[名前（Name）]
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シャーシの固有識別情報。この数字の識別情

報は、システム内のこのシャーシの場所に基

づいて割り当てられます。

ラックサーバには適用されません。（注）

Chassis ID

サーバモデル PID。PID

サーバでの診断テストの全体的な進捗割合の

説明。

[Overall Progress Percentage]

サーバの診断操作ステータスの説明。Operation Status

サーバが診断テストを実行できない場合は、サーバリンクをクリックし、[Diagnostics]
タブでエラーの説明を確認してください。また、[Faults]タブで生成されたエラーを
確認することもできます。

（注）

すべてのサーバでの診断テストの停止

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限が必要です。

手順

ステップ 1 [Equipment] > [Diagnostics]を選択します。

ステップ 2 [Stop]をクリックします。診断テストが停止すると、リンクはグレー表示になります。

サーバ診断のステータス/結果の表示

始める前に

CLIから個々のサーバに対して診断テストを実行し、このページでステータスを確認できま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。
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ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Servers]の順に展開します。

または、ラックサーバの場合は、[Equipment] > [Rack Mounts] > [Server]の順に展開します。

ステップ 3 診断ステータスを確認するサーバを選択し、[Diagnostics]タブをクリックします。

以下の情報を確認できます。

説明名前

ユーザが診断ポリシーを選択して特定のサーバに適用できる

ようにします。

[Diagnostic Policies]

ユーザが特定のサーバに対する診断テストを開始または停止

できるようにします。

[Start]/[Stop]

サーバの診断操作ステータス。有効な値は [Idle]、
[In-Progress]、[Completed]、[Failed]、[Cancelled]です。

[Operation State]

サーバの診断操作での現行タスクの簡単な説明。[FSM Status Descr]

サーバで実行中の診断操作の全体的な進行状況。[FSM Progress]

診断テストの全体的な進行状況。[Test Overall Progress]

診断操作から返されるエラーの説明。[Error Description]

表 14 :診断結果

説明名前

テストに関連付けられている固有識別情報[ID]

診断テストのタイプ。[Test Type]

テスト実行のステータス。値は [Idle]、[In Progress]、
[Completed]、[Failed]です。

[Status]

診断テスト実行の説明。テストが完了すると、結果の詳細な

説明が表示されます。

Description

診断テストの結果。値は [Pass]、[Fail]、または [NA]です。結果

診断テストの進捗状況の割合。[Progress Percentage]

Diagnostics Troubleshooting
Steps to DebugIssue
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Refer to memory-related faults in addition to the diagnostics operation results.If the BIOS
detects a bad
DIMM, the
DIMM is
disabled and
is not visible
to the
Diagnostics
operation.

Refer to memory-related faults in addition to the diagnostics operation results.If theDIMM
blacklisting
feature is
enabled and
a DIMM is
blacklisted,
it is not
visible to the
Diagnostics
operation.

NAThe
Diagnostics
operation
may not
execute
successfully,
if the server
has bad
DIMMs
which
prevent the
server from
booting.

NAThe
Diagnostics
operation
can fail, if an
uncorrectable
error causes
a server
reboot.

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
365

Diagnostics Configuration
Diagnostics Troubleshooting



NAA
Diagnostics
operation
failure can
occur if
there are
memory
errors that
cause the
Diagnostics
operation to
hang.

The failure is triggered by external events. Retry the Diagnostics operation.The
Diagnostics
operation
can be
interrupted
by external
events, such
as a
managed
endpoint
failover or a
critical
UCSM
process
restart. In
these cases,
the
Diagnostics
operation is
cancelled
and the
Memory
Tests are
marked as
failed.

Check for server faults under the Chassis/Server/Faults tab.

See the SEL logs for the DIMM errors under the Chassis/Server/SEL Logs tab.

A Memory
test fails
with the
error:
Uncorrectable
errors
detected.

Cisco UCS Managerリリース 4.0サーバ管理ガイド
366

Diagnostics Configuration
Diagnostics Troubleshooting



See the diagnostics operation logs in following log file archive on the primary FI in the /workspace partition:
diagnostics/diag_log_<system-name>_<timestamp>_<chassis-id>_<blade-id>.tgz

See the analysis file: tmp/ServerDiags/MemoryPmem2.<id>/MemoryPmem2.analysis in the
previously mentioned log file archive.

Use the following command to find the diagnostics logs with the analysis files:

# for file in `ls /workspace/diagnostics/*diag*`; do tar -tzvf $file |
grep analysis && echo "IN " $file; done

A Memory
test failure
needs further
analysis.
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